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「# 取扱説明書の分冊巧ぶ 


本製品の取扱説明書は、次のような構成になっています。目的に応じてお読みいただき、本製品を十 
分にご活用ください。 



このマークが付いている分冊は、製品に同捆されている紙マニュ 
アルです。 


r な]このマークが付いている分冊は、付属の CD-ROM に収められて 
CD-ROjI いる PDF マニュアルです。 


• トラブルの簡単な解み方法をな]るには 
• プリンターの簡単な巧いかたをがるには 

•プリンターを設置するには 
• 基本的な巧いかたをなるには 
• 困ったとまには 


ポケットガイド 
ユーザーズ ガイド 





• いろいろなネットワークの設ちみ法をがるには 


•操作パネルを巧ってプリンターを設定するには 


• Web ブラウザーからプリンターを操作•設定するに 
は 


ネットワークガイド/本編 


UPS 纖仆 


リモート UI ガイド 





別売の巧巧説巧書 


おボめについては販売店にご相談ください。 

UPS 対応のプリンタードライバーや印刷の設定プログラムなどを作成す 
るプログラマー巧の取扱説明書です。 


オプシ]ン品に付馬の取扱説明書 オプシヨン品の設置のしかたや使いかたを説明しています。 


プログラマーズマニュアル 


PDF 形式のマニュアルを表示するには、 Adobe Reader/Adobe Acrobat Reader が必要です。ご使用のシステムに Adobe Reader/Adobe Acrobat 
Reader がインストールされていない場合は、アドビシステムズ社のホームぺージからダウン□-ドし、インストールしてください。 











































「4 本書の « 巧について 

龜 メニュ-機能の使いかた _ 防*趾か 

mi&m メニュ-の 機能と操作 防占!!^，ィ ji 如^^ 

龜 巧通セットアップメニューの設を項目 _ 

# ng ^ UPS 専用セットアップメニ：！一の設定項目 _ 

ESC/P 専用セットアップメニューの設定項目 _ 

Imaging 専用セットアップメニューの設定項目 _ 

セットアップな外のメニューの設定項目 _ 

付録 _ 

ソフトウェアのバージョンアップ方法やユーティリティーメニューから出力できる 
リスト、動作モードを切り替えて出力できるリストの内容などについて説明してい 
ます。 


卷ホに、各メニューの階層を示す「メニュールートマップ」があります。各メニュー 
の設定項目や内容を知りたいときにご活用ください。 

本製品のリモート UI を使い、コンピューターからリモートで設定や管理を行う場 
合は添付の「リモート UI ガイド」に D - ROM ) もお読みください。 

ユーザーズガイドをあわせてお読みください。 


•本書に記載されている内容は、予告なく変更されることがあります。あらかじめ、ご了をください。 

• 本書に万一ご不審な点や誤り、または記載漏れなどお気づきのことがありましたら、ご連絡ください。 
• 本書の内容を無断で乾載することは禁止されています。 

• この製品は米国 Agfa Corporation からライセンスされている UFST ® を搭載しています。 
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はじめ I 


このたびはキヤノン LBP 8630/ LBP 8620/ LBP 8610 をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。 
本製品の機能を十分にご理解いただき、より効果的にご利用いただくために、ご使用前にこの取あ説 
明書をよくお読みください。また、お読みいただきましたをも大切にイ呆管してください。 

本書の読みかた 


マー クについて 


本書では、操作上必ず守っていただきたい事項や操作の参考となる説明などに、下記のマー 
クを付けています。 


重要 


操作上、おず守っていただきたい重要事項や制限事項が書かれています。誤った操作に 
よるトラブルを防ぐために、必ずお読みください。 


メモ 1 操作の参考となることや補足説明が書かれています。お読みになることをおすすめします。 


キー • ボタンについて 


本書では、キー-ボタン名称をな下のようにましています。 

•操作パネル上のキー：[キーを称] 

例：[オンライン] 

[ユーティリティー] 

•コンピューター画面上のボタン：[ボタン名称] 

例： [0 K ] 

陵围 



本書に記載されている名称は、下記の略称を使用しています。 


Microsoft Windows 2000 operating system : 
Microsoft Windows XP operating system : 
Microsoft Windows Vista operating system : 
Microsoft Windows 7 operating system : 

Microsoft Windows Server 2003 operating system : 
Microsoft Windows Server 2008 operating system : 
Microsoft Windows operating system : 


Windows 2000 
Windows XP 
Windows Vista 
Windows 7 
Windows Server 2003 
Windows Server 2008 
Windows 


Extended Unix Code : 


EUC 


本書では、郵便事業蛛式会社製のはがきを「郵便はがき」と記載しています。 
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規制について 


商標について 


Canon、Canon Pd ； LBP 、 UPS は、キヤノン株式会社の商標です。 

Adobe、Adobe Acrobat、Adobe Reader は 、 Adobe Systems Incorporated (アドヒソスて 
ムズ社）の商標です。 

UFST は 、 Agfa Monotype Corporation の商標です。 

Agfa は、 Agfa-Gevaert AG の登録商標です。 

Apple 、 AppleTalk 、 MacOS 、 Macintosh は、米国およびその他の国で登録されている 
Apple Inc の商標です D 

HP 、 HP - GL 、 HP - GLy 2 は、米国 Hewlett-Packard Company の米国の商標です。 

旧 M、AT は、米国 International Business Machines Corporation の商標です。 

Microsoft、Windows および Windows Vista は、米国 Microsoft〔orporation の、米国、日 
本およびその他の国における登録商標または商標です。 

UNIX は 、 The Open Group の米国およびその他の国における登録商標です。 

Ethernet は、米国 Xerox Corporation の商標です。 

ESC / P 、 ESC ：/ P -」84 は、セイコーエプソン株式会社の商標です。 

BMLin には、社団法人ビジネス機械•情報システム産業協会 ( JBMIA ) の商標です。 

下記の書体は米国 Bitstream Inc . よリライセンスを受けています。 

Dutch 801 Bold , Dutch 801 Bold Italic , Dutch 801 Italic , Dutch 801 Roman , Swiss 721, Swiss 
721 Bold , Swiss 721 Bold Oblique , Swiss 721 Oblique , Symbol , Fixed Pitch 810 Courier 10 
Pitch / Text , Fixed Pitch 810 Courier Oblique 10 Pitch / Text , Fixed Pitch 810 Courier Bold 10 
Pitch / Text , Fixed Pitch 810 Courier Bold Oblique 10 Pitch/Text 

下記の書体は米国 Bitstream Inc の商標です。 

Dutch 801, Swiss 721 

© Copyright 1987, Bitstream Inc , Cambridge Massachusetts USA . All rights reserved . 

本製品で使用している明朝体、ゴシック体のフォントは、それぞれ平成明朝体™ W 3、 平 
成をゴシック体™ W 5 を使用しています。これらのフォントは（財）日本規格協会文字フォ 
ント開発-普及センターと使用契約を締結し使用しているものです。フォントとして無断 
複製することは禁止されています。 

その他、本書中の社名や商品名は、各社の登録商標または商標です。 
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本製品が対応しているコントロールコマンド 
について 


標準対応しているコントロールコマンドについて 


本製品は標準で UPS、ESC/P エミュレーシヨンコマンドに対応しています。 

コント ロール コマンドとは、プリンターを制御するコマンド体をのことで、コンピューター 
のデータを巧刷するという一連の作業は、すべてコンピューターから送られてくるコント 
□—ルコマンドによって指示されています。 


メモ I 本機を N 20し旧 M 5577、 HP - GL などの標準プリンターとしてエミュレートさせることも 
できます。この場合、オプションのコントロール ROM が必要です。 

■ LIPS モード 

UPS は、 LBP Image Processing System の略で、キヤノンが独自に開発したぺージプリン 
夕一をコント□—ルするためのコマンド体をです。 UPS に対応しているアプリケーショ 
ンソフト（一太郎、 Lotus 1-2-3、桐など）は、このモードで EP 刷します。 Windows や 
Macintosh では、付属のプリンタードライバーを組み込むと、自動的に LIPS モードで巧 
刷します。 

UPS には、現な UPS II、 UPSII+、LIPS Ilk LIPS IVc. LIPS IVs、UPS IV、 UPS LX のバージョ 
ンがあります。これらのうち本機では、 UPS IIMIPS Ilk UPS IV、 LIPS LX に対応しています。 
UPS V は、 LIPS IV (LIPSII+、UPS III をさむ）および UPS LX から構成されたコマンド体 
をの総称です。 UPSLX は、最新の 0S に最適化されたプリンティングシステムです。巧 
刷赃理をコンピューターとプリンターで分散させて行うため、高速な巧刷が行なえます。 
また、プリンターのメモリー追加を行なわない場合でも、高速な印刷が巧能です。 


LIPSV (LIPS IV+LIPS LX) 

LIPS IV 

I LIPS I Vs I 



LIPS IVc 



LIPS III 



メモ 1 •UPS II + 対応アプリケーションソフトを使用する場合、従来のレーザーショットシリーズ 
で行った印刷とは絕像度がまなります。 

•LIPS IVc 対応アプリケーションソフトからも本製品で巧刷することができますが、箱像度 
の違いにより、印刷結まの見た目は異なります。 

• LIPS LX は Windows 2000/ XP / Vista /7 /Server 2003 /Server 2008および Mac OS X のみで使用 
巧能です。 
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■ ESC / P エミユレーションモード 

旧 M-PC/AT 互換機 （DOS/V コンピューター)、 AX コンピューターで標準的に使用されて 
いる ESC/P 準拠プリンターの動作をエミュレートする（まねをする）モードです。これ 
らのコンピューターで、 UPS に対応していないアプリケーションソフトを使用している 
ときは、このモードで印刷します。セイコーエプソン（株）が提唱する ESC/P-J84 のコ 
マンド体をに準拠しています。 


コントロールコマンドごとの動作モード 


本製品はコンピューターから送られてきたデータのコントロールコマンドを判別して、自 
動的に動作モードを LIPS モード、 ESC/P エミュレーシヨンモードに切り替えることができ 
ます。ただし、アプリケーシヨンソフトが使用するコント□—ルコマンドが限定されてい 
る場合や、自動切り替えでうまく動作モードが切り替わらないときはな下のように、コン 
卜□—ルコマンドと動作モードを対応させます。 

UPS の コント □—ル コマン ドでデータを受け取って印刷できる状態にするには 「UPS モー 
ド」、 ESC/P の コント □—ル コマン ドでデータを受け取って EP 刷できる状態にするには 「ESC/ 
P エミュレーシヨンモード」に切り替えます。本製品では操作パネルのメニュー機能を使っ 
て動作モードを切り替えたり、印刷するときの環境を設定することができます。 


BMLinkS について 


BMLinkS は、社団法人ビジネス機械•情報システム産業協会 （JBMIA) が推進しているオフィ 
ス機器インターフェイスです。 BMLinkS を利用することで、ネットワーク上にある様々な 
メーカーのプリンターやスキヤナーを共通のフォーマットを用いてち続することができま 
す。 

BMLinkS の詳細については、ユーザーズガイド「を3章プリンターの使いかた」を参照し 
てください。 


ダイレクトプリントについて 


ダイレクトプリントは、プリンタードライバーを使用せずにホスト端末からファイルをプ 
リンターに転送し、ファイルそのものをプリンターが認識し、巧刷する機能です。したがつ 
て、つ ァイルを開いて印刷する必要がありません。 

印!刷するには、リモート UI から巧刷したい TIFF/JPEG 巧式の画像ファイルを指定します。 


また、コマンドプ□ンプトからのコマンド入力 （LPR コマンド）によるダイレクトプリン 
卜にも対応しています。 

ダイレクトプリントの詳細については、ユーザーズガイド「第3章プリンターの使いかた」 
を参照してください。 
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メニュー機能の巧いかた 


CHAPTER 


この章では、プリンターの操作パネルに表示されるメニューの機能と種類、操作キーの使い 
かた、デイスプレーの見かたについて説明しています。 

メニュー機能 .1-2 

たュー機能は .1-2 

メニューの種類 .1-4 

操作キーの使いか/ 1.1-5 

デイスプレーの見かた .1-7 

メニュー操イ乍に入ることができる;!犬態 .1-7 

デイスプレーの見かた .1-8 













メニュー機能 


メニュー機能の概要や種類について説明しています。 


L 一機能とは 


印刷時には、印刷枚数や用紙サイズなどを設定します。これらの一般的な設定は、通常は 
アプリケーションソフトやプリンタードライバーで行います。 

しかし、本プリンターには、印刷枚数や用を圧サイズ設定などのほかにも多数の設定項目が 
用意されており、多様な用途に応じて印刷できます。本プリンターの設定項目の中には、 
アプリケーションソフトやプリンタードライバーで設定できないものもあり、その場合は 
「メニュー機能」で設定します。 

メニュー機能では、多数の設定項目が目的別にメニューの巧式でまとめられているので、 
設定がしやすくなっています。 

メニュー機能を設定するち法には巧の2種類があります。 

■ プリンターの操作パネルで設定するちま 

プリンターのディスプレーのま示を見ながらキーを押して操作します。 

■ 「リモート UI 」 で設をするち巧 

操作パネルで行う設定の一部が、コンピューター側から Web ブラウザーを使用して行 
ラことができます。 


好メモ 1 •本書では、操作パネルでメニュー機能を設定するち法のみを説明しています。リモート 
UI で設定する方法については、「リモート UI ガイド」を参照してください。 

•メニュー機能の設定内容は、通常は電源をオフにしても消えないメモリー ( NVRAM ) に 
登録されます。したがって、電源を入れなおしても、電源をオフにする前と同じ設定で 
起動します。 
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メニユー機能 






アプリケーシヨンソフトやプリンタードライバーと同じ項目をメニユー機能で設定しても、 
アプリケーンヨンソフトやプリンタードライバーで設定した内容のほうが有効になります。 
また、メニュー機能にしかない項目を、操作パネルで行う場合と「リモート UI」 で行う場 
合では、後から設定した内容が有効になります。 

優た順位 

高いほい 

アプリケーシヨンソフト 操作パネル 

プリンタードライバー リモート1|| 

後から設定したちが有効 

プリンタードライバーやリモート UI は本プリンターに付属しています。操作については、 
プリンタードライバーのヘルプおよび「リモート UI ガイド」を参照してください。 

設定項目によっては、プリンターの電源を入れなおすか、ハードリセットを行ったときに 
有交力になるものもあります。 


参ダイレクトプリント時の設定の優先順位 

メニュー機能にしかない項目を、操作パネルで行う場合とリモート UI の[デバイス設定] 
メニューで行う場合では、をから設定した方の内容が有効になります。 

ダイレクトプリント時には、操作パネルやリモート UI の[デバイス設定]メニューで設 
定した内容よりもリモート UI の[ダイレクトプリント]メニューや画像ファイルの TIFF 
データのヘッダーが持つ IFD (Image file directory) の中にある Tag で設定されている巧 
容が優先されます。 


優先順位 

高い低い 


りモート UI の 

リモート UI の 

[ダイレクトプリント]メニユ ー 

[デバイス設泡メニユ ー 

TIFF デー タの Tag 

操作パネル 


TIFF データのへ ッダーが持つ一部の Tag の機能は有効にならない場合があります。 


U メニユ I 機能の使いかた 


メニュー機能 
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.一の種類 


メニューには、巧の図で示した6種類があります。 

メニューの機能、構造、および操作の流れについては、「メニューの機能と操作」（ぅ P.2-1) 
を参照してください。 

また、各メニューの内容については、「共通セットアップメニューの設定項目」（今 P.3-1 )、 「LIPS 
き用セットアップメニューの設定項目」（ぅ P.4-1)、「ESC/P 専用セットアップメニューの設 
定項目」（ぅ P.5-1)、「Imaging き用セットアップメニューの設定項目」（今 P.6-1)、 「セットアッ 
プなかのメニューの設定項目」（冲 .7-1) を参照してください。 


ジョブメニュー 

各種の履歴リストを印刷します。 


ジョブ拖![/中がニユ- 

現在データ受信中およびデータ処 
理中のジョブをキャンセルします。 


ユーテイりテイーメニュ ー 

プリンターの現在の設定内容など 
の内部情報を印刷します。 



セットアップメニユー 

レイアウ 卜の調整や、姑;大/縮小 
など、印刷するときの環境を設定し 
ます。 


リセットメニュー 

プリンターのリセット操作や印刷 
データの排出を行います。 


給紙選択メニュー 

給紙カセットと手差しトレイのどち 
らから印刷するのかや、用紙のサ 
イズを設定します。 


メニユ I 機能の使いかた 
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メニユー機能 



































[ジョブ確 


、操作^—の使いかた 


メニューの操作には、な下のキーを使います。 

それらのうち、[セットアップ]、[ユーティリティー]、[ジョブ]、[リセット]、 
認/中止]、[給紙選択]には、メニューをま示する機能があります。 



■ 各キーの機能は、次のとおりです。 


キー 

機肯 

g 

オンラインが 態 

オフライン巧 態 

メニュー表示や 

b 

(オンライン） 

キーが点灯してい 
る状態です。 

本文中では[オン 
ライン]と表記し 
ます。 

キーが消灯してい 
る状態です。 

y ニューの階層から抜けます。一番 
下の/ニュー（設定値が表示されて 
いる状態）では、設定値を確定せず 
に、 y ニューの階層から抜けます。 

(ジョ 

f 雅 

ブ確認/中止） 

ジョブランプが点灯*点滅している状 
態（データ処理中•データ受信中）で 
押すと、現在処理中のジョブをキャン 
セルします。本文中では[ジョブ確認 
/中山と表記します。 

動作しません。 

( 

〔◎: 

給紙選択 

) 

給紙選択 y ニューを表示します。本文 
中では[給紙選択]と表記します。 

動作しません。 
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1-5 












































キー 

機自 


オンライン巧 態 

オフライン巧 態 

メニュー表示中 

(ユーテイリテイー） 

ユーテイリテイー 
メニューを表示し 
ます。本文中で 
は[ユーティリ 
ティー]と表記し 
ます。 

動作しません。 

ひとつ前の階層に戻ります。本文中 
では[ィ]と表記します。 


(ジョブ) 


ジョブメニューを 
表示します。本文 
中では[ジョブ] 
と表記します 0 

動作しません。 

同じ階層の上の項目を選択します。 
項目が数値の場合は数値が増えま 
す。そのまま押し続けると、数値の 
増す速度が速くなる項目もありま 
す。本文中では [▲] と表言己します。 

( 

) 冷 

J 化 

リセット 

) 

リセット y ニューを表示します。本文 
中では[リセット]と表記します。 

同じ階層の下の項目を選択します。 
項目が数値の場合は数値が減りま 
す。そのまま押し続けると、数値の 
減る速度が速くなる項目もありま 
す。本文中では [▼] と表言己します。 

(セットアップ） 

セットアップ y ニューを表示します。 
本文中では[セットアップ]と表記し 
ます。 

ただし、オンライン状態ではユーザー 
/ンテナンスグループの設定はできま 
せん。 

次の階層に進みます。本文中では [ 
►] と表記します。 


(OK) 


動作しません。 

選択した項目を実行します。または 
次の階層に進みます。本文中では 
[0K] と表記します。 


E 琢 

履る） 

動作しません。 

ひとつ前の階層に戻ります。本文中 
では[戻る]と表言己します。 

(操が 
チ 

© 

;部電源ス 
(サブ電ミ/ 

イツ 

試） 

「スリープモード」が「使わない」从外に設定されている場合、スリープモー 
ドに移行します。 
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デイスプレーの見かた 


メニュー機能を設定するときの、プリンターのディスプレーにま示される内容について説 
明しています。 


^ メニユー操作に入ることができる状態 


各メニューには(下の状態から入ることができます。 


〇 : ニューに入ることができる状態 
X :六ニューに入ることができない状態 



巧刷巧能な状態 w 

エラーが 態* 2 

オンライン状態 

オフライン状態 

セットアップ y ニュー 

0*3 

〇 

〇 

給紙選択 メニュー 

〇 

〇 

〇 

リセット y ニュー 

〇 

〇 

〇»4 

ジョブ/ニュー 

〇 

X 

X 

ユーティリティーメニュー 

〇 

X 

X 


*1 印刷可能な状態とは、印刷巧ランプが点灯しているが態です。 
エラー状態とは、^ツセージランプが点灯している状態です。 

オンライン状態ではユーザーメンテナンスグループの設定はできません。 
* 4 「排出」を行うことはできません。 


デイスプレーの 見かた 
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スプレーの見かた 


ディスプレーは最大で縦に5行、横に全を11文字（半角22文字）をま示します。 

•ま示例： 

-基本画面 

印刷できます。 A4 


_ K 国 

-メニュー操作中の画面 
セツト アップ 



現な選がされている項目は、黒地に白文字で反転されてま示されます。 


P メニユ I 機能 Q 使いかた 
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デイスプレーの見かた 












メニューの機能と操作 
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CHAPTER 


この章では、操作パネルで印刷環境を設をするち法と、設をした EP 刷環境を初期化するちま 
について説巧しています。 


たュー操作の流れ .2-2 

セットアップメニユーの初期化 .2-5 

セットアップメニユーのネ刀期イヒの機能 .2-5 

セットアップメニュー巧期化の操作の流れ .2-5 
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メニュー操作の流れ 


メニユーには、「グループ」「設定項目」「設定値」の3つの階層があり、それぞれの階層で 
目的の項目を選択します。 

ここでは、「印字調整」グループの「階調処理」の項目を「高階調」に設定する手順を例に 
説明します。キー操作を1から順に行ってください。 

操作の手順 キー操作 



オフラインが態に切り替える 



セツトアップメニューを表示する 


セットノ7ップ 


拡張機能 


給紙 

標準ネットワーク 
レイアウト 



グループを選巧する 


[オンライン]を巧す 


オンライン状態でもセットアップメニューをき示す 
ることはできますが、 ユーザー メンテナンス グルー 
プの設定はできません。 


[セットアップ]を押す 


セツトアップメニューが表示されます。 


[▲] または [▼] を押す 


「印!字調整」グループを選択した場合 


セット ノ 7 ップ _ 

給紙 

標準ネットワーク 
レイアウト 


印字調整 



設を項目を表示する 


£P 宇調整 



階調姐理 
ドラフトモード 
卜 T— 濃)芸_ 


目的のグループが表示されます。 


[0 K ] を押す 

選択したグループの設定項目が表示されます。 
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メニュー操作の流れ 



































設を項目を選がする 


「階調処理」を選択した場合 


[▲] または [▼] を押す 

目的の設定項目が表示されます。 


[ 印字調整 1 

人 一 f 气一人し一人 \ 


■ 階調処理 1 


ドラフトモード 1 


トナー濃度 

J 



設を値を表示する 



[0 K ] を巧す 

選択した設定項目の設定値が表示されます。 



設を値を選択する 


「高階調」を選択した場合 


[▲] または [▼] を押す 

目的の設定値が表示されます。 



DI 選択した値を確定する 

高階調 

に設定しました。 


[0 K ] を巧す 


目的の設定値が設定されます。 

設定終了画面は、3お、間表示されます。表示砂数の 
変更は、セットアップメこユーの「設定完了通知」（一 
P .3-16) で行います。 



設をメニューから抜ける 


[オンライン]を巧す 


メニュー操作の流れ 
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( gZl ]*1 つ前の階層に戻るときや選択していた項目をキャンセルする場合は、[戻る]または 
[ィ]を押してください。 

• / ニュー操作中の画面で[オンライン]を押すと、選択していた項目をキャンセルし、 
オンラインまたはオフラインの状態に戻ります。 

•オフライン状態に切り替えることができるのは、印刷可能な状態（印刷巧ランプが点灯 
している状態）のときです。 

•設定項目によっては、プリンターの再起動後に設定が有効になるものもあります。 

•設定項目によっては、オプションのコントロール ROM やペーパーフィーダーなどを装 
着している場合のみ追加して表示され、選択できるよラになります。オプション エミュ 
レーションの専巧 セットアップ/ニューに ついては、オプションのコント□-ル ROM の 
取撒説明書を参照してください。 

• 「パネル設定初期化」はグループの下の階層がありません。初期化の操作ちまについて 
は、「セットアップ/ニューの初期化」 （^ P .2-5) を参照してください。 
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メニュー操作の流れ 





セツトアップメニューの初期化 


セットアップメニューの初期化の概要と操作手順について説明しています。 


.一の初期化の機能 


セットアップ メニ ューを初期化すると、共通セットアップ メニ ューや専用セットアップ メ 
ニューで 設定した内容を、工場出荷時の状態に戻すことができます。 


.一 初期化の操作の流れ 


巧期化は、セットアップメニューの「グループ」の階層で「パネル設定初期化」の項目を 
選択して行います。キー操作を1から順に行ってください。 





1 [セットアッ：/]を押します。 

2 [▼] で「パネル設定初期化」を選択し、 [0 K ] を押します。 


[ セットアップ 1 

LIPS LX 設定 ■ 

ESC/P 設定 

Imaqinq 設定 , 

1 

■ パネル設定あ]期化 1 

\\\ 


3 [▼] で「はい」を選択し、 [0 K ] を押します。 



初期化の実行中は、「初期化中です。」が表示されます。 
終了すると、「初期化終了しました。」が表示されます。 


重要 


•パネル設定初期化の実行時に、「初期化できませんでした。」と表示された場合は、初 
期化は行われていません。ジョブランプが点灯していないことを確認して、再度「パネ 
ル設定初期化」を行ってください。 

•初期化の実行中に電源をオフしないでください。プリンターの y モリーが故障すること 
があります。 


セツトアップメニューの初期化 
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•一部の設定項目は、初期化後に電源を入れなおすかハードリセツト操作を巧わないとち 
効になりません。 


メモ1 •操作の途中で[オンライン]を押すと、操作を中止します。ただし、ディスプレーに 
「初期化中です。」と表示されているときは、[オンライン]を押しても操作は中止で 
きません。 

•共通 セットアップ y ニューの 標準 ネッ ト ワークグループとユーザー/ ンテナンス グルー 
プの「印字位置調整」の項目は初期化されません。 


D メニュふ機 S 操作 
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セットアップメニユーの初期化 





共通セットアップ y ニユー 
の設を項目 


CHAPTER 


この章では、共通セツトアップメニューで設定できる項目の内容について説明しています。 


共通セットアップメニュー設定項目一覧 .3-3 

拡張機能グループの設定項目 .3-9 

ストプト .3-9 

エラースリープ .3-10 

スリープモード移行時間 .3-10 

タィ7-設定 .3-10 

胃胃処 S .3-12 

自動エラースキップ .3-13 

表巧言語 .3-13 

y + f -.3-13 

*錦^ .3-14 

0付/時刻設定 .3-14 

PDL 選択 ( PnP ).3-15 

胃職定 .3-15 

画面調整 .3-15 

アニメーシヨン表示 .3-16 

トナー残量アイコン表示 .3-16 
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共通セツトアップメニュー設を項目一覧 


■ 表の見かた 

• 「*」印が付いている項目や設定値は、オプション品の有無や他の設定項目の内容に 
よってま示されるときとま示されないときがあります。 

•太字で示されている設定値は、工場出荷時の値です。 


■ 化張機能グループ 


設定項目 

設定値 

参照ページ 

スリープモード 

ディーブス、）ーブ、 使わない、バネルオフ、使う 

P .3-9 

エラースりープ 

する、しない 

P .3-10 

スリープモード移行時間 

1分、5分、15分、％分、60分、180分 

P .3-10 

タイマー設巧 

ウェイクアップタイマー 

使わない、使う 

P .3-10 

ウェイクアップ時刻 

〇日:〇日〜 12:00 〜 23:59 

P .3-10 

スリープタイマー 

使わない、使う 

P .3-11 

スリープ時刻 

〇日:〇日〜 12:00 〜 23:59 

P .3-11 

ディープスリープ 
タイマー 

使わない、使う 

P .3-11 

ディープスリープ時刻 

〇日:〇日〜 12:00 〜 23:59 

P .3-12 

警告化理 

トナー交換予告：継続、停止 

P .3-12 

自動エラースキップ 

しない、する 

P .3-13 

表示言語 

日本語、 English 

P 3-13 

ブザー 

1回、連続、オフ 

P .3-13 

警告表示 

トナー交換予告：する、しない 
カセット用紙なし：する、しない 

P .3-14 

曰付/時刻設定 

日付： 2001/01/01〜2日89/12/引 
時刻： 00:00:00 — 23:59:5弓 

P .3-14 

PDL 選択 ( PnP ) 

LIPS LX . LIPS 4 

P .3-15 

管理設定 

セットアップキーの 
□ック 

しない、する 

P .3-15 

画面調整 

画面コントラスト 

-3 〜〇〜+3 

P .3-15 

バックライトの明るさ 

レベル3、オフ、レベル1、レベル2 

P .3-15 

アニメーシヨン表示 

する、しない 

P .3-16 
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設定項目 

設定値 

参照ページ 

トナー残量アイコン表示 

する、しない 

P .3-16 

設定完了通ミロ 

3秋しない、1秋2秒 

P .3-16 


■給紙グループ 


設定項目 

設定値 

参照ページ 

手差しトレイ用紙サイズ 

A 4、 A 4 R 、 B 4、 A 3、レター、レタ ー R 、 リーガル、 
レジャー、エグゼクティブ、フリー、ユーザー設定 
サイズ、ユーザー設定サイズ R 、 はがき、往復はが 
き、4面はがき、封筒角お2号、封筒長お3号、封 
筒洋形長3号、 A 5、 B 5 

P .3-17 

手差しトレイ優を 

しない、する 

P .3-18 

カセット N ( N =1、2、3、 4) 
用紙サイズ* 

ユーザー 設定サイズ、ユーザー設定サイズ R 、 フリー 

P .3-19 

デフオルト用紙サイズ 

A 4、 B 4、 A 3、レター、リーガル、レジャー、エグ 
ゼクティブ、はがき、往復はがき、4面はがき、封 
筒角お2号、封筒長お3号、封筒洋お長3号、 
A 5、 臣5 

P .3-19 

用紙不一致時トレイ 

使わない、使う 

P .3-20 

自動選択 

手差しトレイ：使ラ、使わない 
カセット1: 使ラ、使わない 
カセット 2* :使ラ、使わない 
カセット 3* :使ラ、使わない 
カセットが：使う、使わない 

P .3-20 

デフオルト用紙種類 

普通紙、普通紙し普通紙 H 、 厚紙し厚紙 H 、 OHP フィ 
ルム、はがき、封筒、ラベル巧紙 

P .3-21 

両面印刷* 

しない、する 

P .3-22 
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共通セットアップメニュー設定項目一覧 



















■標準ネットワークグループ* 


設定項目 

設定値 

参照 

ページ 

TCP/IP 設定 

IPv 4 設定 

IP モード： . 手動、 自動 

プ〇卜つル*: 

DHCP によるアドレス設定 . オフ、 オン 

BOOTP によるアドレス設定 . オフ、 オン 

RARP によるアドレス設定 . オフ、 オン 

IP アドレス設定： 

IP アドレス . 0.0.0.0 

サブネットマスク . 0.0.0.0 

ゲートウェイアドレス . 0.0.0.0 

IP アドレス範囲設定： 

受信/印 1 刷拒否 . しない、 する 

拒否アドレス設定* . 拒否 IP アドレス！〜 8 

受信/印 1 刷許可 . しない、 する 

許可アドレス設定* . 許可 IP アドレス！〜 8 

設定/参照拒否 しない、 する 

拒否アドレス設定* . 拒否 IP アドレス！〜 8 

設定/参照許可 しない、 する 

許可アドレス設定* . 許可 IP アドレス！〜 8 

DNS : 

プライマリー DNS サーバーアドレス ....... 0.0.0.0 

セカンダリー DNS サーバーアドレス ....... 0.0.0.0 

P .3-23 

IPv 6 設定 

IPv6 : 

オフ、 オン 

P .3-25 

WINS による名前が決 

オフ、 オン 

P .3-25 

ARP/PING 

オン、 オフ 

P .3-25 

FTP 

FTP 印刷： 

オフ、 オン 

FTP 設定： 

オフ、 オン 

P .3-25 

LPD 印刷 

オン、 オフ 

P .3-25 

RAW 印!刷 

オン、 オフ 

P .3-26 

BMLinkS 

使わない、 使う 

P .3-26 

IPP 巧刷 

オン、 オフ 

P .3-26 

WSD 

WSD 印刷： 

オン、 オフ 

WSD 参照*: 

オン、 オフ 
マルチキャスト探索： 

オン、 オフ 

P .3-26 

HTTP 

オン、 オフ 

P .3-26 

プロキシー設定 

プロキシー: オフ、 オン 
サーバーアドレス*:- 
ポート番号*: 〇〜 80 〜 99999 

同ードメイン*: プロキシーを使用しない、 プロキシーを使用 
プロキシー詔、証*: オフ、 オン 
ユー ザー名*:- 
パスワード*:- 

P .3-27 

SNTP 

オフ、 オン 

P .3-27 

探索応答 

オン、 オフ 

P .3-27 
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設定項目 

設定値 

参照 

ぺージ 

MAC アドレス設定* 

受信許可： 

しない、 する 

許巧アドレス設定*: 

許百！ M 冉 C アドレス 1 〜 50 

P .3-28 

AppleTalk 

オフ、オン 

P .3-28 

SNMPvl 

オン、オフ 

P .3-28 

SNMPv 3 設定 

SNMPv 3 : 

オフ、オン 
ユーザー設定1〜 5* : 

認証パスワード 
暗号化パスワード 

P .3-29 

起動待機時間 

〇〜30日秒 

P .3-29 

リモート川設定 

リモート UI : 

オン、オフ 

SSL * : 

オフ、オン 

P .3-3 日 

Ethernet ドライバー* 

自動検出： 

オン、オフ 
通信方式 
半二重、全二重 

Ethernet 種類*: 

10 Base - T 、 100 Base-TX 

P .3-3 日 

MAC アドレス 

(表示のみ） 

P .3-3 日 

ネットワーク設定初期化 

- 

P .3-31 


■ レイアウトグループ 


設定項目 

設定値 

参照ページ 

コピー枚致 

1〜9999 

P .3-32 

縦位置補正 

-5 日.日〜 0.0 〜5日。 ( mm ) 

P .3-32 

横位置補正 

-5 日.日〜 0.0 〜50.0 ( mm ) 

P .3-32 

とじち向 

長辺とじ、短辺とじ 

P .3-33 

とじしろ 

-5 日.日〜 0.0 〜50.0 ( mm ) 

P .3-34 

特巧両面処理* 

する、しなし、 

P .3-35 
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共通セットアップメニュー設定項目一覧 

























■ 印字調整グループ 


設定項目 

設定値 

参照ページ 

スーパー スム ーズ 

使う、使わない 

P .3-36 

階調処理 

標準、高階調 

P .3-36 

ドラフトモード 

使わない、使う 

P .3-36 

トナー濃度 

-3 〜〇〜+12 

P .3-37 

中間調選択 

テキスト：高铅像度、解像度、階調、色調 
グラフィックス：階調、色調、高辭像度、解像度 
イメージ：色調、高辭像度、解像度、階調 

93-37 

画質警告 

継続、停止 

P .3-38 


■ インターフェイスグループ 


設定項目 

設定値 

参照ページ 

インターフェイス選択 

USB :使う、使わない 

ネットワーク：使う、使わない 

P .3-39 

タイムアウト 

タイムアウト 

する、しない 

P .3-39 

タイムアウト時間* 

5〜15〜3日日秒 

P .3-40 

拡張カード* 

- 

P .3-40 

コネクション認識 

する、しない 

P .3-40 

拡張受信バッファー* 

使わない、使う 

P .3-40 


■ ュー ザーメンテナンス グルー プ 


設定項目 

設定値 

参照ページ 

印字位置調整 

縦位置補正（トレイ）： -5.0 〜 0.0 〜5.日 （ mm ) 

横位置補正（トレイ）： -2.59 〜 0.00 〜 2.59 ( mm ) 

縦位置補正（カセット 1) : -5.0 〜 0.0 〜5.日 ( mm ) 

横位置補正（カセット 1) : -2.59 〜0.00〜 2.59 ( mm ) 
縦位置補正（カセット 2) *:-5.0 〜 0.0 〜 5.0 ( mm ) 
横位置補正(カセット2)*:-2.5弓〜0.00〜 2.59( mm ) 
縦位置補正（カセット 3) *:-5.0 〜 0.0 〜5.日 ( mm ) 
横位置補正（カセット3ド:- 2.5 弓〜0.00〜 2.59( mm ) 
縦位置補正（カセット 4) *:-5 .日〜 0.0 〜5.0 ( mm ) 
横位置補正（カセット4)*: -2.59 〜0.00〜 2.59 ( mm ) 
縦位置補正禍面） * : -5 .日〜 0.0 〜5.日 ( mm ) 

横位置補正禍面） * : -2.59 〜0.00〜 2.59 ( mm ) 

P .3-41 

リカバリー巧刷 

する、しない 

P .3-42 

用が長さ巧認 

しない、する 

93-42 

用紙サイズ置換 

しない、する 

P .3-43 

特殊巧字モード A 

モード1、モード2、モード3、モード4 

93-43 

うねり特巧処理 

しない、する 

P .3-43 
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共通セツトアップメニュー設定項目一覧 
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ファームウエア更新 

USB 

- 

P .3-44 

標準ネットワーク 

- 

P 3-44 

ジョブー覧表示 

する、しなし、 

P .3-44 


■動作モードグループ 


設定項目 

設定値 

参照ページ 

動作モード選択 

自動選択、 UPS 、 N 201 \ ESC / P 、 15577*、 HP - G じ 
HP - GL /2*、 HEX - DUMP 、 LIPS-DUMP 

P .3-45 

自動切替 

UPS :使う、使わない 

N 201* :使う、使わない 

ESC/P :使う、使わない 

15577 * :使う、使わない 

HP - GL * :使う、使わない 

HP - GL /2* :使う、使わない 

P .3-49 

優先 エミユレーシヨン 

なし、 LIPS 、 N 201 \ ESC / P 、 15577*、 HP - GL *、 
HP - GL /2* 

P .3-49 
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共通セットアップメニュー設定項目一覧 















拡張機能グループの設を項目 


化張機能グ/レープでは、プリンター にェ ラーが発生したときの動作などに ついて 設定でき 
ます。 

スリープモード 


デイープスリープ、使わない、パネルオフ、使う 


スリープモードを使用するかどうかを設定します。 

スリープモードには3種類あり、本項目の設定によつて移行するスリープモー 
ドが変わります。 


本項目の設定 

移行巧能なスリープモード 

パネルオフ 

スリープモード1(バネルオフモード） 

使う 

スリープモード1(パネルオフモード） 

スリープモード2 (プリンタースリープモード） 

ディープスリープ 

スリープモード1(バネルオフモード） 

スリープモード2 (プリンタースリープモード） 

スリープモード3 (ディープスリープモード） 

使わない 

移行しません 


スリープモードになると、プリンターは消費電力の少ないスリープ状態になりま 
す。スリープモード中は、ディスプレーのま示が消え、巧のランプが点灯します。 


本項目の設定 

点灯するランプ 

スリープモード1 
(パネルオフモード） 

オンライン状態：印刷巧ランプと主電源ランプ 
オフライン状態：/ッセージランプと主電源ランプ 

スリープモード2 
(プリンタースリープモード） 

オンラインが態：印刷巧ランプと主電源ランプ 
オフラインが態：/ッセージランプと主電源ランプ 

スリープモード3 
(ディープスリープモード） 

主電源ランプ 


0" メモ I •スリープモードの詳細については、ユーザーズガイド「ち2章プリンターの設置」を参 
照してください。 

•プリン ターがエラー 状態（メ ッ セーブランプが点なまたはメ ッ セーブの数字部分が点滅 
状態）のときに、スリープモードに移行するかどうかを設定することができます。いエ 
ラー スリープ：夕項目） 


其通ちミニ f i 疋項目 


拡張機能グループの設定項目 
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エラー スリープ 


する、しない 


プリンターがエラー状態（メ ツセー ジランプが点打またはメ ツセー ジの数字部 
分が点滅状態）のときに、スリープモードに移行するかどうかを設定します。 
「する」に設定すると、プリンターがエラー状態のときでもスリープモードに移 
行します。 

「しない」に設定すると、プリンターがエラー状態の時はスリープモードに移行 
しません。 

スリープモード移巧時間 


1分、5分、15分、30分、60分、180分 


スリープモードに移行するまでの時間を設定します。 


メモ1 巧のような状態のときは、設定時間が経過してもスリープモードに移行しません。 

•プリンターにエラーが発を（メッセーブランプが点なまたはメッセージの数字部分が点 
滅）していて、「エラースリープ」（一前項目）を「しない」に設定している 
-プリンターの起動中 

タイマー設定 

■ ウェイクアップタイマー 


なわない、 使う 


スリープモード（パネルオフモード、プリンタースリープモード、デイープスリ ー 
プモード）を解除するウェイクアップ機能を使用するかどうかを設定します。 
「使う」に設定すると、「ウェイクアップ時刻」 （■» 々項目）で設定した時刻にスリー 
プモード（パネルオフモード、プリンタースリープモード、デイープスリープモー 
ド） を解除します。 

「使わない」に設定すると、ウェイクアップ機能を使用しません。 


@ メモ1 ウェイクアップ機能は、スリープモード（パネルオフモード、プリンタースリープモード、 
ディープスリープモード）をお除するためのものです。プリンターの電源げオフの場合、 
ウェイクアップ機能は動作しません。 

■ ウェイクアップ時刻 


00:00 ~ 12:00 ~ 23:59 


「ウェイクアップタイマー」前項目）を「使う」に設定したときに、本項目で 
設定した時刻になるとスリープモード（パネルオフモード、プリンタースリー 
プモード、ディープスリープモード）を解除します。 

毎日同じ時刻にプリンターのスリープモード（パネルオフモード、プリンター 
スリープモード、ディープスリープモード）を解除したい場合に便利です。 


拡張機能グループの設定項目 
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■スリープタイマー 

巧わない、使う 

「スリープ時刻」（今次項目）で設定した時間になったときに、スリープモードに 
移行するかどうかを設定します。 

「使う」に設定すると、「スリープ時刻」で設定した時刻にスリープモードに移 
行します。 

「使わない」に設定すると、「スリープ時刻」で設定した時刻になってもスリー 
プモードに移行しません。 

スリープモード中は、ディスプレーのま示が消え、夕のランプが点灯します。 


プリンターの巧 態 

点灯するランプ 

オンライン状態 

印!刷巧ランプ、主電源ランプ 

オフライン状態 

/ッセージランプ、主電源ランプ 


@メモ 1 •本プリンターのスリープモードには、スリープモード1(パネルオフモード）、スリープ 
モード2 (プリンタースリープモード）とスリープモード3 (ディープスリープモード） 
があります。スリープモードの詳細については、ユーザーズガイド「第2章プリンター 
の設置」を参照してください 

• 「スリープ時刻」で設定した時刻になっても、プリンターがブヨブ中の場合は、スリー 
プモードに移行しません。 

• プリンターがエラー状態のときに、スリープモードに移行するかどうかを設定すること 
がでをます。いエラースリープ： P .3-10) 

■スリープ時刻 


00:00 ~ 12:00 ~ 23:59 

「スリープタイマー」（含前項目）を「使う」に設定したときに、本項目で設定し 
た時刻になるとスリープモードに移行します。 

毎日同じ時刻にプリンターをスリープモードにしたい場合に便利です。 

■ ディープスリープタィマー 


巧わない、使う 


「ディープスリープ時刻」（一々項目）で設定した時間になったときに、スリー 
プモード3 (ディープスリープモード）に移行するかどうかを設定します。 

「使う」に設定すると、「ディープスリープ時刻」で設定した時刻にスリープモー 
ド 3 (ディープスリープモード）に移行します。 

「使わない」に設定すると、「ディープスリープ時刻」で設定した時刻になって 
もスリープモード3 (ディープスリープモード）に移行しません。 

スリープモード3 (ディープスリープモード）は、スリープモードの中で最も節 
電効まが高いモードです。 


メモ1 スリープモードの詳細については、ユーザーズガイド「第2章プリンターの設置」を参 
照してください。 


其通ちよ/ IV ミニ設定項目 
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■ ディープスリープ時刻 


00:00 ~ 12:00 ~ 23:59 


「ディープスリープタイマー」（一前項目）を「使う」に設定したときに、本項 
目で設定した時刻になるとスリープモード3 (ディープスリープモード）に移行 
します。 

毎日同じ時刻にプリンターをスリープモード3 (デイープスリープモード）にし 
たい場合に便利です。 


メモ1 スリープモードの詳細については、ユーザーズガイド「第2章プリンターの設置」を参 
照してください。 

警告処理 


トナー交換予告 . 継続、停止 


な下の警告メッセージがま示されたときに、 EP 刷を継続するか停止するかを設 
定します。 


警告メッセージ 

プリンターのげ態 

「16トナー交換準備（継続して印刷できます)」 

トナー残量が少なくなってきている 


「継続」に設定すると、上記のメッセージをま示しながら印刷を継続します。 
「停止」に設定すると、印刷を停止します。そのを、ま示されたメッセージにし 
たがって警告状態を解除すると、 EP 刷が再開されます。 


資~メモ I 本項目を「停止」にした場合、「16トナー交換準備（継続して巧刷できます)」は「トナー 
巧量を確認してください。」という表示に変わり印刷が停止します。 


其通七ツト「ィツプメニユふ設を項目 
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自動 エラー スキップ 


しない、する 


エラーが起きたときに、エラーを一時的に解除して EP 刷を続ける機能（エラー 
スキップ） を、 自動的に使うかどうかを設定します。 

「しない」に設定すると、[オンライン]を押して エラー スキップさせる必要が 
あります。 

「する」に設定すると、[オンライン]を押さなくても自動的にエラースキップ 
されます。 


好メモ1 •エラースキップとはあくまでエラーを一時的にち军除するものです。したがって、正しく 
EP 刷されないことがあります。 

•自動 エラー スキップで 一時 お除できる エラーの 種類については、 ユーザーズ ガイド「第6 
章困ったとをには」を参照してください。 

.本項目を「する」に設定すると、複数のエラーが発生している場合でも、自動エラース 
キップ可能なエラーはすべて自動的にエラースキップします。 

表示言語 


日本語 、 English 


ディスプレーにま示されるメッセージを日本語でま示するか、英語でま示する 
かを設定します。 


メモ I English 表示の場合のメニュールートマップはありません。 

ブザー 


1回、連続、オフ 


メニュー操作時や エラー 発生時に鳴るブザー音を設定します。 

「1回」に設定すると、ブザー音が1回だけ鳴ります。 

「連続」に設定すると、 エラー 発生時のみ連続してブザー音が鳴ります。 エラー 
を解除するか操作パネルのいずれかのキーを押す と ブザー音が止まり ます。 
「オフ」に設定するとブザー音は鳴りません。 


メモ1 エラーの種類によっては、ブザーが鳴っているときに[オンライン]を押すと、エラー 
をスキップして、オンライン状態に戻すことができます。 


其通ちよ/ IV ミニ f 8を項目 
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言ゴぶ' J 、 


トナー交換予告 . する、しない 

カセット用紙なし . する、しない 


印刷にを障はないが何らかの処置がぶ、要な状態のことを警告状態と呼びます。プ 
リンターがこの警告状態になると、ディスプレーにメッセージがま示されたり、 
ランプが点滅したりします。 

本項目では、次の警告状態のときにメッセージのま示やランプの点滅をさせる 
かどうかを設定します。 


本項目の設定 

巧態 

メッセージ/ランプ点滅 

トナー交換予告 

トナーカートリツジの交換時期 
が近づいたとき 

16トナー交換準備（継続して 
EP 刷できます） 

カセツト用紙なし 

給紙カセツトの用紙がなくなつ 
たとき 

用紙がなくなった給紙段の給紙 
元表示ランプ点滅 


メモ 1 本項目を「する」、「しない」のどちらに設定しても、印刷は行われます。 

曰付/時刻設定 


日付 . 2001/01/01 ~ 2089/12/31 

日寺亥 y . 00:00:00 ~ 23:59:59 


本プリンターには時計機能が内蔵されています。この時計はプリンターのメン 
テナンスや履歴の管巧に使用されます。日付や時間が合っていないときに、本 
項目で設定します。 


啄 メモ 1 • 日付と時刻は工場出荷時に合わせられています。 

•本プリンターに内蔵されている時計の精度は、月差±60秒です。定期的に本項目で時刻 
を合わせてください。 

• 日付と時刻は、操作バネルのが下のキーを使って入力します。 


.数字の増減 .[▲] [▼] 

• 設定窗所の移動 . [ィ] [►] 

•入力した日付または時間のミ央定 .[ OK ] 


•日付と時刻の変更を行わない場合は、[オンライン]を押します。 


其通七ツト「ィツプメニユふ設を項目 
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PDL 選択 ( PnP ) 


UPS LX 、 LIPS 4 


Windows 2000 / XP / Vista /7 /Server 2003 /Server 20 船をお使いの場合、プリンター 
とコンピューターを USB ケーブルでち続した際に、自動的に本プリンターのプ 
リンタードライノ く一がインストールされることがあります。 

このときにインストールされるプリンタードライバーの種類 （「 LIPSLX 」 か 
「 LIPS 4」） を本項目で選択できます。 


重要 


•手動でプリンタードライバーをインストールする場合は、必ず本項目の設定とインス 
トールするプリンタードライバーの種類を合わせてください。異なる種類のプリンター 
ドライバーは、使用できません。 

•本項目の設定を変更した場合は、設定を有効にするために、電源を入れなおすかハード 
リセット操作を行ってください。 


管理設定 


■セッ ト アッ プキー のロック 

しない、する 

「する」に設定すると、[セットアップ]が□ックされ、セットアップ メニュー 
を操作することができません。 

「しない」に設定すると、ロックしません。 

な句メモ I セツトアップキーをロックした場合の解除はリモート UI からしか巧えません。 

画面調整 


■ 画面コントラスト 


-3 〜〇〜+3 


ディスプレーのま示が見づらいときは、本項目と「バックライトの明るさ」（一 
次項目）で見やすいように調節してください。 

■バックライトの明るさ 


レベル3、オフ、レベル1、レベル2 


デイスプレーのま示が見づらいときは、本項目と「画面 コン トラスト」（一前項目） 
で見やすいよラに調節してください。 
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アニメーション表示 


する、しない 


紙づまりが発生したときやトナーカートリッジを交換するときに、ディスプレー 
にアニメー シヨンをま示するかどうかを設定します。 

トナー残量アイコン表示 


する、しない 


デイスプレーのち下にま示されるトナー残量アイコンをま示するかどうかを設 
定します。 

設定完了通卖口 


3巧、しない、1巧、2巧 


設定完了時にま示されるメッセージのま示秒数を設定します。 
「しない」に設定すると、設定完了 メッセージは表;されません。 


其通七ツト「ィツプメニユふ設を項目 
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給紙グループの設を項目 


給系圧グループでは、手差しトレイや給を圧カセツトから印刷するときの用紙サイズなどにつ 
いて設定できます。 

手差しトレイ用紙サイズ 


A 4、 A 4 R 、 B 4、 A 3、 レタ ー 、レタ ー R 、 リーガル、レジャー、エグゼクテイ义フリー、 
ユーザー設をサイズ、ユーザー設をサイズ R 、 はがを、往復はがを、4面はがを、 
お筒ちお2号、お筒長お3号、お筒洋お長3号、 A 5、 B 5 


手差しトレイにセットした用を圧のサイズを設定します。 


重要 


•手差しトレイにセットする用紙を頻繁に変更する場合は、「手差しトレイ巧紙サイズ」 
を「フリー」に設定すると便利です。「手差しトレイ巧紙サイズ」を「フリー」に設定 
すると、セットする用紙サイズを変更するたびに設定を変更する必要がありません。た 
だし、「フリー」に設定する場合は、次のことに気をつけてください。 


•セツトした巧紙とプリンタードライバーの巧紙サイズの設定が合っていることを確認し 
てください。異なっている場合は、「巧紙長さ確認」い P .3-42) の設定によって、次 
のように動作します。 


「用紙長さ確認」の設定値 

プりン ターの 動作 

しない（工場出荷時） 

用紙サイズの設定が異なっていてもメッセージは表示 
されずに、現在セットされている巧紙で印刷します。 

する 

「用紙サイズを確認してください。」の y ッセージが表 
示されて印刷が中断されます。[オンライン]を押して、 
印刷を継続することもできますが、正しく印刷されな 
かったり、紙づまりが発生することがあります。 


UPS LX プリンタードライバーからユーザー設定用紙を印刷する場合、蹤置き、横置き 
にセットすることが巧能ですが、長辺が 312. Omm が下のユーザー設定用紙をセットす 
る場合は、横置きにセットしてください。また 、 UPS LX プリンタードライバーから巧 
刷しない場合は、縦置きにセツトしてください。 


メモ1 • 「ユーザー設定サイズ」、「ユーザー設定サイズ R 」 は、アプリケーションソフトなどで 
定形权外のサイズを独自に設定して印刷したいときに選択します。印刷中に用紙サイズ 
交換を要求する/ッセージが表示される場合は、[オンライン]を押してエラーを解除 
して印刷してください。 

•封筒角お2号、封筒長お3号、封筒洋お長3号に対応していますが、種類によっては印刷 
できないものもあります。また、有効印字領域は、上下左ちの巧紙端から 10 mm 巧側ま 
でとなります。封筒に巧刷した場合、郵便番号欄の文字がかけて印刷される場合があり 
ます。このような場合は、 UPS プリンタードライバーの[仕上げ詳細]ダイアログボッ 
クスで[印字領域を広げて印刷する]にチェックマークを付けることで、文字が欠けず 
に印刷することができます。 
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• 「往復はがき」の有効印字領域は、往復はがきをにげた状態で、上下左右の用紙端から 
5 mm 巧側までとなります。山 PS プリンタードライバーの[仕上げ詳細]で「印字領域 
を広げて印刷する」にチ X ックした場合は、ち効印字領域を用紙の端近くまで広げるこ 
とができます。詳しくは、プリンタードライバーのヘルプを参照してください。） 

•給紙選択メニューの「手差しトレイ巧紙サイズ」でも同様の設定ができますい P .7-13) 。 

手差しトレイ優先 


しない、する 


給紙選択メニューで自動給紙が設定されている場合に、プリンターが手差し卜 
レイから順に給お元を検巧するかどうかを設定します。 

「しない」に設定すると、受信データの用を圧サイズに合致するかどうかの検巧は 
巧の順序で行われます。 

カセット1ぅカセット 2* 今カセットで今カセットが手差しトレイ 

「する」に設定すると、受信データの用を圧サイズに合致するかどうかの検巧は、 
手差しトレイから次の順序で行われます。 

手差しトレイぅカセット ！■> カセット 2*4 カセット 3*"^ カセットが 

* :オプションのぺーバーフイーダーが装着されている場合にのみ表示されます。 


メモ1 • 「巧紙不一致時トレイ」い P .3-20) が「使う」に設定されてぃる場合は、本項目の設定 
は無視され、給紙カセットから検巧を行ぃます。給紙元の巧をとなってぃる給紙カセッ 
卜に受信したデータの用紙がセットされてぃなぃ場合は、手差しトレイから給紙しま 
す。 

•自動給紙は、給紙選択メニューの「給紙モード」い P .7-12) で設定します。 

•本項目は、給紙選択メニューの「給紙モード」が「自動」に設定されてぃる場合にのみ 
有効です。 

.本項目を「する」に設定しても、手差しトレイの用紙サイズと受信データの用紙サイズ 
が異なるときは、手差しトレイからは給紙されません。ただし、「巧紙不一致時トレ 
イ」い P .3-20) が「使う」に設定されてぃる場合で、給紙元の対象となってぃる給紙力 
セットに受信したデータの巧紙がセットされてぃなぃときは、手差しトレイの用紙交換 
メッセーブが表示されます。 

•受信データによっては、受信データと同じ用紙サイズの給紙カセットの給紙元表示ラン 
プが点灯してぃるときに、本項目が「する」に設定されてぃても手差しトレイから給紙 
されずに給紙カセットから給紙される場合があります。 


其通七ツト「ィツプメニユふ設を項目 
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カセット N ( N =1、2、3、 4) 用紙サイズ 


ユーザー設まサイズ、ユーザー設定サイズ R 、 フリー 


* 「カセット1用紙サイズ」は、用紙サイズ登録ダイヤルが 「 Custom 」 に設定されている場合のみ表示 
されます。 

* 「カセット2用紙サイズ」、「カセット3巧紙サイズ」、「カセット4用紙サイズ」は、オプションの 
ペーパーフィーダーが装着されていて、用紙サイズ登録ダイヤルが 「 Custom 」 に設定されている場 
合のみ表ルされます。 

給系圧カセット（カセットし2、3、 4) にセットした用を圧サイズを設定します。 


重要 


•カセットにセットするユーザー設定用紙の向きを頻繁に変更する場合は、「カセット 
N (N = し2、3、 4) 用紙サイズ」を「フリー」に設定すると便利です。「カセット N 
( N = l 、 2、3、 4) 用紙サイズ」を「フリー」に設定すると、セットする用紙サイズを 
変更するたびに設定を変更するが要がありません。ただし、「フリー」に設定する場合 
は、巧のことに気をつけてください。 


•セットした用紙とプリンタードライバーの巧紙サイズの設定が合っていることを確認し 
てください。異なっている場合は、「巧紙長さ確認」（非.3-42)の設定によって、み 
のように動作します。 


「用紙長さ確認」の設定値 

プリンターの動作 

しない（工場出お時） 

巧紙サイズの設定が異なっていても y ッセージは表示 
されずに、現在セットされている巧紙で印刷します。 

する 

「用紙サイズを確認してください。」のメッセージが表 
示されて印刷が中断されます。[オンライン]を押して、 
印刷を継続することもできますが、正しく印刷されな 
かったり、紙づまりが発生することがあります。 


UPS LX プリンタードライバーからユーザー設定用紙を印刷する場合、縦置き、横置き 
にセットすることが可能ですが、長辺が297.0 mm な下のユーザー設定用紙をセットす 
る場合は、横置きにセットしてください。また 、 UPS LX プリンタードライバーから巧 
刷しない場合は、縦置きにセットしてください。 


メモ1 • 「ユーザー設定サイズ」、「ユーザー設定サイズ R 」 は、アプリケーションソフトなどで 
定巧な外のサイズを独自に設定して巧刷したいときに選択します。印刷中に用紙サイズ 
交換を要巧するメッセージが表示される場合は、[オンライン]を押してエラーをお除 
してが刷してください。 

•給紙選択メニューの「カセット N ( N =1、 2、3、 4) 用紙サイズ」でも同様の設定ができ 
ますい P .7-13) 。 

デフオルト用紙サイズ 


A 4、 B 4、 A 3、レター、 りーガル、 レジャー、エグゼクティブ、はがを、往復はがを、 
4面はがを、封筒角お2号、お筒長お3号、お筒洋お長3号、 A 5、 B 5 

Windows や Macintosh から印刷する場合は、プリンタードライバーで用紙サイ 
ズを設定するため、本項目の設定は必要ありません。 

プリンタードライバーで用を圧サイズを設定できない、 MS - DOS や UN IX などから 
印!刷する場合は、本項目で設定してください。 
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用紙不一致時トレイ 


巧わない、使う 


給系圧元の巧をとなっている給おカセットに受信したデータの用紙がセットされ 
ていない場合の動作を設定します。 

「使わない」に設定すると、給紙カセットの用紙交換メッセージがま示され、巧 
刷が中断します。 

「使う」に設定すると、手差しトレイから給を圧します。手差しトレイにセットさ 
れている用紙が、受信データと異なる場合は、手差しトレイの用紙交換メッセー 
ジがま示され、 EP 刷が中断します。また、手差しトレイに用紙がセットされて 
いないときや用おがなくなったときは、手差しトレイの用紙なしメッセージが 
ま示され、印刷が中断します。 


メモ I 本項目を「使う」に設定すると、「手差しトレイ優先」（非 3-18) 、「自動選択」 W .3-20) の「手 
差しトレイ」の設定は無視され、給紙元の巧をとなっている給紙カセツトに受信したデー 
夕の巧紙がセツトされていない場合は、手差しトレイから給紙します。 

自動選択 


手差しトレイ . 巧ラ、使ねなし、 

カセット1 . 巧う、使わない 

カセット 2*. 巧う、使わない 

カセットが . 巧う、使わない 

カセットが . 巧う、使わない 

* オプションのペーバーフイーダーが装着されている場合にのみ表示されます。 

自動給を圧が設定されている場合に、自動給を圧の対象となる給を圧元を設定します。 
手差しトレイ、給紙カセットのそれぞれについて設定します。 

「使う」に設定すると、それぞれの給を圧元を自動給紙の巧をとします。「使わない」 
に設定すると、それぞれの給を圧元を自動給おのがをとしません。 


扬~メモ1 • 「巧紙不一致時トレイ」い P .3-20) が「使う」に設定されている場合は、本項目の「手 
差しトレイ」の設定は無視され、給紙元の巧をとなっている給紙カセットに受信した 
データの用紙がセットされていない場合は、手差しトレイから給紙します。 

•自動給紙は、給紙選択メニューの「給紙モード」 （4 P .7-12) で設定します。 


其通七ツト「ィツプメニユふ設を項目 
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デフオルト用紙種類 


まほ組、普通紙し普通紙 H 、 厚紙し厚紙 H 、 OHP フィルム、はがを、お筒、 
ラベル用紙 


Windows や Macintosh から巧刷する場合は、プリンタードライパーで用を圧の種 
類を設定するため、本項目の設定は必要ありません。 

プリンタードライバーで用を圧の種類を設定できない、 MS - DOS や UNIX などから 
印!刷する場合は、本項目で設定してください。 

各印刷モードは、次のような用を圧に対応しています。 

. 「普通紙」 ：普通お （60 〜105 g / m 勺 

•「普通系圧 U :「普通系圧」に設定して EP 刷した結果、用紙の力ールが目立 

つときは、「普通を圧 U に設定してください。 

•「普通紙 H 」 :「普通を圧」に設定して印刷した結ま、定着性をより改善し 

たいときは、「普通を圧 H 」 に設定してください。 

. r 厚を圧 U :厚紙 （106 〜 199 g / m 勺 

•「厚紙… :「厚系圧 U に設定して EP 刷した結ま、定着性をより改善し 

たいときは、「厚紙…に設定してくださし、。 


- 「0 HP フイルム」： 0 HP フイルム 

-「はがき」 ：郵便はがき、郵便往復はがき、郵便4面はがき、キヤノン 

推奨4面はがき 

• 「封筒」 ：封筒 

-「ラベル用を圧」：ラベル用を圧 


重要 


•「0 HP フィルム」、「はがき」、「封筒」、「ラベル用紙」に設定した場合、両面 E 口刷 
は行えません。 

.本プリンターは、はがき、往復はがき、4面はがきサイズの普通紙（抓〜 105 g / m うと厚 
紙 （106 〜 199 g / m 勺やキヤノン推奨4面はぜきにが刷することができます。はがき、往 
復はがき、4面はがきサイズの普通紙 （60 〜 105 g / m 2 ) に EP 刷する場合は、「普通紙」を 
選択し厚紙 （106 〜 199 g / m 2 ) に印刷する場合は、「厚紙 L 」 を選択します。 
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両面印刷 

しない、する 

•本項目は、オプションの両面ユニットを装着している場合にのみ表示されます。 

用紙の片面に印刷するか両面に印刷するかを設定します。 

「する」に設定すると、用紙の而面に巧刷します。 


重要 


通常、 Windows や Macintosh から巧刷する場合は、プリンタードライバーで両面巧刷を 
設定します。 MS - DOS や UNIX などを 0 S とするコンピューターから巧刷する場合で、両 
面印刷が設定できないときは、本項目で設定してください。 


メモ I - A ]、 B 4、 A 4、 B 5、 A 5、 レジャー （11 X 17) 、リーガル、レター、エグゼクティブサイ 
ズおよび乂下のサイズのユーザー設定巧紙の普通紙と重さ106〜 120 g / m 2 の厚紙に自動両 
面印刷できます。詳しくはユーザーズガイド「第4章給紙•排紙のしかた」を参照して 
ください。 

• 縦置きの場合：幅210.日〜297.0 mm 、 長さ210.0〜431.8 mm 

.横置きの場合 （LIPS LX プリンタードライバー使巧時のみ）：幅210.0〜297.0 mm 、 長さ 
148.0〜 297. Omm 

• □ゴ入りの用紙などに自動両面巧刷するときは、次のように用紙をセットしてくださ 
い。 

-給紙カセットから印刷するときは、]ぺージ目の印刷面を上にしてセットします。 
•手差しトレイから印刷するときは、]ぺージ目の印刷面を下にしてセットします。 

•給紙選択/ニューの「両面印刷」でも同様の設定ができます（今 P .7-13) 
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標準ネットワークグループの設を項目 


* 標準ネットワークグループは、「インターフェイス選択」（一 P .3-39) の「ネットワーク」の項目が「使う」に設 
定されている場合にのみ表示されます。 

TCP/IP 設定 

■ IPv 4 設定 


IPt-K . 

プロトコル*1: 

DHCP によるアドレス設定 . 

BOOTP によるアドレス設定; . 

RARP によるアドレス設定 . 

IP アドレス設定： 

IP アドレス . 

サブネットマスク . 

ゲートウェイアドレス . 

IP アドレス範囲設を： 

受信/印刷拒否 . 

拒否アドレス設定*2 . 

..... 手動、自動 

..... オフ、オン 
..... オフ、オン 
..... オフ、オン 

••…0.0.0.0 
••…0.0.0.0 
••…0.0.0.0 

..... しない、する 
..... 拒否…アドレス！ 

〜8 

受信/ EP 刷許巧 . 

許可アドレス設を*2 . 

..... しない、する 
..... 許巧 IP アドレス1 

〜8 

設巧/参照拒否 . 

拒否アドレス設を*2 . 

..... しない、する 
..... 拒否 IP アドレス1 

〜8 

設ま/参照許巧 . 

許巧アドレス設定*2 . 

..... しない、する 
..... 許巧 IP アドレス1 

〜8 

DNS : 

プライマリー DNS サーバーアドレス 
セカンダリー DNS サーバーアドレス 

••…0.0.0.0 
••…0.0.0.0 



r プロトコル」は、 rip モード」が「自動」に設定されている場合にのみ表示されます。 


「拒否アドレス設定」、「許可アドレス設定」は、「受信/印刷拒否」、「受信/印刷許巧」、 
「設定/参照拒否」、「設定/参照許可」が「する」に設定されている場合にのみ表示されます。 


本プリンターに内蔵されているプリントサーパ'-の TCP / IP 設定を行います。 


設定項目 

設を内容 

IP モード 

IP アドレスの設定ちまを選択します。 

- DHCP、BO 饥 P、RARP のいずれかを使用して IP アドレスを設 
定する場合は、「自動」を選択します。 

-プリンターに直接! P アドレスを割り当てる場合は、「手動」を 
選択します。 

プロトコル 

rip モード」を「自動」に設定した場合、どのプロトコルを使用 
するかを選択します。 「DHCP によるアドレス設定」、 「BOOTP に 
よるアドレス設定」、 「RARP によるアドレス設定」をそれぞれ「才 
ン」（使用する）か「オフ」（使用しない）に設定します。 


其通ちミニ f 8を項目 
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設定項目 

設定内容 

IP アドレス設定 

「 IP アドレス」、「サブネットマスク」、「ゲートウェイアドレス」 
を設定します。アドレスの入力ち法は、表の下にある「アドレス 
の入力方法」を参照してください。 

IP アドレス節囲設定 

印!刷や設定でをるユーザーを IP アドレスによって制限します。 

. 特定のユーザーからの印刷を拒否するには、「受信/印!刷拒否」 
を「する」に設定して、拒否するアドレスを「拒否アドレス設 
定」で設定します。 

. 特定のユーザーからの印刷を許可するには、「受信/巧刷許可」 
を「する」に設定して、許可するアドレスを「許可アドレス設 
定」で設定します。 

. 特定のユーザーからの設定を拒否するには、「設定/参照ち否」 
を「する」に設定して、拒否するアドレスを「拒否アドレス設 
定」で設定します。 

. 特定のユーザーからの設定を許可するには、「設定/参照許可」 
を「する」に設定して、許可するアドレスを「許可アドレス設 
定」で設定します。 

「拒否アドレス設定」と「許巧アドレス設定」は、巧の手順で入 

力します。（ここでは、「拒否アドレス設定」の手順で説明します。 

「許可アドレス設定」も手順は同様です。） 

①「拒否アドレス設定」を選択して、 [0 口を押します。 

@「拒否 IP アドレス1開始」を選択して、 [0 K ] を巧します。 

④拒否する IP アドレスを入力して、にのを押します。アドレ 
スの入力方法は、表の下にある「アドレスの入力ち法」を参 
照してください。 

④ 「拒否 IP アドレス1終わり」に IP アドレスを入力すると、「拒 
否 IP アドレス1開始」からけ巨否 IP アドレス！終わり」ま 
での IP アドレスげ拒否されます。例えば、な下の設定の場合、 
n 92.168 .0.200 J から「192.168.0.211」までの12個の IP アド 
レスが拒否されます。 

-「拒否 IP アドレス1開始」に「192.168.0.200」を入力 
-「拒否 IP アドレス1終わり」に「192.168.0.211」を入力 

⑤ 続けて拒否する IP アドレスを入力する場合は、「拒否 IP アド 
レス2開始」に IP アドレスを入力します。最大8個まで入力 
でさます。 

DNS 

DNS の「プライマリーアドレス」、「セカンダリーアドレス」を設 
定しまず。アドレスの入力ち法は、表の下にある「アドレスの入 
力ち法」を参照してください。 

* [ DNS ホスト名]、 [ DNS ドメインを]、 [ DNS の動的更新]の設 
定は、リモート UI から行ってください。いネットワークガイド） 


「アドレスの入力方法」 

1. [◄] または [►] を押して、入力したいアドレスの各フイールド（ピリオド 
で区切られた3巧分の領域）にカーソルを移動します（フイールド内の数値 
が点滅し、数値を入力できるようになります)。 

2. 数値を入力します （[▲] を押すと数値が増え、 [▼] を押すと数値が減少しま 
す)。 

3. すべてのフイールドの数値を入力したら、 [0 K ] を押して確定します。 


重要 


本項目の設定を変更した場合は、設定を有効にするために、電源を入れなおすかハード 
リセット操作を行ってください。 
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メモ 1 本項目は、巧のすべての条件を満たしている場合にのみ表示されます。 

. 「インターフェイス選択」の「ネットワーク」の項目が「使う」に設定されている 
-[優先ネットワーク設定]の項目が[標準ネットワーク]に設定されている 
[優先ネットワーク設定]の設定は、リモートでの[化張カード]ペーブまたは、操作 
パネルの「拡張力ード」レ P .3-40) で行います。 

■ IPv 6 設定 


IPv 6. オフ、オン 


IPv 6 を使用する場合、「オン」に設定します。 

IPv 6 のアドレス設定は、リモート UI から行ってくださし、。 

■ WINS による名前解み 


オフ、オン 


WINS によるを前解決を行う場合、「オン」に設定します。 


@ メモ 1 巧の設定は、リモート UI から行ってくださぃ。いネットワークガイド) 
• [ WINS サーバーアドレス] 

-[スコープの] 

■ ARP/PING 


オン、オフ 


ARP / PING 機能を使用する場合、「オン」に設定します。 

■ FTP 


FTP 印刷 . オフ、オン 

FTP 設定 . オフ、オン 


FTP 印刷を使用する場合、 「 FTP 巧刷」を「オン」に設定します。 

FTP クライアントによる設定を行う場合、 「 FTP 設定」を「オン」に設定します。 


@ メモ I [ FTP 印!刷ユーザー名 ]、 [FTP EP 刷パスワード]の設定は、リモート UI から行ってくださ 
し、。〇ネットワークガイド） 

■ LPD 印!刷 


オン、オフ 


LPD EP 刷を使用する場合、「オン」に設定します。 


メモ1 [ LPD バナーペーブの印刷]の設定は、リモート UI から行ってください。（ぅネットワー 
ク ガイド） 


其通ちミニ f 8を項目 
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■ RAW 印!刷 

オン、オフ 

RAW 巧刷を使用する場合、「オン」に設定します。 

メモ I [双ち向]の設定は、リモート UI から行ってください。（ぅネットワークガイド） 

■ BMLinkS 

巧わない、使う 

BMLinkS を使用する場合、「使う」に設定します。 

メモ I [ BMLinkS ] の設定は、リモート UI から行ってくださし、。〇ユーザーズガイド） 

■ IPP 印刷 

オン、オフ 

IPP 巧刷を使用する場合、「オン」に設定します。 

メモ I [1 PP 認証、 [IPP ユーザーる]、 [ IPP パスワード]の設定は、リモート UI から行ってくださし、。 
〇ネツトワークガイド） 

■ WSD 


WSD 印刷 . オン、オフ 

WSD 参照*1 . オン、オフ 

マルチキヤスト探索 . オン、オフ 


*' rwsD 参照」は rwsDEp 刷」が「オフ」に設定されている場合にのみ表示されます。 

W 犯印刷を使用する場合、 「W 犯印刷」を「オン」に設定し、次の設定を行います。 
• W 犯を使用してプリンターの情報取得を行う場合は、 rwsD 参照」を「オン」 
に設定します。 「W 犯巧用 y 」 を「オン」に設定すると、 「WSD 参照」はま示さ 
れません。 （ 「WSD 参照」は、「オン」に固定されます。） 

•マルチキャストによる検索要求に応答する場合は、「マルチキャスト探索」を 
「オン」に設定します。 

■ HTTP 


オン、オフ 


H 打 P 機能を使用する場合、「オン」に設定します。 

「オフ」に設定すると、リモート UI や IPP 巧刷が使用できなくなります。 


其通七ツト「ィツプメニユふ設を項目 
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■ プロキシー設定 


プロキシー . オフ、オン 

サー/\'-アドレス *1. - 

ポー トき 号*1 . 0 ~80~ 99999 

同ードメイン *1. プロキシーを 使用 しない、プロキシーを使用 

プロキシー認1正*1 . オフ、 オン 

ュー ザーが . - 

パスワード *2. - 


*1 「プロキシー」が「オン」に設定されている場合にのみ表示されます。 

* 2 「プロキシー認証」が「オン」に設定されている場合にのみま示されます。 

プロキシー機能を使用する場合、「プ□キシー」を「オン」に設定します。 

「サーパーアドレス」に、プ□キシー機能で使用するプ□キシーサーパーのアド 
レスを入力します。 

「ポート番号」に、プ□キシー機能で使用するプ□キシーサーバーのポート番号 
を入力します。「0」〜 r 99999 J の間で設定できます。 

同ードメインにもプロキシー機能を使用するときは、「同ードメイン」を「プロ 
キシーを使用」に設定します。 

プロキシー認証機能を使用するときは、「プロキシー認証」を「オン」に設定し 
ます。 

「ユーザー名」：プ□キシー認証で使用するユーザー名を入力します。24文字ま 
での半を英数字を入力できます。 

「パスワード」：プ□キシー認証で使用するパスワードを入力します。24文字ま 
での半を英数字を入力できます。 

■ SNTP 


オフ、オン 


SNTP クライアント機能を使用して時刻情報を得る場合、「オン」に設定します。 


メモ I [ NTP サーバーる]、[ポーリング間隔]の設定は、リモート UI から行ってくださし、。（うネッ 
トワークガイド） 

■探索応答 


オン、オフ 


マルチキャストを使用した探索に応答するように設定する場合、「オン」に設定 
します。 


@ メモ] [スコープ名]の設定は、リモート UI から行ってください。 （•> ネットワークガイド) 


其通ちミニ f 8を項目 
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■ MAC アドレス設定 


受信許可：しない、する 

許巧アドレス設定:*1:許巧 MAC アドレス1〜50 

*' 「許可アドレス設を」は「受信許可」が「する」に設定されている場合にのみ表示されます。 

特定の MAC アドレスを持つユーヴーからのみアクセスを許可します。 r 受信許可」 
を「する」に設定して、許巧するアドレスを「許可アドレス設定」で設定します。 
①「許可アドレス設定」を選択して、 [ OK ] を押します。 

③ 「許可 MAC アドレス1」を選択して、 [ OK ] を押します。 

⑤許可する MAC アドレスを入力して、 [ OK ] を押します。 

④ 続けて許可する MAC アドレスを入力する場合は、「許可 MAC アドレス2」に MAC 
アドレスを入力します。最大50個まで入力できます。 

AppleTalk 

オフ、オン 

AppleTalk を使用するかどうかを設定します。 


メモ I AppleTalk についての詳細は、ネットワークガイド/本編「第5章 AppleTalk ネットワー 
クで使用するには ( Macintosh )」 を参照してください。 

SNMPvl 

オン、オフ 

SNMPvl プロトコルを使用するかどうかを設定します。 

SNMPvl についての詳細は、ネットワークガイド/本編「第2章ネットワーク 
の共通設定」を参照してください。 


重夏 


本項目の設定を変更した場合は、設定を有効にするために、電源を入れなおすかハード 
リセット操作を行ってください D 
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SNMPv3 設定 


SNMPv 3. 

ューザー設定 1 〜 5*1 
認証パスワード 
暗号化パスワード 


..オフ、オン 


「ユーザー設定 1' 
す。 


'5」は、 rSNMPv 3 j の項目が「オン」に設定されている場合にのみ表示されま 


SNMPV 3 プロトコルに関する設定をします。 

SNMPvS プ□トコルで使用するユーザー情報（認証パスワードと暗号化パスワー 
ド）を設定•変更する場合は、次の操作を行います。 

1. [▲]、 [▼] で「ユーザー設定 N 」（ N = ]〜5)を選択したあと、 [0 K ] を押します。 

2. ユーザーを*を確認して、防 K ] を押します。 

*「 initial 」（ エ塌出荷値)、またはリモート UI で設定したユーザー名が表示されます。 

[▲]、[▼]で「認証パスワード」または「暗号化パスワード」を選択したあと、 [0 K ] 


3. 


4. 


を押します。 

パスワードを入力して、 [0 K ] を押します。 

入力ち法： 

-[▲]、 [▼] を押して、6〜16文字のパスワードを入力する 

-[◄]、 [►] を押して、入力したい各フィールドにカーソルを移動する（カーソル 
が点滅し、入力できるようになります)。 

-[給紙選択]を押すと、カーソルの位置に文字（スペース）が挿入されます。 

-[ジョブ確認/中止]を押すと、カーソルの位置の文字が削除されます。 


本項目の設定を変更した場合は、設定を有効にするために、電源を入れなおす 
かハードリセツト操作を行ってください。 


扬メモ1 

起動待機時間 


SNMPV 3 についての詳細は、ネットワークガイド/本編「第2章ネットワークの共通設定」 
を参照してください。 


〇〜300秒 


電源をオンにしてから、プ□トコルが起動するまでの時間を設定します。 


屏メモ 1 起動待機時間についての詳細は、ネットワークガイド/本編「第2章ネットワークの共 
通設定」を参照してください。 


標準ネットワークグループの設定項目 3-29 


其通セットアップメニユ I の設を項目 













リモート Ul 設定 


リモート ui . オン、オフ 

SSL*i . オフ、オン 


*1「 SSL 」 は、「リモート UI 設定」の「リモート UI 」 の項目が「オン」に設定されている場合にのみ表 
示されます。 

リモート UI を使用するかどうかを設定します。 

また、リモート UI の通信に SSL を使用するかどうかも設定します。 


メモ1 SSL についての詳細は、ネットワークガイド/本編「第2章ネットワークの共通設定」 
を参照してください。 

Ethernet ドライバー 


自動検出 . オン、オフ 

通信ち式*1 . 半二重、全二重 

Ethernet 種類 * i . 10 Base - T 、 100 Base-TX 


*1 「通信ろ式」および 「 Etheme 循類」は、「自動検出」の項目が「オフ」 に 設定され ている 場合に 
のみ表示されます。 

Ethernet ドライバーの設定を行います。 


メモ1 -Eth 針 net ドライバーについての詳細は、ネットワークガイド/本編「第2章ネットワーク 
の共通設定」を参照してください。 

.本項目は、[優先ネットワーク設定]の項目が[標準ネットワーク]に設定されてい 
る場合にのみ表 TT ； されます。[優先ネットワーク設赶の設定は、リモート U ! の[拡張 
カード]ページまたは、操作パネルの「拡張カード」（う P .3-4 日）で行います。 

MAC アドレス 


(表示のみ) 


本プリンターの MAC アドレスをま示します。 


其通七ツト「ィツプメニユふ設を項目 


3-30 標準ネットワークグループの設定項目 


















ネットワーク設定初期化 


巧期化を行うと、標準ネットワークの設定内容を工場出荷時の状態に戻すこと 
がでをます。 

ネットワークの初期化は次の手順で行います。 

1. [セットアップ]を押します。 

2. [▲] または [▼] で「標準ネットワーク」を選択し、に K ] を押します。 

3. 「設定変更はみ回主電源オン時にち効になります。 0 K キーを巧してこの画面を閉じて 
ください。」と表示されますので、 [0 K ] を押します。 

4. [▲] または [▼] で「ネットワーク設定巧期化」を選択し、に K ] を押します。 

t 「実行しますか？」と表示されますので、 [▼] で「はい」を選択し、 [0 K ] を押すと、 
初期化が行われます。 

* に K ] を押さずに[オンライン]を巧すと、初期化を行わずに通常の印刷ができる状 
態に戻ります。 


其通ちよ/ IV ミニ fG 設ま項目 


標準ネットワークグループの設定項目 3-31 





横位置補正で調整した範囲 

ろ^ る 


襄 



細/横位置 
補正で調整 


レイアウトグループでは、印字の位置の調整や、とじしろ用の余白の設定など、印刷する 
ときの体裁に関わる条件について設定できます。 

コピー枚数 

1 ~ 9999 

印!刷の部数を設定します。 

設定値で指定した部数だけ巧用にれます。 

縦位置補正/横位置補正 

-50.0 ~ 0.0 ~ 50.0 ( mm ) 

設定値で指定した値だけ、印字位置を縦ち向または横ち向にずらして調整しま 
す。 

設定値の増減につれて、 EP 字位置は夕のようになります。 

縦位置補正：設定値が増えると用紙の Y ち向の余白が広くなります。 

設定値が減ると用紙の Y 方向の余白が狭くなります。 

横位置補正：設定値が増えると用紙の X ち向の余白が広くなります。 

設定値が減ると用紙の X ち向の余白が狭くなります。 


印!字位置を調整した結果、 EP 字データが有効印字領域をはみ出る場合は、その部分がか 
けて印字されます。 


@ メモ 1 [▲] を巧すたびに設定値が 0.5 mm ずつ増え、 [▼] を押すたびに設定値が 0.5 mm ずつ 
減ります。また、 [▲] あるいは [▼] から指を離さずに押し続けていると、加減速度 
占'く速くなります。 



X「+は向 

づ^ 


ル/ん 

.... 

/ノノ/！/ノノ/ノノ//ノ. 

! 

ABC 


レイアウトグループの設を項目 


- 元の余白部分 


「+」畜 


Y 

「縦位置補正 j で 
調整した範囲 


其通セツトアツプメニユ-の雲項目 


3-32 レイアウトグループの設定項目 







































とじ方向 

長辺とじ、巧辺とじ 

とじる位置を、用紙の長い辺（長手）にするか短い辺（短手）にするかを設定 
します。両面印刷をしてとじるときには、ま面と裏面とで、とじしろの位置も 
自動的に調整します。 

とじしろ用の余白の幅や、上/下/左/ちとじのいずれにするのかは、「とじし 
ろ」（ぅ P .3-34) で設定します。 

「長辺とじ」に設定すると、とじる位置を用を圧の長い辺にします。 

用紙を縦にして両面が刷する場合用紙を横にして両面印刷する場合 


「短辺とじ」に設定すると、とじる位置を用を圧の短い辺にします。 
用紙を縦にして両面巧刷する場合用紙を横にして両面 E 口刷する場合 


@ メモ1 本項目だけを設定してもとじしろをあけることはできません。「とじしろ」と組み合わせ 
て設定することによつて、とじしろをあけることができます。 


ま 裏 



ま 裏 


とじしろ 



ABC 


DEF 



とじしろ 


ま 裏 



ま 裏 


とじしろ 


DEF 

ABC 




とじしろ 


其通ちミニ f 8を項目 


レイアウトグループの設定項目 3-33 



















とじしろ 


-50.0 ~ 0.0 ~ 50.0 ( mm ) 


とじしろ用の余白をあけて巧刷するときの、余白の幅を設定します。設定した 
値だけ画像をずらして余白を作ります。「+」の値で画像を+方向にずらし、「一」 
の値で画像を一ち向にずらします。 



用紙の長短どちらの辺にとじしろをあけるのかは「とじち向」（斗. 3-33) で設定 
します。用紙の上下左右のどの辺にとじしろをあけるかは、「とじ方向」の設定 
と本項目の設定を「+」にするか「一」にするかの組み合わせにより決まります。 


重要 


とじしろを設定した結果、印字データが有効印字領域をはみ出る場合は、その部分が欠 
けて印字されます。 


扬~メモ1 • [▲] を押すたびに設定値が 0.5 mm ずつ増え、 [▼] を押すたびに設定値が 0.5 mm ずつ 
減ります。また、 [▲] あるいは [▼] から指を離さずに押し続けていると、加減速度 
が速くなります。 

• 「縦位置補正」、「横位置補正」と本項目を同時に設定した場合は、「縦位置補正」、 
「横位置補正」の処理が行われたあとで本項目の処理が巧われます。 


3-34 レイアウトグループの設定項目 








































目紙を横に使ってとじしろ 3 
ろけてが刷したいとを 


表 


裏 

(両面印刷時) 



とじ方向：長辺とじ 
とじしろ：「+」方向 


とじ方向：長辺とじ 
とじしろ：「一」方向 


とじ方向：短辺とじ 
とじしろ：「+」方向 


とじ方向：短辺とじ 
とじしろ：「一」方向 


用紙を縦に使ってとじしろを 
あけて印刷したいとを 

佩面印刷喷 





1 ABC 


DEF 1 







ABC ! 


1 DEF 





ABC 


DEF 




ABC 


DEF 


参とじち向ととじしろの設定 

下図の仕上りイメージを参考にして、とじち向ととじしろを設定してくださ 

し、。 


用索圧を縦に使って巧刷するか、横に使って印刷するかは、アプリケーシヨン 
ソフトなどで設定します。 


特殊両面処理 


する、 しない 


本項目を「する」に設定すると、而面印刷ジョブの最後のページが片面の場合、 
最後のページを片面 EP 刷で処理します。（通常の而面印刷時よりも速く EP 刷する 
ことがでをます。） 

ただし、パンチおやプレプリント紙（あらかじめ EP 刷している撇に両面印刷す 
る場合、最後のページの向きやま裏が他のページと異なることがあります。そ 
のときは「しない」に設定してください。 


本項目を「する」に設定すると、巧の場合も片面印刷で処理します。 

•裏面（偶数ページ）が白紙ページの場合 

-裏面（偶数ページ）が両面印刷できないページ（両面印刷できない巧紙サイズなど）の 
場合 
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巧を調整グループの設を項目 

EP 字調整グループでは、トナー濃度や中間調の設定など、巧刷の品質について設定できます。 

スーパー スム ーズ 
巧ラ、使わない 

文字や図巧のギザギザの輪郭をなめらかに印刷する スムー ジング処理を使うか 
どうかを設定します。 

「使う」に設定すると、スムージング処理を使って印刷します。 

「使わない」に設定すると、スムージング処理を使わずに巧刷します。 


メモ I •スーバースムーブングの効まは、文字やグラフィック（図■表■グラフなど）のパター 
ンによって異なります。 

• 「階調処理」い P .3-3 货の項目が「高階調」に設定されてぃるときは、本項目の設定は 
無視され、「使わない」に設定した場合と同様に処理されます。 

階調処理 


巧準、高階調 


印刷するときの、データの階調処理のち法を設定します。 

「標準」は、比較的を定した画質を得られるため、一般的な文書やまを印刷する 
場合に向いています。 

「高階調」は、写真やグラデーションなどの複雑な階調を持つデータを印刷する 
のに向いており、「標準」に設定した場合よりもきめ細かな階調ま現が巧能です。 

ドラフトモード 


巧わない、使う 


ドラフトモードはテスト印刷をするために使用します。 


琢メモ1 本項目を「使う」に設定すると、印！刷結果が薄くなり、不鮮明になることがあります。また、 
ごく淡いグレーの階調部分などは逆に濃くなることがあります。 


其通七ツト「ィツプメニユふ設を項目 


3-36 印字調整グループの設定項目 














トナ-濃度 


-3 〜〇〜+12 


印刷するときの印字濃度を調整します。設定値が大きくなるほど、印字濃度が 
濃くなります。 

中間調選が 


テキスト . 高胤ま度、解像度、階調、色調 

グラフィックス . 階調、色調、高解像度、解像度 

イメージ . 色調、高解像度、解像度、階調 


印刷時の中間調のま現ち法を設定します。 

「テキスト」、「グラフィックス」、「イメージ」といったデータの種類ごとに設定 
することがでさます。 

「色調」は、明暗のコントラストを効かせ、を定した質感とメリハリのある階調 
で印刷を行うことができます。写真画像などのイメージデータを印刷するのに 
適しています。 

「階調」は、滑らかな階調と輪郭の品位を両立した巧刷を行うことができます。 
グラデーションを使用した図巧やグラフなどを巧刷するのに適しています。 

「解像度」は、テキストデータ等の輪郭がはっきりと見えるような精細な印刷を 
行うことができます。文字や細い線のデータなどを印刷するのに適しています。 
「高解像度」は、「解像度」よりも高精細な EP 刷を行うことができますが、質感の 
を定性は若干劣ります。文字や細い線のデータ、 CAD データなどの輪郭をシャー 
プに EP 刷するのに適しています。 


@ メモ] UPS ん UPS LX では選択された中間調によって階調特性が異なります。 


其通ちよ/ IV ミニ fQ 設を項目 


印字調整グループの設定項目 3-37 












画質警告 

お続、停止 


赃理にお要なメモリーが不足したときに、自動的に画質を落として EP 刷を継続 
するか、な下の エラー メ ッ セージをま示させて停止するかを設定します。 


エラーメッセージ 

設定内容 

「指定したお像度で 
は巧刷できません。」 

大量のデータや複雑なデータを受信すると、処理に必要な/モリー 
が不足して、画質を自動的に落として印刷することがあります。 
そのときに、エラーメッセージを表示するかどうかを設定します。 


「継続」に設定すると、メッセージをま示せずに、自動的に画質を落として印刷 
します。 

「停止」に設定すると、メッセージをま示して印刷を停止します。その場合、[才 
ンライン]を押すと、画質を落として印刷を再開します。 


@ メモ I 本項目を「停止」に設定して、「指定したお像度では E 口刷できません。」というメッセー 
ジが頻繁に表示される場合はな下の巧処を行ってください。 

1. 「階調処理」の項目が「高階調」に設定されている場合は、「標勒に設定する。ただ 
し、この場合は、階調を落として巧刷します。 

2. 1の対処を行ってもメッセージが表示される場合や、階調を落とさずに印刷したい場 
合は、オプションのあおメモリー ( RAM ) を増設する。 


其通七ツト「ィツプメニユふ設を項目 


3-38 印字調整グループの設定項目 










インターフェイスグループの設を項目 


インターフェイスグループでは、コンピューターと接続するときの方法や、データをやり 
とりするときの取り決めについて設定できます。 

インターフェイスグループは、設定項目によってコンピューターの側のユーティリティー 
ソフトから行えない場合があります。 このような設定項目は、プリンターの操作パネルで 
設定してください。 

インターフェイス選択 


USB . 巧う、使わない 

ネットフーク . 巧ラ、使わなし、 


コンピューターなどとの通信に使用するインターフェイスの種類について設定 
します。 


それぞれのインターフェイスにがして「使う」、「使わない」の設定ができます。 

複数のインターフェイスを「使う」に設定しても、先に受信したインターフェ 
イスに自動的に切り替えるので、種類の異なるインターフェイスに同時にを続 
しているときでも、そのつどプリンター側で設定を変更するぶ、要はありません。 


重要 


本項目の設定を変更した場合は、設定を有効にするために、電源を入れなおすか A — ド 
リセット操作を巧ってください。 


タイムアウト 


■ タイムアウト 


する、しない 


動作モード自動切り替えを設定している場合、プリンターは、データを受信す 
るとコント□—ルコマンドを認識して、動作モードを切り替えて巧刷を開始し、 
データの終了を認識すると動作モードを終了します。この処理を「ジョブ」と 
いいます。 

プリンター側ではジョブが終了しないと、次に違う種類のコント□ールコマン 
ドのデータがきても動作モード自動切り替えができません。このような場合に 
本項目でタイマーを設定しておくと、データが入力されなくなってから設定時 
間が経過したときに自動的にジョブを終了することができます （ LIPS/LIPS LX プ 
リンタードライバーからの印刷データは終了できません)。 

また、アプリケーションソフトから排を圧コマンドが送られてこないために、プリ 
ンター内にデータが残ったままの状態のときも、本項目を設定しておくと、自 
動的に排を圧することができます。 


インターフェイスグループの設ま項目 3-39 












「しない」に設定した場合は自動ジョブ終了の機能を使いません。 


重要 


自動ブヨブ終了を設定した場合、コンピューター側の処理に時間がかかると、データの 
途中でブヨブが終了して正しい印刷結果が得与れないことがあります。その場合は、「夕 
イムアウト時間」 （4 夕項目）の設定を調節してください。 


防メモ 1 • ジョブ中は操作バネルのブョブランプが点なまたは点滅します。 
• オフライン状態のときは、自動ブヨブ終了は行われません。 


■ タイムアウト時間 

5〜15〜300お' 

* 本項目は、「タイムアウト」の項目が「する」に設定されている場合にのみ表示されます。 

「タイムアウト」（今前項目）を「する」に設定した場合のタイムアウト時間を設 
定します。 

拡張カード 


プリンターの化張ボードスロットに装着したインターフェイスボードの設定で 
す。インターフェイスボードを装着したときのみ設定項目がま示されます。詳 
細についてはインターフェイスボードに付属の取あ説明書を参照してください。 

コネクション認請！ 


する、しない 


r 標準ネットワーク」を使用して EP 刷した場合に、正しい EP 刷結まが得られない 
こと（文字化けやオーバーレイプリントが正しくできないなど）があります。そ 
のような場合に、本項目を「しない」に設定してくださし、。 


重要 


本項目の設定を変更した場合は、設定を有タカにするために、電源を入れなおすかハード 
リセット操作を行ってください。 


拡張受信バッファー 


巧わない、使う 


»オプションの RAM が装着されている場合にのみ表示されます。 

「使う」に設定すると、プリンターのデータを受け取る受信ノくッファーのメモリー 
容量を増やします。コンピューターから大量のデータや複雑なデータを送ると 
きに、コンピューターの開放時間を早めることができます。 


重要 


本項目の設定を変更した場合は、設定を有効にするために、電源を入れなおすかハード 
リセット操作を行ってください。 


3-40 


インターフェイスグループの設定項目 
















ユーザー メンテナンスグループの設を項目 


ユーザーメンテナンスグループでは、トラブル発生時のプリンターの調整について設定で 
きます。 


印字位置調整 


縦位置補正（トレイ） . 

横位置補正（トレイ） . 

縦位置補正（カセット 1)..... 
横位置補正（カセット 1)..... 
縦位置巧正（カセット 2) *1 
横位置抽 I 正（カセット 2) *1 
縦位置補正（カセット 3) 

横位置補正（カセット 3) *1 
縦位置補正（カセット 4) A 1 
横位置抽 I 正（カセット 4) *1 

縦位置補正师風* 2 . 

横位置補正师面* 2 . 


.-5.0〜 0.0 〜 5.0 ( mm ) 
.-2.59〜0.00〜2.59 ( mm ) 
.-5.0〜 0.0 〜 5.0 ( mm ) 
.-2.59 ~ 0.00〜 2.59 ( mm ) 
.-5.0〜 0.0 〜 5.0 ( mm ) 
.-2.59 ~ 0.00〜 2.59 ( mm ) 
.-5.0〜 0.0 〜 5.0 ( mm ) 
.-2.59〜0.00〜2.59 ( mm ) 
.-5.0 ~ 0.0 ~ 5.0 ( mm ) 
.-2.59〜0.00〜2.59 ( mm ) 
.-5.0〜 0.0 〜 5.0 ( mm ) 
.-2.59〜0.00〜2.59 ( mm ) 


* 1オプションのぺーバーフイーダーが装着されている場合にのみ表示されます。 

*2 r 縦位置補正（両面）」、「横位置巧正（両面）」は、オプションの両面ユニットが装着されてい 
る場合にのみ表可^されます。 

指定した給紙元からの印字位置を設定します。設定値で指定した値だけ、縦方 
向または横ち向にずらして調整します。 

設定値は mm でまされており、 [▲] または [▼] を押して調整することがで 
きます。 

印字位置の調整を行わない場合は、「0.0」または「0.00」に設定します。 

「縦位置補正（両面)」、「横位置補正（両面)」は、両面 EP 刷時の1ページ目の巧 
字位置を設定します。而面印刷時の2ページ目はそれぞれの給を圧元の設定にし 
たがいます。 


重要 


印!字位置を調整した結果、巧字データが有効印字領域をはみ出る場合は、その部分がか 
けて巧宇されます。 


メモ1 •ユーティリティー y ニューの「印字位置調整プりント」 OP .7-8) で設定した印!字位置 
を確認することができます。 

•印!字位置調整の操作につぃては、ユーザーズガイド「第5章日常の/ンテナンス」を参 
照してくださぃ。 

•両面巧刷時の2面目の画像の向きは、巧刷する用紙の向きや「とじ方向」い P .3-33) の 
設定によって変わりますので、印字位置の調整をするときは気を付けてください。 
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リカバリー印刷 


する、しない 


おづまりが起きた場合やエラーが発生して巧刷が中断した場合、一部分でも巧 
字されたページを印刷するかどうかを設定します。 

「する」に設定すると、紙づまりが起きたページやエラーが起きたページから巧 
刷しなおします。 

「しない」に設定すると、を圧づまりやエラーが起きたときに、一部分でも印字さ 
れたページは EP 刷を行わず、巧のペー ジ'から 印刷を行います。 

両面印刷の場合は、1面目の一部分でも印字されていたときは、2面目のページ 
も印刷を行いません。次のページの1面目から印刷されます。 

用紙長さ確認 


しない、する 


「手差しトレイ用を圧サイズ」、「カセット1用紙サイズ」、「カセット2用を圧サイズ」、 
「カセット3用紙サイズ」、「カセット4用紙サイ刃を「フリー」に設定した場合に、 
「用を圧サイズを確認してください。」をま示させて印刷を中断するか、そのまま 
印刷するかを設定します。 

「しない」に設定すると、アプリケーションソフトで指定した用を圧サイズと実際 
に手差しトレイや給紙カセットにセットされた用を圧サイズが異なる場合でも、 
チェックを行わずに印刷します。ただし、巧刷速度がほ下することがあります。 
また、アプリケーションソフトで指定した用紙サイズの大きさで印刷されるの 
で、手差しトレイや給紙カセットにセットされた用紙がアプリケーションソフ 
卜で指定した用紙サイズと異なる場合は、余白があいたり、画像の一部がかけ 
たりすることがあります。 

「する」に設定すると、アプリケーンョンソフトで指定した用を圧サイズと実際に 
手差しトレイや給おカセットにセットされた用紙サイズが異なる場合、「用を圧サ 
イズを確認してください。」がま示されて、印刷が中断されることがあります。 
エラー となった用を圧は自動的に排紙されます。また、[オンライン]を押して、 
印刷を継続することもできます。ただし、正しく印刷されなかったり、を圧づま 
りが発生することがあります。 


重要 


自動両面巧刷時には、本項目の設定に関わらず、おず「用紙サイズを確認してください。」 
が表示されて、巧刷が中断されます。 
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用紙サイズ置換 

しない、する 


印刷する用を圧サイズがプリンターにセツトされていないときに 、'灰のサイズの 
用系圧に置き換えて印刷します。 


E 口刷する用紙 

レター 

A 4 

レジャー （11 X 17) 
A 3 


プリンタードライバーの設ま 

今 A 4 

ぅ レター 

ぅ A 3 

う レジャー （11 X 17) 


「する」に設定すると、用紙サイズの置き換えを行います。 

「しない」に設定すると、用紙サイズの置き換えを行わずにエラーメッセージが 
ま示され、巧刷は停止します。 


メモ I 「する」に設定している場合でも、巧刷する用紙サイズが巧紙なしのときは、用紙サイズ 
の置を換えを行いません。 

特巧印字モード A 

モード1、モード2、モード3、モード4 

用系圧の種類や使用環境によっては、印刷した用紙にすじ状の巧れが付着するこ 
とがあります。 

この場合、本項目を「モード 2」 に設定してください。 

「モード 2」 に設定しても問題が解決しない場合は、「モード 3」 に設定してくだ 
さい。 

「モード 3」 に設定しても問題が解決しない場合は、「モード 4」 に設定してくだ 
さい。 


重要 


•用紙の種類や使用環境を変えることで設定値を「モード1」に戻しても、印刷した用紙に 
すじがの'舌れが付着しなくなることがあります。 

その場合、設定値を「モード1」にしてご使用ください。 

• 「モード2」、「モード3」、「モード4」に設定すると、すじ状のミちれは軽減されます 
が、「モード1」に比ぺ印刷濃度が薄くなります。 

また、輪郭がはっきりしなくなったり、粗さが多少目なつことがあります。 


うねり特巧処理 


しない、する 


用系圧の種類によっては、しわがよることがあります。本項目を「する」に設定 
すると、この問題を改善できる場合があります。 


重要 


本項目は通常「しない」に設定してご使用ください。上記の問題が発生したときのみ、「す 
る」に設定してください。 
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ファームウェア更新 


■ USB 


本項目は、プリンターのファームウエ 了を I くージヨンアツプする必要があると 
きにのみ実行します。 

■標準ネットワーク 


本項目は、プリンターのファームウエアをパージョンアップする必要があると 
きにのみ実行します。 

ジョブー覧表示 


する、しない 


操作パネルの[ジョブ確認/中止]を押したときに、ジョブー覧画面をま示する 
かしないかを設定します。 

「する」に設定すると、[ジョブ確認/中山を押したときに、な下の画面がま示 
されます。 

[▲]、[▼]でキャンセルするジョブを選択できます。 


ジョブ確認/中止 


liuserl sample J.pdf 


2:user2 sample_ 2 .pdf 


「しない」に設定すると、[ジョブ確認/中止]を押したときに、な下の画面がま 
示されます。 

[0 K ] を押すと、先頭のジョブ（ジョブー覧画面の一番上のジョブ）をキャンセ 
ルします。 


中止しますか？ 


0 K キ ー: はし、 
戻る/左 キー：し、 いえ 


其通七ツト「ィツプメニユふ設を項目 
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動作 モー ドグループの設を項目 


動作モードグループでは、エミュレーシヨンの固定や優先などプリンターの動作モードに 
ついて設定できます。 


動作モード選択 


自動還が、 LIPS 、 N 201*、 ESC / P 、 15577*、 HP - GL *、 HP-GL 口*、 HEX - DUMP 、 
LIPS-DUMP 


* 「の日1」、「15577」、 「 HP - GU 、 「 HP - 日 L /2」 は、オプションのコントロール ROM が装着されて 
いる場合にのみ表示されます。 

動作モード選択では、本プリンターが動作するモードを設定することができま 
す。コンピューターから送信されたデータによって自動的に動作モードを切り 
替えるか、 UPS 、 ESC / P の各モードやオプ ショ ンの エミュレーショ ンモード（ N 20 し 
15577、 HP - G し HP - GL /2) に動作モードを固定して本プリンターを使用するかを 
設定でをます。 

また、データを文きや図巧に変換せずに、16進コードで印刷する 「 HEX - DUMP 」 
や、 UPS のコント□—ルコマンドの状態で印刷する 「 LIPS - DUMP 」 で印刷する 
こともできます。 


@ メモ I 「 UPS 」、「 LIPS - DUMP 」 は、コントロールコマンドで UPS 11 +、 UPS 111 、 UPS IV を使用して 
いるときのみ有巧になります。 

「自動選択」：（自動切り替えモード） 


コンピューターから送信されたデータが、 UPS コマンド、 ESC / P エミュレーショ 
ンコマンド、オプションのエミュレーションコマンドのいずれを使用している 
のかを自動的に判別して、動作モードを切り替えます。アプリケーションソフ 
卜から印刷する場合、通常はこのモードでお使いください。 

工場出荷時は、「自動選択」が設定されています。 


重要 


オプションのコントロール ROM を装着している場合は、オプションの エミユ レーション 
モードも含めて自動切り替えが行えます。 


メモ1 工場出荷時のが態では、オプションのエミユレーションモードも含めてすぺてのモード 
を対象に自動切り替えを行いますが、自動切り替えの対象となるモードを限定すること 
もできます。詳しくは、「自動切替」（今 P .3-49) を参照してください。 
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「 LIPS 」 ： (LIPS モード） 

動作モードを UPS モードに固定します。 

アプリケーションソフトが使用するコントロールコマンドが UPS に限られる場 
合や、自動切り替えでうまく UPS モードに切り替わらない場合にこのモードに 
します。 

「 N 201」：( N 201エミュレーションモード） 

動作モードを N 201エミュレーションモードに固定します。オプションのコント 
□—ル ROM を装着している場合のみま示されます。 

アプリケーションソフトが使用するコント□—ルコマンドが N 201に限られる場 
合や、自動切り替えでうまく N 201エミュレーションモードに切り替わらない場 
合にこのモードにします。 

「 ESC / P 」 ： ( ESC / P エミュレーションモード） 

動作モードを ESC/P エミュレーショ ンモードに固定します。 

アプリケーションソフトが使用するコント□—ルコマンドが ESC / P に限られる 
場合や、自動切り替えでうまく ESC / P エミュレーションモードに切り替わらな 
い場合にこのモードにします。 

「15577」：(15577エミュレーションモード） 

動作モードを15577エミュレーションモードに固定します。オプションのコント 
□—ル ROM を装着している場合のみま示されます。 

アプリケーションソフトが使用するコント□—ルコマンドが15577に限られる場 
合や、自動切り替えでうまく 15577エミュレーションモードに切り替わらない場 
合にこのモードにします。 

「 HP - GL 」 ： （ HP - GL エミュレーションモード） 

動作モードを HP - GL エミュレーションモードに固定します。オプションのコン 
卜□—ル ROM を装着している場合のみま示されます。 

アプリケーションソフトが使用するコント□-ルコマンドが HP - GL に限られる 
場合や、自動切り替えでうまく HP - GL エミュレーションモードに切り替わらな 
い場合にこのモードにします。 

「 HP - GL /2」 ： ( HP - GL /2 エミュレーションモード） 

動作モードを HP - GL /2 エミュレーションモードに固定します。 

アプリケーンョンソフトが使用するコント□—ルコマンドが HP - GL /2 に限られ 
る場合や、自動切り替えでうまく HP - GL /2 エミュレーションモードに切り替わ 
らない場合にこのモードにします。 


其通七ツト「ィツプメニユふ設を項目 
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「 HEX - DUMP 」 ：（へキサダンプモード） 

コンピューターから送信されたデータを図巧や文字に変換せずに16進コードで 
印!刷します。コンピューターからの出力内容を検証する場合などにこのモード 
にします。 

へキサダンプリストの見かたについては、「へキサダンプリスト」（う P .8-14) を 
参照してください。 


「 LIPS - DUMP 」 ： (LIPS ダンプモード) 


コンピューターから送信されたデータを図巧や文字に変換せずに UPS のコント 
□—ルコマンドの巧式で巧刷します。コンピューターからの出力内容を検証す 
る場合などにこのモードにします。 

UPS ダンプリストの見かたについては、 「 LIPS ダンプリスト」（斗. 8-15) を参照 
してください。 


動作モードグループの設定項目 3-47 



UPS モード I 


N 201モード 

(オプション） 


ESC / P モード 


15577モード 

(オプション） 


HP - GL モード 

(オプション） 


HP - GL /2 モード 

(オプション） 


♦動作モードの自動切り替えについて 

アプリケーションソフトのプリンター選択画面で、常に特定のプリンター名 
しか選択しない（特定のコントロールコマンドしか使わない）場合な外は、 
動作モードは自動切り替えに設定しておくと便利です。 

自動切り替えに設定した場合は、受信したデータの順にコントロールコマン 
ドの種類を認識して自動的に動作モードを切り替えて印刷します。 

自動切り替えで正しく動作モードを切り替えたいときは、セットアップメ 
ニ ューのインターフェイスグループの「タイムアウト」 OP .3-39)、 「タイム 
アウト時間」（一 P .3-40) を設定しておく必要があります。ジョブタイムアウ 
卜は、データが入力されなくなってから一定時間な上たつと、それまで動作 
していた動作モードを終了し、巧の動作モードに切り替われる状態にする機 
能です。工場出荷時は、データが入力されなくなってから15巧たつと、動作 
モードを終了するように設定されています。 

また、本プリンターにはインターフェイスの種類を自動的に切り替える機能 
もあります。インターフェイスの自動切り替えと動作モードの自動切り替え 
を同時に設定している場合は、巧の順番で切り替えます。 

①インターフェイスを切り替える 

データを先に受信したインターフェイスに自動的に切り替えます。 

③動作モードを切り替える 

受信したデータのコントロールコマンドの種類を識別して、動作モードを 


動作モード自動切替 


自動的に切り替えます。 



インターフェイス自動切替 




= USB 



標準 

ネットワーク 




先にデータを 
受信したイン 
ターフェイスレ 
切り替える 



n ントロ[ルコマンド 

の種類を識別 
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自動切替 


LIPS . 巧ラ、使わない 

N 201* . 巧う、使わない 

ESC/P . 巧う、使わない 

15577* . 巧う、使わない 

HP - GL *. 巧う、使わない 

HP - GL /2*. 巧う、使わない 


* 「の日1」、「15577」、 「HP-GL」 、 「HP- 日 L/2」 は、オプションのコントロール ROM が装着されて 
いる場合にのみ表示されます。 

動作モード自動切り替えが設定されている場合の、自動切り替えの巧まとなる 
動作モードを設定します 。 UPS エミュレーション、 ESC/P エミュレーション、才 
プションのエミュレーションの各モードについて設定します。 

「使う」に設定すると、そのモードを自動切り替えの巧象とします。「使わない」 
に設定すると、そのモードを自動切り替えのがまとしません。 


好メモ 1 •動作モード自動切り替えは、「動作モード選択」（非. 3-45) で設定します。 

.本項目で、すべてのモードを自動切り替えの対象としない設定にしたときに、動作モー 
ド自動切り替えが設定された場合は、「優先エミュレーシヨン」（斗. 3-49) で設定され 
たモードで動作します。 

優先エミユレーシヨン 


なし、 UPS 、 N 201*、 ESC / P 、 15577*、 HP - GL *、 HP - GL /2* 


* 「の01」、「15577」、 「HP-GU 、 「HP- 日 L/2」 は、オプションのコントロール ROM が装着されて 

いる場合にのみ表示されます。 

動作モードの自動切り替えを設定した状態で、本プリンターがコント□—ルコ 
マンドを識別できなかった場合に、優先的に切り替える「優先エミユレーション」 
を設定しておくことができます。 

「なし」に設定すると、優先エミユレーションを設定しません。コント□-ルコ 
マンドを識別できなかった場合は、本プリンターが自動的に動作モードをミ夫定 
します。 


其通ちミニ f 8を項目 
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LIPS 専用セッ トアップタ 
ニユー の設を項目 


CHAPTER 


この章では、 LIPS モードに固ちの LIPS 専用セットアップメニューで設をでをる内容につ 
いて説明しています。 LIPS き用セットアップメニューの設をは、コント ロール コマンドで 
LIPS \\\ UPS 111 、 LIPS IV を使用しているときのみち効な 「 LIPS 4 設を」と 、 UPS LX を使用 
しているとをのみち効な 「UPS LX 設を」があります。 


UPS 専用セットアップメニュー設定項目一覧 .4-2 

UPS 4 設定メニューの設定項目 .4-4 

拡大/縮小 .4-4 

複数ぺージで口刷 .4-4 

複数ぺージ余白 .4-6 

ぺーブの向き .4-7 

オーバーレイ1/オーバーレイ2 .4-8 

スタートアップマクロ .4-9 

漢字 =1- f .4-9 

文字サイズ .4-11 

漢字書体 .4-11 

ANK 書体 .4-11 

漢字グラフイックセット .4-12 

行数 .4-12 

巧数 .4-12 

自動改ぺーブ .4-13 

g 動改 ; T .4-13 

CR 機能 .4-13 

LF 機能 .4-13 

網かけが像度 .4-14 

ジョブタイムアウト .4-14 

e 紙節約 .4-14 

UPS LX 設定メニューの設定項目 .4-15 

e 紙節約 .4-15 
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LIPS 専用セツトアップメニュー設を項目一覧 


■ 表の見かた 

太字で示されている設定値は、工場出荷時の値です。 

■ UPS 4 設を 


設定項目 

設定値 

参照ページ 

拡大/縮小 

しない、 今 八 3、今 B 4、 今 A 4、 今 目 5、 今 A 5、 今は がき、 今往 
復はがき、 今4 面はがき、^リーガル、^レター 

P .4-4 

複数ページ印刷 

しなぃ、2ページ（左)、2ページ（ち)、4ページ（横一左)、 

4ページ（横一右)、4ページ（縦一左)、4ページ（縦一ち） 

P .4-4 

複数ページま白 

パターン1、パターン2 

P .4-6 

ぺージの向を 

縦、横 

P .4-7 

才ーバーレイ1/2 

オーバーレイ ]/ 2設定：しない、する 
才ーバーレイ ] / 2番号*: 〇〜32767 

P .4-8 

スタートアップマクロ 

日〜 30 〜 32767 

P .4-9 

漢字コード 

JIS 、 シフト JIS、EUC DEC 

P .4 -弓 

文字サイズ 

10ポイント、12ポイント、8ポイント 

P .4-11 

漢字書体 

明朝、ゴシック 

P 4-11 

ANK 書体 

明朝、ゴシック、ラインプリンター 

P .4-11 

漢字グラフィックセット 

JIS 90、 JIS 78 

P .4-12 

行数 

行数選択： 6 lpi 、8 lpi 、 任意設定 
任意設定値*:10〜99 

P .4-12 

巧数 

巧数選択：自動、 lOcpi 、12 cpi . IScpis 任意設定 
任意設定値*:10〜200 

P .4-12 

自動改ページ 

する、しなぃ 

P .4-13 

自動改行 

する、しなぃ 

P .4-13 

CR 機能 

CR のみ、 CR+LF 

P .4-13 

LF 機能 

LF のみ、 LF+CR 

P .4-13 

網かけ铅像度 

クイック、ファイン 

P .4-14 

ジョブタイムアウト 

しない、する 

P .4-14 

白紙節約 

する、しなぃ 

P .4-14 
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LIPS 専用セットアップメニユー設定項目一覧 



























■ LIPS LX 設定 


設定項目 

設定値 

参照ページ 

白紙節約 

する、 しなし、 

P .4-15 


UPS 専用七ツトアツプメ 11 ユふ設定項目 
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LIPS4 哉をメニューの設を項目 


LIPS 4 設定メニューでは、あ大/縮小や複数ぺージ巧刷などについて設定できます。 


メモ I LIPS4 設定メニューの設定は、コント ロール コマンドで UPS 11+、 LIPS III. LIPSIV を使用 
しているとをのみち効です。 

拡大/縮ル 


しない、 4 A 3、 484、 4 A 4、 *85、 与化、 ^はがを、 * 往復はがを、ぅ4面はがを、 
ぅリーガル、4レター 

化大または縮小の設定をします。 

アプリケーションソフトで作成したデータサイズと、設定値で指定した出力用 
杀圧サイズから、自動的に倍率を計算し、あ大/縮小して EP 刷します。 


メモ I •アプリケーションソフトで作成するデータのサイズが定おサイズ （ A 4、 B 5 など）でない 
場合は、正しく拡大/縮ルされないことがあります。 

• 拡大/縮小の処理は、データの左上端を基点として処理します。 

• 拡大/縮小で印刷すると、線の太さにムラが生じたり、細い線が消'えたりすることがあ 
ります。 

• アプリケーションソフトからの コマン ドの内容によっては、正しくあ大/縮ルして巧刷 
されないことがあります。 

• 拡大/縮小率が25〜200%の範囲を超える場合は、あ大/縮ルは行われず等倍で巧刷され 
ます。この場合正しい巧刷結果にはなりません。 

複数ページ印刷 


しない、2ページ（左)、2ぺージ（右)、4ぺージ（横-左)、4ぺージ（横-も)、 
4ページ（縦-左)、4ぺージ（縦-右） 


アプリケーシヨンソフト側で作成したデータを、2ぺージ分または4ぺージ分を 
並べて1ページに印刷でをます。 

ロページ（左)」に設定すると、2ページ分のデータを左または上から並べて巧 
刷します。 


用紙を縦に使って邮げる場合 用紙を樹〔使って印刷する場合 



LIPS 4 設定メニユーの設定項目 
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「2ページ店)」に設定すると、2ページ分のデータをちまたは下から並べて巧 
刷します。 


用紙を縦に使って邮げる場合 


用紙を横に使って印刷する場合 



「4ページ（横一左)」に設定すると、4ページ分のデータを、左上から横ち向に 
並べて巧刷します。 

用化を縦に使って E 咖する場合 用紙を樹こ使って帥げる場合 



「4ページ（横一ち)」に設定すると、4ページ分のデータを、ち上から横ち向に 
並べて印刷します。 


用紙を縦に使って印刷する場合 


用紙を樹こ使って邮げる場合 



「4ページ（縦一左)」に設定すると、4ページ分のデータを、左上から縦ち向に 
並べて印刷します。 

用化を縦に使って邮りする場合 用紙を樹こ使って邮げる場合 



LIPS 4 設定メニューの設定項目 
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「4ページ（縦一ち)」に設定すると、4ページ分のデータを、ち上から縦方向に 
並べて印刷します。 


用紙を縦に使って巧刷する場合 用 I 氏を横に使って印刷する場合 



メモ I •異なるサイズのペーブデータを並べて1ペーブに巧刷することはできません。 

• 拡大/縮小と複数ページ EP 刷を同時に設定し縮小率が25%より小さくなる場合、複数 
ペーブ印刷は行われず正しいが刷結果にはなりません。 

複数ページを白 


パターン1、パターン2 


「複数ページ印刷」の機能を使って2ページ分または4ページ分を並べて EP 刷す 
る場合の、余白のとりかたを設定します。 

「パターン1」に設定すると、各ペーブが接する部分に余白をつけてレイアウト 
します。 



いくターン2」に設定すると、各ペーブが接する部分に余白をつけずにレイアウ 
卜します。 



啄メモ 1 • 「バターン1」と「パターン2」とでは余白のとりかたが違うため、画像の縮小率が異な 
ります。「パターン1」よりも「パターン2」のほうが若干画像が大きくなります。 

• 「パターン2」に設定した場合でも、用紙の長辺と短辺の比率によっては、余白げつくこ 
とがあります。 
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「横」に設定すると、用紙を横に使用して目 P 刷します。 
i i 用紙を横置きにセットした場合 用紙を縦置きにセットした場合 


• UPS プリンタードライバーの[仕上げ詳細]で「印字領域を広げて印刷する」にチェッ 
クした場合は、本項目を「パターン1」に設定していても「パターン2」で姐理されま 
す。 

ページの向を 

雜、横 

用系圧を縦に使用して印刷するのか、横に使用して印刷するのかを設定します。 
「縦」に設定すると、用紙を縦に使用して印刷します。 

i i 用紙を横置きにセットした場合 用紙を縦置きにセットした場合 



搬送方向 



搬送方向 


UPS 専用七ツトアツプメニユふ設を項目 
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才ーバーレイ1/才ーバーレイ2 


才ーバーレイ1/2設を . しない、する 

才ーバーレイ1/ 2き号*1 . 〇〜32767 


*1 「才ーバーレイ1/ 2番号」は、「才ーバーレイ1/ 2設定」を「する」に設定している塌合にのみ 
表71^されます。 

オーバーレイプリントを行うかどうかを設定します。オーバーレイプリントを行う場合は、 
オーバーレイプリントで使用するフ ォーマッ トデータの番号を指定します。 

オーバーレイプリントとは、各ページに共通するタイトルや表組みなどのフォー 
マットを、あらかじめプリンターのオーバーレイ領域に登録し、後から別のデー 
夕を重ねて印刷する機能です。オーバーレイプリントを行うと、各ページ共通 
のデータを、ページごとにアプリケーションソフト側から送る必要がないため、 
効率良く巧刷することができます。 

オーバーレイ領域には、]ページ分のフォーマットを最大で32,768種類登録す 
ることができます。フオーマットの作成や登録は、アプリケーションソフト側か 
ら UPS のコント□-ルコマンドで行います。登録の際にはフオーマットに日〜 
32767の番号をつけて登録します。本項目では、オーバーレイ]あるいはオーバー 
レイ 2 と して、どの番号のフォーマツトを選択するかという設定だけを行います。 


才ーバーレイ領域に登録したフオーマット 






















グループ則売上 


オーバー レイプリント 


アプリケーションソフトから 
ち信されたデータ 


3月 

A 110220 B 81000 


2月 

A 96200 B 70000 



1ち 



A 

105880 

B 

96450 

C 

55000 

D 

117700 

E 

90550 

F 

85600 


3巧 

I a ] 110220 [b [ 81000; 

_2月 _ 

[A [ 96200 IB r 70000 

0 


上 


1 月 


A 

105880 

B 

96450 

C 

55000 

D 

117700 

E 

90550 

F 

85600 


グループ別売上 


0 

0 

上 


メモ1 •オーバーレイの内容は、電源をオフにするか、 A — ドリセット操作を行うと削除されま 
す。 

•オーバーレイ領域に登録したフォーマットデータの内容やき号、サイズは、 LIPS 専用 
ユーティリティーの「才ーバーレイプリント」、「オーバーレイリスト」で確認するこ 
とができます。詳しくは、 「 UPS ユーティリティー ( UPS 専用ユーティリティー)」 〇 
P .7-4) を参照してください。 

•登録するフォーマットを UPS のコントロールコマンドでプログラミングするときは、才 
プシヨンの「プログラマーズマニュアル」を参照してください。 
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スタートアップマクロ 


〇〜30〜32767 


スタートアップマクロ機能を使用するかどうかを設定します。使用しない場合 
は「0」を、使用する場合は実行したいマク□番号を指定します。 

スタ—トアップ マクロ 機能は、あらかじめ コンピュ— 夕—側で作成した UPS の 
コントロールコマンドのプ□グラムを、プリンターのマクロ領域に登録してお 
き、リセットコマンド（ハードリセット、ソフトリセット、パラメータリセット） 
で実行するよラにする機能です。 

マク□領域には、最大で1〜32,767番までの32,767種類のプ□グラムを登録す 
ることができます。登録は、アプリケーシヨンソフト側から UPS のコント □- 
ルコマンドで行います。プリンター側では、本項目で実行したいマク□の番号 
の選択だけを行います。選択した番号のマク□はリセットを行うたびに実行さ 
れます。 


メモ I •登録したマクロの番号やサイズなどは、 UPS 専用ユーティリティーの「マクロリスト」 
で確認することができます。詳しくは、 「 UPS ユーティリティー山 PS 専用ユーティリ 
ティー）」（ぅ P .7-4) を参照してください。 

•登録するプログラムを UPS のコントロールコマンドでプログラミングするときは、オプ 
シヨンの「プログラマーズマニュアル」を参照してください。 

漢字コード 


JIS、 シフト JIS、EUC、DEC 


コン ピューターで使用している漢字 コー ド体をに応じて、漢字 コー ドを設定し 
ます。 

通常は r 」 is 」 に設定しておきますが、次のような場合にりじ」なかに設定します。 
•アプリケーションソフトを使わず、 MS - DOS の文字データをそのまま印刷する 
ときには「シフト」じ」を設定します。 

• UNIX を OS とするワークステーションやコンピューターを使用するときには 
「 EUC 」 (Extended Unix Code : UNIX 拡張コード）を設定します。 

• DEC 漢字コードを採用しているワークステーションを使用するときには 
「 DEC 」 （ DEC コード）を設定します。 


UPS 専用七ツトアツプメニユふ設ち項目 
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各漢字 コー ドの文字 セツ トは、巧のように GO 〜 G 3 の割り当てテーカレに割り 
当てられます。 



シフト JIS 

JIS 

EUC 

DEC 

GO 

半角英数字 

半角英数字 

半角英数字 

半角英数字 

G 1 

半角カナ 

半角カナ 

全角漢字 

半角カナ 

G 2 

全角漢宇 

全角漢字 

半角カナ 

全角漢字 

G 3 

漢字縮小 

漢字縮小 

全角漢字 

全角漢字 


GL 

GO 

GO 

GO 

GO 

GR 

G 1 

G 1 

G 1 

G 3 

ペア 

G 日〜 G 1 

G 日〜 G 1 

解除 

解除 


重要 


• 「シフト JIS 」 に設定した場合は、 UPS の C 1 制御命令は使巧できなくなりますが、ビット 
長を7ビット形式で送信すれば、 UPS のコマンドとして動作します。 

.本項目で漢字コードを設定するということは、漢字コード体系に応じて文字セットを割 
り当て テーブルに 割り当てるということです。 」 IS で規定されていない拡張文字などは巧 
刷されません。 

上記が外の漢字コードを使巧する場合は、アプリケーションソフト側で文字セツトを割 
り当ててください。 


メモ1 •指定された文字セットがを在しない場合は、近い属性の文字セットを使用して印刷しま 
す。 

• JIS 漢字〕ードには「新 JIS 」 と「旧」に」があります。新 JIS と旧 J にの切り替えは、「漢字グ 
ラフィックセット」（非 4-12) で設定します。 

• UNIX では EUC を採巧していますが、中には OS のデバイスドライバーが JIS 漢字コードなど 
に変換するものもあります。詳しくは、コンピューターの操作説明書を参照してくださ 

い。 
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文字サイズ 

10ポイント、12ポイント、8ポイント 

印字する文字の大きさをポイント数で設定します。 

1ポイントは約 0.35 mm (1/72") です。 

コント □-ル コマン ドで LIPS III または UPS IV を使用しているときと 、 LIPS 11 + 
を使用しているときとでは同じ設定値でも、実際に印刷される大きさが次のよ 
うに異なります。 

「10ポイント 」； LIPS 111 /IV =10ポイント UPS II +=9.6ポイント 
「12ポイント 」； LIPS 111 /IV =12ポイント LIPS II +=12ポイント 
「8ポイント 」； UPS 111 /IV = 8ポイント UPS II +=7.2ポイント 


設定値 

LIPSIII/IV 

LIPS II + 

8ポイント 

8 

文字サイズ 

7.2 

文字サイズ 

10ポイント 

10 

文字サイズ 

9.6 

文をサイズ 

12ポイント 

12 

文字サイズ 

12 

文字サイズ 


メモ I LIPSII + のときのポイント数（7.2、9.旬はディスプレーに表示されません。 

漢字書体 

巧巧、ゴシック 


漢字やひらがななどの全を文字の書体を設定します。 


「明朝」 

「ゴシック」 

明朝体 

ゴシック体 


ANK 書体 

巧助、ゴシック、ラインプリンター 


半を英数字や半をカナなどの ANK 文字の書体を設定します。 
ANK とは、心 phabet 、 Numeric、Kana の略です。 


明朝 

123 

ABC 

ミシチ 3 ウタイ 

ゴシック 

123 

ABC 

] .シパタイ 

ラインプリンター 

123 

ABC 

ライソフ’リソタ- 
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漢字グラフィックセット 


JIS 90、 JIS 78 


「漢字コード」（ぅ P .4-9) の種類でりじ」を選択した場合に使用する漢字グラフイツ 
クセツトを設定します。 

JIS 漢字 コー ドには「新」 IS ( JIS 90)」 と「旧」 IS ( JIS 78)」 があります。新」 IS コー 
ドは、旧」 IS コードに特殊記号、置紙漢字などを追加、変更したものです。 


メモ I •グラフィックセットとは、コンピューターからのコードに巧して、どの文字を割り当て 
るかという取り決めです。それを示したものがコード表です。 

• 新 JIS と旧 JIS の漢字コードまは付属の CD - ROM に収められています。 

行数 


寺子数選択 .6 lpi 、8 lpi 、 任意設定 

任意設定値*1 . 10〜99 


*' r 任意設定値」は、 r 行数選が」を r 任意設定」に設をしている場合にのみ表示されます。 

1インチまたは1ページに印刷する行数を設定します。 

LPI は Une お rlnch の略で、1インチあたりの行数の単位をまします。 

「6 LPI 」 に設定すると、1インチに6行印刷します。 
rSLPIJ に設定すると、1インチに8行印刷します。 

「行数選択」を「任意設定」に設定して「任意設定値」を「10〜99」に設定すると、 
1ページに印刷する行数を 10-99 行の範囲で設定します。 

巧数 


巧数選が . 自動、10 CPU 12 CPU 15 CPU 任意設を 

任意設を値*1 . 10 ~ 200 


*' 「任意設定値」は、「巧数選が」を「任意設定」に設をしている場合にのみ表示されます。 

1インチまたは1行に EP 刷する文字数を設定します。 

び1は、ひ aractersEerlnch の略で、1インチあたりの文き数の単位をまします。 
「自動」に設定すると、現在選択しているフォントに応じた文字数で EP 刷します。 
「10 CPI 」 に設定すると、1インチに10巧印!刷します。 
ri 2 CPIJ に設定すると、1インチに12巧印!刷します。 

「15び I 」に設定すると、1インチに15巧印!刷します。 

「巧数選択」を「任意設定」に設定して「任意設定値」を「10〜200」に設定す 
ると、1行に巧刷する文字数を10〜200の範囲で設定します。 
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自動改ページ 


する、しない 


印字位置が有効印字領域の下端を超えようとしたとき、改ページコード （ FF ) 
を受信しなくても、自動的に改ページして印刷するかどうかを設定します。 
「しない」に設定すると、コンピューターから改ページコード （ FF ) が送られる 
まで印字位置を変更しません。 

自動改行 


する、しない 


印字位置が右マージンまたは有効印字領域のち端を超えようとしたとき、復帰 
コードに R ) や改行コード （ LF ) を受信しなくても、自動的に改行して EP 刷す 
るかどうかを設定します。 

「しない」に設定すると、コンピューターから復帰コードに R )、 改行コード （ LF ) 
が送られるまで巧字位置を変更しません。 

CR 機能 


CR のみ、 CR+LF 

復帰コードにのを受信したときの、印字位置の移動のしかたを設定します。 
rCR のみ」に設定すると、復帰コードに R ) を受信すると、印字位置をその行 
の第一文字目（左マージン）に移動します。 

rCR + LF 」 に設定すると、復帰コードに R) を受信すると、印字位置を次の行 
の第一文字目に移動します。 

LF 機能 


けのみ、 LF+CR 

改行コード （ LF ) を受信したときの、印字位置の移動のしかたを設定します。 

「 LF のみ」に設定すると、改行コード （ LF ) を受信すると、印字位置を次の行に 
移動します。巧位置はそのままです。 

「LF + CR 」 に設定すると、改行コード （ LF ) を受信すると、印字位置を次の行 
の第一文字目に移動します。 
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網かけ解像度 


クイック、ファイン 

網かけや飾り置線のパターンの解像度を設定します。 

「クイック」に設定すると、訊 0 dpi 用にデザインされたパターンを2倍に化大し 
て使用します。 

「ファイン」に設定すると、 600 dpi 用にデザインされたパターンを使用します。「ク 
イツク」よりも高精度で EP 刷できます。 

ジョブタイムアウト 


しない、する 


共通セットアップメニューの「タイムアウト」（并 3-39) の設定を有効にするか 
どうかを設定します。 


メモ I UPS 対応のアプリケー シヨ ンソフトから ESC / P などの他の エミユレーシヨ ンモー ドへの 
自動切り替えがうまく行われない場合に、本項目を「する」に設定すると、タイムアウ 
卜で UPS モードのブョブを終了して自動切り替えが行われるようになります。 

白紙節約 


する、しない 


アプリケーシヨンソフトから送られた改ページコード （ FF ) と改ページコード 
の間に印字するデータがない場合、そのページを白紙で排出するかどうかを設 
定します。 

「する」に設定すると、白を圧を排出しません。「しない」に設定すると、白を圧を 
排出します。 

この機能を使用すると、白を圧が排出されることがなくなり、用紙を節約するこ 
とがでをます。 
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LIPS LX 設をメニューの設を項目 


UPS LX 設定 メニューでは、 白を圧節約に ついて 設定できます。 


@ メモ1 LIPS LX 設定メニューの設定は、コントロールコマンドで UPS LX を使用しているときの 
みち効です。 

白紙節約 


する、 しない 


アプリケーションソフトから送られたページデータの中に巧字するデータがな 
い場合、そのページを白を圧で排出するかどうかを設定します。 

「する」に設定すると、白を圧を排出しません。「しない」に設定すると、白を圧を 
排出します。 

この機能を使用すると、白紙が排出されることがなくなり、用紙を節約するこ 
とがでをます。 
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ESC / P 専用セットアップメ 
ニユーの設を項目 


CHAPTER 


この章では、 ESC/P エミユレーシヨ ンモードに固ちの ESC/P き 用 セツ ト アップメニュ ーで設 
をでをる内容について説明しています。 
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ESC / P 専用セツトアップメニューの設を巧目一覧 


■ 表の見かた 

•ド」印が付いている項目は、他の設定項目の内容によってま示されるときとま示され 
ないときがあります。 

• 太字で示されている設定値は、工場出荷時の値です。 

•オプションのコント□—ル ROM を装着すると、 「 ESC / P 専用セットアップメニュー」 
に設定項目が追加されます。詳しくはオプションのコント□—ル ROM の取あ説明書を 
参照してください。 


■ぺージレイアウトグループ 


設定項目 

設定値 

参照ページ 

ぺージ フォーマット 

実寸縦、実寸横、1日インチ今 A 4 滞、15インチ ^ A 4 横、15 
オン子今 B 4 横、目4今 A 4 S ^、 目斗う A 4 横 

P .5-4 

上ま白 

-127 〜〇〜 127 

P .5-6 

用紙位置微調藝 

-127 〜〇〜 127 

P .5-7 

領域 

標準、ワイド 

P .5-9 

ちマージン既定値 

136巧、右端 

P .5-9 

用紙サイズ 

A 4、 B 5、 A 5、 はがき、 A 3、 B 4 

P .5-9 

2ページ印刷設定 

しない、左、ち 

P .5-10 


■フォントグループ 


設定項目 

設定値 

参照ページ 

漢字書体 

巧巧、ゴシック、フォント ID 

P .5-11 

フォント ID * 

1〜2〜999 

P .5-11 

漢字サイズ 

システム、8ポイント、1日ポイント、12ポイント 

P .5-11 

文字コード 

カタカナ、グラフィックス 

P .5-12 

国別文字 

日本、ノルウェー、デンマーク2、スペイン2、ラテンアメ 
リカ、 USA 、 フランス、ドイツ、 UK 、 デンマーク、スウェー 
デン、 イタリア、スペイン 

P .5-12 
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ESC / P 専用セットアップメニューの設定項目一覧 
























■ 印字機能グループ 


設定項目 

設定値 

参照ページ 

イメージの補正 

しない、する 

P .5-13 

縮小文字 

しない、する 

P .5-13 


■ 印字動作グループ 


設定項目 

設定値 

参照ページ 

改行機能 

LF コマンドを待つ、改行 

P .5-14 


■ VFC グループ 


設定項目 

設定値 

参照ページ 

連続巧紙長 

設定方法：システム、任意設定 
任意設定値*:1 〜66〜 199 行 

P .5-15 

単票巧紙長 

設を方法：システム、任意設定 
任意設定値*:1 〜66〜 19 弓行 

P .5-16 

ミシン目スキップ 

ミシン目スキップ：しない、する 
スキップ量* :1〜31行 

P .5-16 


■ その他のグループ 


設定項目 

設定値 

参照ページ 

登録レベル 

一時、永久 

P .5-17 
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ぺージレイアウトグループの設を項目 


ぺージレイアウトグループでは、 ESC / P 準拠プリンターから本プリンターへの用を圧サイズ' 
の変換と、巧刷する用を圧サイズの設定や位置の調整などについて設定できます。 

ぺージフオーマット 


ま寸が、実寸横、10インチ* A 4 縦、15インチ* A 4 横、15インチ 4 B 4 横、 B 4* A 4 縦、 
B 44 A 4 横 


ESC / P 準抛プリンター用の用紙サイズで作成されたデータを、本プリンター用の 
用系圧サイズに変換します。 

アプリケーションソフトの印刷条件設定で選択した用紙サイズに合わせて設定 
してください。ぺージ フォー マットの設定値の詳細やレイアウトについては、「 
ESC/P エ ミュレーションのぺージ フォー マット」 レ P .8-8) も併せて参照してく 
ださい。なお、本プリンターにセットする用紙のサイズは、ぺージレイアウト 
グループの「用紙サイズ」 (^ P .5-9) で設定します。 

各設定値を設定した場合の処理は巧のようになります。 


@ メモ]用紙を縦に使う場合をポートレイト、横に使う場合をランドスケープと言います。 


「実寸縦」 

データの用紙サイズは変換せずに、実寸で印刷します。 A 3、 B 4、 A 4、 B 5、 A 5、 
はがきサイズのカツト紙を ESC / P 準拠プリンターに縦置きにセツトしたときと 
同じ印刷結果になります。 


琢 メモ1 •ペーブレイアウトグループの「巧紙サイズ」い P .5-9) は、データと同じ巧紙サイズに 
設定します。 

• 「巧紙サイズ」を「 A 3」に設定した場合にのみ、ペーブフォーマットの印字領域を用 
紙の印字領域ぃっぱぃに広げて印刷する「ワイド領域モード」を設定できます。詳しく 
は、「領棚 (^ P .5-9) を参照してくださぃ。 

「実寸横」 

デ—夕の用を圧サイズは変換せずに、実寸で印刷します。 A 3、 B 4、 A 4、 B 5、 A 5、 
はがきサイズのカツトおを ESC / P 準拠プリンターに横置きにセツトしたときと 
同じ印刷結果になります。 


好メモ1 •ペーブレイアウトグループの「巧紙サイズ」レ P .5-9) は、データと同じ用紙サイズに 
設定します。 

• 「用紙サイズ」を「 A 3」に設定した場合にのみ、ペーブフォーマットの印字領域を用 
紙の印字領域いっぱいに広げて印刷する「ワイド領域モード」を設定できます。詳しく 
は、「領棚（斗. 5-9) を参照してください。 
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ページレイアウ ト グループの設定項目 












「10インチー A 4 縦」 

10" X 11" 連続用撇〔巧刷することを想定して作成したデータ（撕文き X 66行) 
を M サイズに縮小してポートレイトで EP 刷します。 


@ メモ1 •ぺージレイアウトグループの「用紙サイズ」い P .5-9) は A 4 サイズが基本ですが、 A 3、 
B 4 サイズも選択できます。 

•ページフォーマツトの巧き領域を用紙の巧字領域ぃっぱぃに広げて印刷する「ワイド領 
巧モード」を設定できます。詳しくは、「領域」（斗. 5-9) を参照してくださぃ。 

•10" X 11" 連続用紙のサイズは、 254 mm X 279.4 mm です。 

「15インチー A 4 横」 

15" X 11" 連続用娜こ印刷することを想定して作成したデータ （136 文字 X 66行) 
を A 4 サイズに縮小してランドスケープで巧刷します。 


メモ I •ページレイアウトグループの「用紙サイズ」 OP . s - g ) は、 A 4 サイズが基本ですが、 
A 3、 B 4 サイズも選択できます。 

•ページフォーマツトのが字領域を用紙の巧字領域いっぱいに広げて印刷する「ワイド領 
域モード」を設定できます。詳しくは、「領域」（非. 5-9) を参照してください。 

• 1 5" X 11"連続用紙のサイズは、381 mm X 279.4 mm です。 

「15インチー B 4 横」 

15" X 11" 連続用紙に EP 刷することを想定して作成したデータ（136文字 X 66行) 
を B 4 サイズに縮小してランドスケープで EP 刷します。 


@ メモ1 •ぺージレイアウトグループの「用紙サイズ」い P .5-9) は、 B 4 サイズが基本ですが、 A 3 
サイズも選択できます。 

•ページフォーマツトの巧き領域を用紙の印字領域ぃっぱぃに広げて印刷する「ワイド領 
巧モード」を設定できます。詳しくは、「領域」（非. 5-9) を参照してくださぃ。 

•15" X 11" 連続用紙のサイズは、381 mm X 279.4 mm です。 

「 B 4 一 A 4 縦」 

B 4 サイズの実寸縦用のデータを3/4のサイズに縮小して A 4 サイズのポートレ 
イトで印刷します。 


メモ I •ページレイアウトグループの「用紙サイズ」い P .5-9) は、 A 4 サイズが基本ですが、 
A 3、 B 4 サイズも選択できます。 

•ページフォーマツトのが字領域を用紙の巧字領域ぃっぱぃに広げて印刷する「ワイド領 
域モード」を設定できます。詳しくは、「領域」（非. 5-9) を参照してください。 

「 B 4 一 A 4 横」 

B 4 サイズの実寸横用のデータを3/4のサイズに縮小して A 4 サイズのランドス 
ケープで印刷します。 


@ メモ I •ページレイアウトグループの「用紙サイズ」（ぅ P .5-9) は、 A 4 サイズが基本ですが、 
A 3、 B 4 サイズも選択でをます。 

•ページフォーマツトの巧き領域を用紙の印字領域いっぱいに広げて巧刷する「ワイド領 
巧モード」を設定できます。詳しくは、「領域」（非. 5-9) を参照してください。 
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上を白 


上余白（一) 


例：「実寸縦」の場合 
上余白 （0) 上余白 （+) 



-127 〜〇〜127 


それぞれのページフォーマツトで設定されている]行目 （ TOF ) の上端を基準に、 
印字開始位置を上下ち向にずらします。 

「+」の値で下ち向、「一」の値で上ち向に、印字開始位置をずらします。 


余白を減らすときは「一」方向 


TOF 行 


余白を増やすときは「+」方向 


ABCDEFG^ 


@ メモ1 •設定値が1増えると、ずらす位置が約 0.35 mm (1/72") 増えます。 

•用紙の上端を基準とした実寸縦のとき、印字開始位置の目をは「-127」で- 23 mm 、 
「0」で +22 mm 、 「127」で +67 mm です。ぺージフォーマツトごとの用紙サイズ、 Ep 字 
領域によって印字開始位置は変わります。 

カツト紙のぺージフォーマツトの場合 

上余白を調整した結果は次のようになります。 


メモ1 •上余白を増やした結果、印字データがボトム位置を超える場合は、次ページの1行目の 
位置から巧刷されます。 

•上余白を減らした場合、ち効印字領域の上端を超えた部分は巧刷されません。下端はボ 
トム位置まで印刷されます（ただし、ページ長を設定していない場合）。 


[ I :有効印字領域 


:実際の印字領域 


巧字されない領域 


CDEFL0H— 




ABCDE 


FG 


ABCDEFG 
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連続用紙のぺージフォーマツトの場合 

上余白を調整した結まは巧のようになります。 

例：「10インチー A 4 縦」の場合 
上余白 （0) 上余白 （+) 上余白（一) 



い有効印字領域 


:実際の印字領域 


i : E [] 字されない領域 


@メモ 1 •上余白を増やした場合、巧字データがボトム位置を超えると、ボトム位置からページ長 
(巧期状態の1行目からボトム位置までの範囲）までのあふれたデータは巧刷されませ 
ん0 

• 上余白を減らした場合、有効印字領域の上端を超えた部分のデータは印刷されません。 
このとき、下端はページ長までのデータを印刷します。 

用紙位置微調整 


-127 〜〇〜127 


用紙の左端を基準として、ページフォーマツトで設定されている巧字位置を左 
右ち向にずらします。 

「+」の値で左ち向、「一」の値でちち向に、設定した値だけ印字開始位置をず 
らします。 


印字位置を左にずらすとき 

印字位置をちにずらすとき 

「+」ち向 ■ 

1,「一」ち向 



ABCDEFG 



メモ1 •設定値が1増えると、ずらす位置が約 0.35 mm (1/72") 増えます。 

•用紙の左端を基準とした実寸縦のとき、巧字開始位置の目巧は「-127」で +50 mm 、 
「0」で +5 mm 、 「127」で- 40 mm です。ぺーブフォーマツトごとの用紙サイズ、 Ep 字領 
巧モードによって巧字開始位置が変わります。 

• データに左端が欠けて巧刷される場合は、本項目の設定を調節して本プリンターの E 口字 
領域巧（上下左ち 5 mm な巧）に入るようにしてください。 



TO 
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標準領域モードでの印字動作 

用紙位置を調整した結果は次のよラになります。 
•実寸サイズで目 P 刷するページフォーマツトの場合 


例：「実寸横」の場合 


基準端 


基準端 


E I :有効印!字領域 


:実際の印字領域 


基準端 

^ i : 印字されない領域 


微調整 （0) 


微調整 (+) 


微調整 (-) 


: 



ABCDEF 

: At 

CDEF 


iABCDE 




:- •*(+) 

卜) 



基準端 

基準端 


基幸端 


1: 有効印字領域 

実際の印字領域 


i: 印!字されない領域 


■縮小巧刷するページフオーマツトの場合 


微調整 （0) 


例：「15インチー A 4 横」の場合 

微調整 (+) 微調整(一） 


ABCDEF 


A じ 


CDEF 


基準端 


E I :有効印!字領域 


►(+) 

基準端 

:実際の巧字領域 


iABCDE 


(-)' 


基準端 

:印字されない領域 


ワイド領域モードでの印字動作 

用紙位置を調整した結果は次のようになります。 


例：「15インチー A 4 横」の場合 


微調整 （0) 


微調整 （+) 

ABCDEFG 

| A [ 

’CDEFGH 1 


HI 」 KLMN 

i jJ [ 

LMN 
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整 

司 


日 J 

DIN 

CHM 

BGL 

AFK 
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領域 


巧宰、ワイド 


それぞれのページフォーマットにしたがったレイアウトで巧刷する（標準）か、 
または本プリンターの有効印字領域ほぼいっぱいに印刷する（ワイド）かを設定 
します。実寸縦、実寸横で「用を圧サイズ」が A 3 のとき、および10インチう A 4 縦、 
15インチう A 4 横、15インチう B 4 横、 B 4 う A 4 縦、 B 44 A 4 横のぺージフォーマッ 
卜の場合にち効です。 

ワイドに設定して印刷した場合、 ESC / P 準抛プリンターのレイアウトとは異なり 
ますが、ページフォーマットの巧字領域の制限がなくなるため、用を圧の紙面を 
有効に使って印刷することができます。レイアウトについては、 「 ESC / P エミユ 
レーシヨンのぺーブフオーマット」 （4 P .8-8) も併せて参照してください。 


好メモ 1 用紙のサイズが小さい場合、「ワイド」に設定しても、巧字領域拡大の効まがあまり上が 
らないことがあります。詳しくは、「ぺ——プフォーマットと印字範囲」（斗. 8-13) を参照 
してください。 

ちマージン既定値 


136巧、ち端 

実寸サイズで印刷するページフォーマット（実寸縦、実寸横）のときの、ちマー 
ブンの位置を設定します。 

「136巧」に設定すると、136巧目の位置をちマージンとします。 

「右端」に設定すると、用を圧の有効印字領域の右端をちマージンとします。 

用紙サイズ 


A 4、 B 5、 A 5、 はがを、 A 3、 B 4 


巧刷する用紙のサイズを設定します。 


メモ 1 本項目で設定したサイズの用紙がセットホれていないと、指定のサイズの巧紙を要巧す 
るメッセーブが表示されます。設定したサイズの巧紙をセットしてください。 
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2 ぺージ印刷設定 

しない、左、ち 


2ページ分のデータを並べて1ページに巧刷するかどうかを設定します。アプリ 
ケーシヨンソフト側で作成したデータが A 4 または B 5 サイズの場合に限り有効 
です。 

「左」に設定すると、2ページ分のデータを左または上から並べて巧刷します。 
用紙を縦に使って巧刷する場合 


2 


2 


用紙をおに使って巧刷する場合 


2 


2 


「右」に設定すると、2ぺージ分のデータをもまたは下から並べて巧刷します。 
用紙を縦に使って巧刷する場合 


2 


2 


用紙を横に使って印刷する場合 


2 


2 


メモ I •この機能では、縮小はせずに原寸で印刷するので、アプリケーションソフト側で作成し 
たデータが A 4 サイズのときは A 3 サイズの巧紙に巧刷され、 B 5 サイズのときは B 4 サイズの 
巧紙に印刷されます。 

• A 4 と B 5 サイズのデータを並べて1ページに印刷することはできません。 

•八4または B 5 が外のサイズのデータを2ページ印刷しようとしても、通常の状態で印刷さ 
れます。 


ページレイアウトグループの設定項目 


- 

5 


ESC / P 専用セットアップメニユ I の設定項目 





























































































フォントグループの設を項目 


フォントグループでは、漢字の書体やサイズ、1バイトコードまなどについて設定できます。 

漢字書体 


巧胡、ゴシック、フォント ID 


漢字などの全角文字の書体を設定します。 

オプションで追加した漢字書体を使用するときは、本項目を「フォントの」に 
設定したうえで、書体を ID 番号で指定します。 ID 番号は「フォント ID 」（ A 5-11) 
で指定します。 


明朝体 

明朝 

ゴシック体 

ゴシック 


フォント ID 

1 ~ 2 ~ 999 

* 本項目は、「漢字書体」を「フォント ID」 に設定した場合にのみ表示されます。 

「漢字書体」（争 P .5-11) で「フォントの」を設定した場合に、実際に使用する書 
体の ID 番号を指定します。 


重要 


装着されていないオプシヨン書体の畜号を指定しないでください。 


@ メモ]標準フォントの ID 番号はな下の通りです。 


明朝体 

002 

ゴシック体 

004 


オプションフォント用の ID 番号については、使用するオプションフォントのマニュアル 
を参照してください。 


漢字サイズ 


システム、8ポイント、10ポイント、12ポイント 


漢字などの全角文字のサイズを設定します。 

「システム」に設定すると、現なのぺージフォーマットにしたがった文字サイズ 
で印刷します。実寸縦、実寸檢10インチ ^ A 4 縦、15インチう B 4 横のぺージフォー 
マットでは10ポイント相当、15インチ ^ A 4 横、 B 4 う A 4 縦、 B 4 う A 4 横のぺージ 
フオーマットでは8ポイント相当です。 
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文字コード 


カタカナ、グラフィックス 


1バイトコードまに、カタカナまたは化張グラフィックスの文字セットをセッ 
卜します。 

「カタカナ」に設定すると、データに]パイトコードの文字があったとき、カタ 
カナの]バイトコードまに対応した文字で巧刷します。 

「グラフィックス」に設定すると、データに1バイトコードの文字があったとき、 
拡張グラフィックスの1バイトコードまに対応した文字で EP 刷します。 


@ メモ 1 この機能は、 ESC / P 準拠プリンターの DIP スイッチの文字コード設定機能に対応してい 
ます。 

国別文字 


日本、ノルウェー、デンマーク2、スペイン2、ラテンアメリカ、 USA 、 フランス、 
ドイツ、 UK 、 デンマーク、スウェーデン、イタリア、スペイン 


1バイトコードまに割り当てられている国別文字対応の部分に、指定の国の文 
字セットをセットします。 
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巧き機能グループの設を項目 


印字機能グループでは、イメージデータの巧正や、登録文字、縮小文字について設定でき 
ます。 

イメージの補正 

しない、する 

矩巧置線や網かけなどのイメージデータを補正するかどうかを設定します。通 
常は「しない」に設定しておきます。夕のような現象が出てしまうときに、本 
項目を「する」に設定して、イメージデータを巧正します。 

•置線が離れる 

•網かけ上にすじ（白い部分）が入る 
•網かけに線が入る 


メモ I 本項目を「する」に設定しても、上記のような現をが改善されない場合があります。本 
プリンターの解像度が ESC / P 準拠プリンターとは異なるためです。 

縮小文字 

しない、する 

1バイトコード文字 （ ANK 文字）を縮小して印刷するかどうかを設定します。 
「する」に設定すると、1バイトコード文きの横幅を1/2程度に縮小して巧刷し 
ます。 

メモ I •この機能は、 ESC / P 準拠プリンターの DIP スイッチの縮小印字機能に対応しています。 

•15 C 円の文字は縮小 EP 刷されません。 
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巧き動作グループの設を項目 


巧き動作グループでは、1行を印字したあとの改行動作について設定できます。 

改行機能 


LF コマンドを待つ、巧巧 


復帰コードに R ) を受信したときの、 EP 字位置の移動のしかたを設定します。 

「 LF コマンドを待つ」に設定すると、コンピューターから改行コード （ LF ) が送 
られるまで改行しません。復帰のみ行い、その行の第一文字目へ巧字位置を移 
動します。 

「改行」に設定すると、印字位置がちマージンまたは有効巧字領域の右端を超え 
ようとしたとき、改行コード （ LF ) を受信しなくても復帰/改行を行い、自動 
的に巧の行の第一文字目へ印字位置を移動します。 


メモ]この機能は、 ESC / P 準拠プリンターの DIP スイッチの自動改行に対応しています。 
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VFC グループの設を項目 


VFC グループは、連続用を圧やカツトを圧のページ長について設定できます。 

連続用紙長 


設まち法 . システム、任意設定 

任意設定値*1 . 1〜66〜199巧 


*1 「任意設定値」は、「設定ちま」を「任意設定」に設定している場合にのみ表示されます。 

連続用紙 （1 0インチぅ A 4 縦、15インチ ^ A 4 檢15インチ处4撒のぺージ長を、 
ページフォーマットで決められている行数に設定するか、操作パネルで指定し 
た行数に設定するかを選択します。 

「システム」に設定すると、ページフオーマットで決められているページ長に設 
定します。 

「設定ち法」を「任意設定」に設定して「任意設定値」を「1」〜「199」に設定すると、 
1ページに印刷する行数を]〜199行の範囲で設定します。 



メモ I •行間は1インチあたり6行 （6 LPI ) です （ LPI は、 Une 的 rinch の略で、1インチあたりの 
行数を表す単位です）。 

•設定値が1増えると、ページ長が約 4.2 mm り/6インチ）増えます。 

•操作パネルまたはコントロールコマンドによってミシン目スキップ行数が設定されてい 
る場合、実際の改ページ位置は、設定したページ長の位置より上になります。 
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単票用紙長 


設定ちま . システム、任意設を 

任意設定値*1 . 1〜66〜199巧 


*' 「任意設定値」は、 r 設をモミ去」を「任意設定」に設をしている場合にのみ表示されます。 

カットを圧读寸縦、実寸除 B 4 ぅ A 4 縦、 B 4 今 A 4 樹のぺージ長を、ぺージフォー 
マットで決められている行数に設定するか、操作パネルで指定した行数に設定 
するかを選択します。 

「システム」に設定すると、ぺージフォーマットで決められているぺージ長に設 
定します。 

「設定ち法」を「任意設定」に設定して「任意設定値」を「1」〜「199」に設定すると、 
1ページに印刷する行数を1〜199行の範囲で設定します。 



メモ I •行間は1インチあたり6行 （6 LPI ) です （ L 円は、 Une 己 erinch の略で、1インチあたりの 
行数を表す単位です）。 

•設定値が1増えると、ペーブ長が約 4.2 mm (1/6 インチ）増えます。 

• 操作ノはルまたはコントロールコマンドによってミシン目スキップ行数が設定されてい 
る場合、実際の巧ページ位置は、設定したページ長の位置より上になります。 

ミシン目スキップ 

'シン目スキップ . しない、する 

スキップ量*1 . 1〜31巧 

「スキップ量」は、「ミシン目スキップ」を「する」に設定している場合にのみ表示されます。 

ページ長で設定されている行数のうち、下端から目 P 刷しない（スキップする）行 
数を設定します。 

「しない」に設定すると、スキップしません。 

メモ I •行間は]インチあたり6行 （6 LPI ) です （ LPI は、 Une £ e「lnch の略で、 ] インチあたりの 
行数を表す単位です）。 

•設定値が]増えると、スキップされる領域が約 4.2 mm (1/6 インチ）増えます。 

•10 インチ今 A 4 縦、15インチ ^ A 4 横、15インチぅ目4横の連続用紙のぺージフォーマット 
と、 B 44 A 4 縦、 B 4 今 A 4 横のワイドモードで有効です。 

•ミシン目スキップ行数を設定した場合、実際の改ページ位置は、設定したページ長の位 
置より上になります。 
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その他のグループの設を項目 


その他のグループでは、登録文字の保ちち法について設定できます。 

登録レベル 

一時、永义 

コント □ール コマンドで 登録した文字を、そのジョブの間だけ保存するのか、電 
源をオフにするま で イ呆存するのかを設定します。 

「一時」に設定すると、登録文字をジョブ中だけイ呆ちします。ジョブが終了する 
と削除されます。 

「永久」に設定すると、プリンターの電源をオフにするまで保をします。 

登録内容を削除するには、次の手順でハードリセットを行います。 

1. [リセット]を押す 

2. [▲] で「ソフトリセット」を選択する 

3. [0 K ] を5巧な上押して、指を離す 

4. [▼] で「はい」を選択し、 [0 K ] を押す 


メモ1 •プリンターはデータを受信すると、コントロールコマンドを認識して印刷を開始/終了 
します。この処理を「ジョブ」といいます。ジョブ中は、操作パネルのブョブランプが 
点げまたは点滅します。 

•登録データと通常のデータとを別々に送信する場合は、「永久」に設定してください。 
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Imaging 専用セットアップ 
メニユーの設を項目 


CHAPTER 


この章では、ダイレクトプリントを使用するときに有効な Imaging 専用セツトアップメ 
ニューで設定できる内容について説明しています。 


Imaging 専用 セツ ト アツ プ^ ニユー 設定項目一覧 .6-2 

Imaging 専用セツト アツ プメニユーの設定項目 .6-3 

画像の I 口巧 .6-3 

拡大/縮小 .6-3 

印靴胃 .6-4 

*輔^ .6-4 

印字領域拡大 .6-4 
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Imaging 専用セットアップメニユー設ま項目一覧 


■ 表の見かた 

太字で示されている設定値は、工場出荷時の値です。 


設定項目 

設定値 

参照ページ 

画像の向き 

自動、 縦、横 

P .6-3 

拡大/縮小 

しない、 自動 

P .6-3 

印字位置 

自動、 中央、左上 

P .6-4 

警告表示 

巧刷、 パネル、しない 

P .6-4 

印字領域拡大 

しない、 する 

P .6-4 
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Imaging 専用セットアップメニユー設定項目一覧 












Imaging 専用セットアップゾニユーの設を項目 


Imaging 専用セットアップメニューでは、画像の向きや拡大/縮小巧刷などについて設定 
できます。 

画像の向き 

自動、縦、横 


画像を縦方向に印刷するか、横ち向に巧刷するかを設定します。 

「自動」に設定すると、 TIFF または」 PEG データの画像の幅と高さを比較して、 
幅が大きければ、画像の向きを横に巧刷します。高さが大きければ、画像の向 
きを縦に巧刷します。 

「縦」に設定すると、画像の幅と高さの比率に関係なく、画像を縦に印刷します。 
「横」に設定すると、画像の幅と高さの比率に関係なく、画像を横に EP 刷します。 


拡大/縮か 


しない、自動 


有効印字領域に合わせて、あ大または縮小するかどうかの設定をします。 

「自動」に設定すると、画像のサイズが有効印字領域よりも大きい場合、有効巧 
字領域におさまるように画像を縮小して印刷します。また、画像のサイズが有 
効印字領域よりも小さい場合、有効印字領域いっぱいに画像を化大して印刷し 
ます。 


重要 


• 「しない」に設定した場合でも、出力用紙サイズより画像が大きい場合は印刷する用紙 
サイズの有効印字領域に画像がおさまるように自動的に縮小します。 

• 「自動」に設定すると、 TIFF 形式のデータが持つ Tag が指定する印字位置は無視されま 
す。 


メモ]本項目では、縦と横の比率を固定して、画像を拡大または編小します。 
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印字位置 


自動、中央、左上 


画像をどの位置に印字するかを設定します。 

「自動」に設定すると、 TIFF 巧式のデータで巧字位置が指定されている場合は、 
指定された位置に印字します。巧字位置が指定されていない場合は、中央に巧 
字します。 

「中央」に設定すると、 TIFF 巧式のデータで EP 字位置が指定されていても、中央 
の位置に印刷します。 

「左上」に設定すると、 TIFF 巧式のデータで EP 字位置が指定されていても、左上 
の位置に印刷します。 


r ■載 

警告表示 


JPEG 巧式のデータには印字位置の指定がありません。「自動」に設定した場合は、中央 
に巧刷されます。 


巧則、パネル、しない 


エラー発生時のエラーのま示方法を設定します。 

「印刷」に設定すると、 エラーの 内容を印刷しジョブを終了します。 

「パネル」に設定すると、ディスプレーにエラーメッセージがま示され巧刷を停 
止します。 

「しない」に設定すると、エラーが発生しても何もま示を行わずにジョブを終了 
します。 


メモ 1 本項目により エラーの 表示方法を変更できるのは、 「イメージデータエラーが 発生しまし 
た。」および「イ メーブ 参照 データエラーが 発生しました。」です。 

印き領域拡大 

しない、する 

印字領域を広げて印刷するかどうかを設定します。 

「する」に設定すると、印字領域を広げて印刷します。 

「しない」に設定すると、上下左ちとも周囲 5 mm を除いた範囲が有効印字領域 
となります。 


G 


「する」に設定した場合、用紙の周囲の画像がかける場合があります。 
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セットアップが外の 
メニユーの設を項目 


CHAPTER 


この章では、セツトアップメニューが外のメニューで設定できる内容について説明していま 
す。 



セットアップが外の y ニューの設定項目一覧 .7-2 

ユーティリティーメニューの設定項目 .7-4 

共通ステータスプリント .7-4 

ネットワークステータスプリント .7-4 

LIPS ユーティリティー ( LIPS 専用ユーティリティー) .7-4 

ESC / P ユーティリティー ( ESC / P 専用ユーティリティー) .7-5 

N 201ユーティリティー（ N 201専用ユーティリティー） .7-6 

15577ユーティリティー（15577専用ユーティリティー） .7-6 

HP - GL ユーティリティー （ HP - GL 専用ユーティリティー） .7-7 

HP - GL /2 ユーティリティー （ HP - GL /2 専用ユーティリティー） .7-7 

クリーニング .7-7 

拡張力ードリスト .7-8 

巧き位置調整プリント .7-8 

総印刷ぺージ数 .7-8 

消耗離認 .7-8 

ジョブ y ニューの設定項目 . 7-9 

ジョブ印刷履歴リスト .7-9 

レポート巧刷履歴リスト .7-9 

リセット y ニューの設定項目 . 7-10 

ソフトリセット//\_ドリセット .7-10 

排 .7-11 

シャットダウン .7-11 

給紙選択メニューの設定項目 . 7-12 

給紙卜 .7-12 

手差しトレイ巧紙サイズ .7-13 

カセット N ( N = し2、3、 4) 用紙サイズ .7-13 

両面印刷 .7-13 


7-1 

































セツトアップ JJ (かのメニューの設を項目一覧 


■ 表の見かた 

.ド」 印!の付いている項目や設定値は、オプション品の有無や他の設定項目の内容に 
よつてま示されるときとま示されないときがあります。 

•太字でま示されている項目は、工場出荷時の値です。 


■ ユーテイりテイーメニュ ー 


設定項目 

設定値 

参照ページ 

巧通ステータスプリント 

- 

P .7-4 

ネットワーク 
ステータスプリント 

- 

P .7-4 

LIPS ユーティリティー 

ステータスプリント、フォントリスト、オーバーレ 
イリスト、マクロリスト、フォームリスト、オーバー 
レイプリント 

P .7-4 

ESC/P ユーティリティー 

ステータスプリント、オーバーレイプリント* 

P .7-5 

N 201ユーティリティー* 

ステータスプリント、オーバーレイプリント 

P .7-6 

15577ユーティリティー* 

ステータスプリント、オーバーレイプリント 

P .7-6 

HP-GL ユーティリティー* 

ステータスプリント、サンプルプリント 

P .7-7 

HP - GL /2 ユーティリティー* 

ステータスプリント、サンプルプリント 

P .7-7 

クリーニング 

A 4 、LTR 

P .7-7 

拡張カードリスト* 

- 

P .7-8 

印字位置調整プリント 

- 

P .7-8 

総印刷ページ数 

- 

P .7-8 

消耗品確認 

給紙情報、トナー型番、トナー残量 

P .7-8 


■ジョブメニュー 


設定項目 

設定値 

参照ページ 

ジョブ印刷履歴リスト* 

- 

P .7 -弓 

レポート印刷履歴リスト* 

- 

P .7-9 


セツトアツプなかのメニユ I の雲項目 
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セットアップ J •义がのメニューの設を項目一覧 


























■ リセットメニュー 


設定項目 

設定値 

参照ページ 

ソフトリセット//\-ドリセット 

- 

P .7-10 

排出 

- 

P .7-11 

シャッ トダウン 

- 

P .7-11 


■給紙選択メニュー 


設定項目 

設定値 

参照ページ 

給組モード 

自動、カセットしカセット2*、カセット3*、カセッ 
卜が、手差しトレイ 

P .7-12 

手差しトレイ用紙サイズ 

A 4、 A 4 R 、 目4、 A 3、レター、レタ ー FU リーガル、 
レジャー、エグゼクティブ、フリー、ユーザー設定 
サイズ、ユーザー設定サイズ R 、 はがき、往復はが 
き、4面はがき、封筒角形2号、封筒長形3号、封 
筒洋お長3号、 A 5、 B 5 

P .7-13 

カセット N ( N =1、2、3、 4) 
用紙サイズ* 

ユーザー 設定サイズ、ユーザー設定サイズ R 、 フリー 

P .7-13 

両面印刷* 

しない、する 

P .7-13 


セツトアツプな努メニユふ設定項目 


セツトアップ1 乂外のメニューの設定項目一覧 
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ユーテイリテイーニューの設を項目 


ユーティリティーメニューでは、プリンター内部の状態や、搭載されているフォントなど 
の情報を印刷することができます。 


メモ I 共通ステータスプリント、ネットワークステータスプリント、巧き位置調整プリントの 
出カサンプルについては、「動作モード共通のリスト」 bP .8-17) を参照してください。 
LIPS のステータスプリントとフォントリスト、 ESC / P のステータスプリントの出カサン 
プルについては、「動作モード専用のリスト」レ P .8-19) を参照してください。 

共通 ステータス プリント 


搭載しているメモリー （ RAM ) の容量や、共通セットアップメニユーで設定し 
た内容などが巧刷されます。動作モードに関係なく選択できます。 


メモ 1 ステータスプリントは、 A 4 サイズの用紙に印刷します。給紙カセットか手差しトレイに 
A 4 サイズの用紙をセットしてください。 

ネツトワークステータスプリント 


本プリンターに内蔵されているプリントサーバーのバージョン、設定内容など 
が EP 刷されます。 


メモ 1 ネットワークステータスプリントは、 A 4 サイズの用紙に巧刷します。給紙カセットか 
手差しトレイに A 4 サイズの用紙をセットしてください。 

UPS ユーテ イリ テイー （ LIPS 専用ユーテ イリ テイー） 


ステータス プリント、フォントリスト、才ーバーレイリスト、マクロリスト、 
フオームリスト、才ーバーレイプリント 


UPS モードでのプリンターの内部情報を EP 刷します。 

「ステータスプリント」 

LIPS 専用セットアップメ ニューで 設定した内容が印刷されます。 

「フオントリスト」 

LIPS モードで使用できるフォントの一覧が印刷されます。 


セツトアツプなかのメニユ I の雲項目 
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ユーテイリテイーメニユーの設定項目 
















「才ーパーレイリスト」 

オーバーレイ領域に登録されているフォーマットデータの番号とサイズなどを 
一覧にして印刷します。登録されているフォーマットデータがない場合は、何 
も EP 刷されません。 

「マクロリスト」 

マクロ領域に登録されているマク□の番号とサイズを一覧にして印刷します。登 
録されているマク□がない場合は、何も巧刷されません。 

「フオームリスト」 

フォーム領域に登録されているフォームの名称とサイズを一覧にして巧刷しま 
す。登録されているフォームデータがない場合は、何も巧刷されません。 

「才ーバーレイプリント」 

才ーバーレイ領域に登録されているフォーマットデータのうち、 UPS き用セッ 
トアップメニューの才ーバーレイし2に設定されている番号の才ーバーレイの 
内容が印刷されます。オーバーレイし2ともに設定されている場合は、而ちの 
内容が巧刷されます。設定されていない場合は何も印刷されません。 


メモ 1 各リストは、 A 4 サイズの用紙に巧刷します。給紙カセットか手差しトレイに A 4 サイズ 
の巧紙をセットしてください。 

ESC / P ユーテイリテイー （ ESC / P 専用ユーテイリテイー） 


ステータスプリント、才ーバーレイプリント* 


♦ けーバーレイプリント」は、オプションのコント□-ル ROM が装着されている場合にのみ表示され 
ます。 

ESC/P エミュレーショ ン モー ドでのプリン ターの 内部情報を EP 刷します。 

「ステータスプリント」 

ESC / P 専用セットアップメニューで設定した内容が EP 刷されます。 

「才ーバーレイプリント」 

才ーバーレイ領域に登録されているフォー マッ トデータのうち、 ESC / P き用 セッ 
トアップメニューの才ーバーレイし2に設定されている番号の才ーバーレイの 
内容が巧刷されます。オーバーレイし2ともに設定されている場合は、而方の 
内容が印刷されます。設定されていない場合は何も印刷されません。 


メモ 1 各リストは、 A 4 サイズの用紙に印刷します。給紙カセットか手差しトレイに A 4 サイズ 
の巧紙をセットしてください。 


セツトアツプなかのメニユ I の設ち項目 


ユーテイリテイーメニューの設定項目 
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N 201ユーティリティー（ N 201専用ユーティリティー) 


ステータスプリント、才ーバーレイプリント 

* 本 項目は、オプシヨンのコントロール ROM が装着されている塌合にのみ表示されます。 

N 201 エミュレーシヨンモー ドでのプリ ン ターの内部情報を印刷し ます。 

「ステータスプリント」 

N 201専用セットアップメニューで設定した内容が目 P 刷されます。 

「才ーバーレイプリント」 

才ーバーレイ 領域に登録されている フォーマッ ト デー タのうち、 N 201専用 セッ 
ト アップメニューのユーザーオーバーレイ 1、2に設定されている番号の オーバー 
レイの 内容が巧刷されます。 ユーザーオーバーレイ 1、2ともに設定されている 
場合は、両方の内容が EP 刷されます。設定されていない場合は何も印刷されま 
せん。 


メモ 1 各リストは、 A 4 サイズの用紙に巧刷します。給紙カセットか手差しトレイに A 4 サイズ 
の用紙をセットしてください。 

15577ユーテイリテイー（15577専用ユーテイリテイー） 


ステータスプリント、才ーバーレイプリント 

* 本項目は、オプシヨンのコントロール ROM が装着されている場合にのみ表示されます。 

15577 エミュレーシヨ ンモードでのプリンターの内部情報を印刷します。 

「ステータスプリント」 

15577専用セツトアツプメニューで設定した内容が印刷されます。 

「才ーパーレイプリント」 

才ーパ'-レイ 領域に登録されている フォー マツト デー タのうち、15577専用セツ 
ト アツプメニューのユーザーオーバーレイ 1、2に設定されている番号の オーバー 
レイの 内容が巧刷されます。 ユーザーオーバーレイ 1、2ともに設定されている 
場合は、両方の内容が印刷されます。設定されていない場合は何も印刷されま 
せん。 


メモ 1 各リストは、 A 4 サイズの用紙に巧刷します。給紙カセットか手差しトレイに A 4 サイズ 
の用紙をセットしてください。 


セツトアツプなかのメニユ I の雲項目 
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ユーテイリテイーメニユーの設定項目 











HP - GL ユーテイリテイー ( HP - GL 専用ユーテイリテイー) 


ステータス プリント、サンプルプリント 

♦本項目は、オプションのコントロール ROM が装着されている場合にのみ表示されます。 

HP - GL エミユレーションモードでのプリンターの内部情報を印刷します。 

「ステータスプリント」 

HP - GL 専用セットアップメニユーで設定した内容が印刷されます。 

「サンプルプリント」 

HP - GL エミユレーションモードのいろいろな機能を使用したサンプルデータが 
印!刷されます。 

メモ I ステータスプリントは、 A 4 サイズの用紙に巧刷します。給紙カセットか手差しトレイに 
A 4 サイズの用紙をセットしてください。 

HP - GL /2 ユーテイリテイー （ HP - GL /2 専用ユーテイリテイー） 


ステータス プリント、サンプルプリント 

HP - GL /2 エミユレーシヨンモードでのプリンターの内部情報を印刷します。 

「ステータスプリント」 

HP - GL /2 専用セットアップメニユーで設定した内容が印刷されます。 

「サンプルプリント」 

HP - GL /2 エミユレーシヨ ンモードのいろいろな機能を使用したサンプルデータが巧刷され 
ます。 

メモ I ステータスプリントは、 A 4 サイズの用紙に巧刷します。給紙カセットか手差しトレイに 
A 4 サイズの用紙をセツトしてください。 

クリーニング 


A 4 、LTR 


クリーニング用紙を EP 刷して、定着□—ラーのクリーニングを行います。 
クリーニングを実行すると、ディスプレーに「クリーニングパターンを印刷す 
るための用紙をセットしてください。」とま示されますので、手差しトレイに A 4 
またはレターサイズの用紙を横置きにセットし、[オンライン]を押します。 

クリーニング用を圧が印刷されますので、クリーニング用紙の巧刷面を下にして 
手差しトレイにセットし、[オンライン]を押します。セットしたクリーニング 
用系圧が給おされ、クリーニングが行われます。 

メモ I 定着口ーラーのクリーニング操作については、ユーザーズガイド「第5章日常のメンテ 
ナンス」を参照してください。 


セツトアツプなかのメニユふ設を項目 


ユーテイリテイーメニューの設定項目 
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拡張カードリスト 


プリンターの化張ボードスロットに装着した化張インターフェイスボードの 
/くージョン、設定内容などが EP 刷されます。 

印字位置調整プリント 


「印字位置調整」 (^ P .3-41) で設定した EP 字位置が印刷されます。巧刷結まで 「EP 
字位置調整」の設定を確認することができます。 


扬~メモ1 印!字位置調整の操作については、ユーザーズガイド「第5章日常のメンテナンス」を参 
照してください。 

総印刷ページ数 


現在までに巧刷した卜ータル枚数をま示します。 

消耗品確認 


給紙情報、 胃 トナ^型番、トナー巧量 

「給紙情報」 

手差しトレイや給紙カセツトごとに、用を圧サイズや用紙残量のあり/なしをま示 
します。 

「トナー型き」 

トナーカートリツジの型番をま示します。 

「トナー巧量」 

トナーカートリツジのトナー残量をま示します。トナーカートリツジ交換の目 
をとして確認することができます。 


セットアップなかのメニユ I の雲項目 
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ユーテイリテイーメニユーの設定項目 













ジョブメニューの設を項目 


ジョブメニューでは、各種の履歴を巧刷することができます。 

ジョブ印刷履歴リスト 


コンピューターから印刷したジョブの履歴を印刷します。 

ジョブ印刷履歴リストには、ファイル名や印刷日時などが印刷されます。 

メモ I •ジョブの履歴がない場合は、何も EP 刷されません。 

•ジョブ印刷履歴リストには、最大48プヨブの履歴が巧刷されます。 

レポート印刷履歴リスト 


巧刷したステータスプリントやネットワークステータスプリントなどの履歴を 
印刷します。 

レポート印刷履歴リストには、巧刷日時などが EP 刷されます。 

( ；^ メモ I •ジョブの履歴がない場合は、何も EP 刷されません。 

• レポート印刷履歴リストには、最大16ブョブの履歴が印刷されます。 


セツトアツプなかのメニユ I の設ま項目 


ジョブメニューの設定項目 
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リセットメニューの設を項目 


リセットメニューでは、プリンターのリセット（ソフトリセット、ハードリセット）やプ 
リンターに残っている巧刷データを排出することができます。 

ソフトリセツト/ハードリセット 


トラブルが発生したときや、印刷を中止したいときのプリンターのリセットを 
行います。 

「ソフトリセット」 

ソフトリセットを行うと、次の処理を行います。 

•現在実行中の赃理を中止 

•プリンターメモリー内のジョブ、処理中のジョブ、受信した巧刷データを消ち 
ソフトリセットを行うには、巧の操作を行います。 

1. [リセット]を押す 

2. [ A ] で「ソフトリセット」を選択し、 [0 K ] を押す 

3. [▼] で「はし、」を選択し、 [0 K ] を押す 

「ハードリセット」 

ハ— ドリセットを行うと、次の処理を行います。 

•現在実行中の赃理を中止 

•プリンターメモリー内のジョブ、処理中のジョブ、受信した EP 刷データ、 
フォームデータなどの登録ファイルを消ち 
ハードリセットを行うには、巧の操作を行います。 

1. [リセット]を押す 

2. [▲] で「ソフトリセット」を選択する 

3. [0 K ] を5巧な上押して、指を離す 

4. [▼] で「はし、」を選択し、 [0 K ] を押す 


セットアップなかのメニユ I の雲項目 
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リセットメニューの設定項目 






重要 


• ソフトリセツトを行うには、あずコンピューター側で印刷中止の操作を行ってからにし 
てください。 

•ソフトリセツトまたはハードリセツトを行うと、そのとき印刷中のデータやすべてのイ 
ンターフェイスで受信中のデータは消去されますので、再度コンピューターから印刷し 
なおしてください。 

• ソフトリセツトまたはハードリセツトを行うと、他のインターフェイスのデータでも、 
すでにメモリーに受信されたデータはすべて消去されます。ネツトワークで使用してい 
るときは、他のコンピューターからのデータに影響しないようにリセットを行ってくだ 
さい。 


@ メモ I A - ドリセットを行うと、プリンターの RAM に保存されているフォームデータなどの登 
録ファイルはすべて消去されますが、ソフトリセツトでは消'去されません。 

排出 


コンピューター側で EP 刷を中止した場合や受信したデータが1ページ分に満た 
ない場合には、プリンターのメモリーに EP 刷データが残ってジョブが正しく終 
了しないことがあります。そのままでは、々のデータを受け取ることができず、 
次の印刷ができません。このようなときは、本項目の操作を行って強制的に巧 
刷データを排出してください。 


重要 


• LIPS/UPS LX プリンタードライバーからの印刷データは排出できません。 


•データを排出したときは、巧刷中のデータは消されますので、再度コンピューターから 
EP 刷しなおしてください。 


メモ1 •€[] 刷データがプリンターのメモリーに残ったまま、または印刷データがないのにジョブ 
が終了しない場合、ジョブランプが点巧しています。 

•ブョブのタイムアウトが設定されているときは、設定されている時間が経過すると、1 
ページ分に満たないデータも自動的に排出されます。工場出荷時の状態では、ジョブの 
タイムアウトは15巧に設定されています。 

•排出の操作を行ってもブョブランプが消灯しないときは、ソフトリセットを行ってくだ 
さい。い P .7-10) 


シャツトダウン 


本プリンターの機能を終了させます。 

WSD 印!刷を使用しているときは、シャットダウンを行うことで、プリンターの 
電源が切れたことをコンピューターに通知します。 

シャットダウンが実行されたあと、データ受信もパネル操作も行えない状態に 
なります。巧度巧刷する場合は、電源を入れなおしてください。 
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給紙選がメニューの設を項目 


給紙選択メニューでは、どの給お元から給を圧するかや、手差しトレイにセットする用を圧サ 
イズを設定することができます。 

給紙モード 


自動、カセット1、カセット2*、カセットが、カセット4*、手差しトレイ 

* 「カセット2」、「カセット3」「カセット4」は、オプションのぺーパーフイーダーが装着されて 
いる場合にのみ表示されます。 

給系圧するカセットやトレイなどを選択します。選択を、該当する位置の給紙元 
ま示ランプが点灯します。 


カセット1 


カセット 2* 

，オプション 


メモ 1 • 「自動」に設定した場合、自動給紙の巧をとなる給紙元を設定することができます。 

•自動給紙選択で、2つな上の給紙元に同じサイズの用紙がセットされている場合は、給紙 
元表示ランプに関係なく、上段の給紙元から給紙されます。用紙がなくなると、同じサ 
イズの用紙がセットされている他の給紙元へ自動的に切り替わります。 

• 「巧紙不一致時トレイ」い P .3-20) が「使う」に設定されている場合は、本項目の設定 
は無視され、給紙元の対象となっている給紙カセットに受信したデータの用紙がセット 
ホれていない場合は、手差しトレイから給紙します。 

•手差しトレイから給紙する場合は、セットした用紙のサイズをあらかじめ設定しておく 
お要があります。工場出荷時の設定は、 「 A 4」 に設定されています。 



セツトアツプなかのメニユ I の雲項目 
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手差しトレイ用紙サイズ 


A 4、 A 4 R 、 B 4、 A 3、 レタ ー 、レタ ー R 、 リーガル、レジャー、エグゼクテイ义フリー、 
ユーザー設をサイズ、ユーザー設定サイズ R 、 はがを、往復はがを、4面はがを、 
お筒角お2号、封筒長お3号、お筒洋お長3号、 A 5、 B 5 


手差しトレイにセットした用紙サイズを設定します。 

共通セットアップメニューの給おグループの「手差しトレイ用を圧サイズ」（ぅ 
P .3-17) でも同様の設定ができます。設定内容については、「手差しトレイ用紙 
サイズ」（斗. 3-17) を参照してください。 

カセット N ( N =1、2、3、 4) 用紙サイズ 


ユーザー設巧サイズ、ユーザー設定サイズ R 、 フリー 


* 「カセット N (N=1、2、3、 4) 用紙サイズ」は、田紙サイズ登録ダイヤルが 「Custom」 に設定され 
ている場合のみ表示されます。 

給系圧カセット（カセットし2、3、 4) にセットした用紙サイズを設定します。 
共通セットアップメニューの給紙グループの「カセット N ( N =1、2、3、 4) 用 
系圧サイズ」（ぅ P .3-19) でも同様の設定ができます。設定内容については、「カセッ 
卜 N ( N = l 、 2、3、 4) 用を圧サイズ」（寺 P .3-19) を参照してください。 

両面巧刷 


しない、する 

* 本項目は、オプションの両面ユニットを装着している場合にのみ表示されます。 

用系圧の片面に巧刷するか而面に印刷するかを設定します。 

共通セットアップ メニュ ーの給紙グループの「両面印刷」 (^ P .3-22) でも同様の 
設定ができます。設定内容については、「而面印刷」（今 P .3-22) を参照してください。 


セツトアツプなかのメニユ I の設ま項目 
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文字セツトコード表とコントロールコマンド 
リストについて 



本プリンター内蔵フォントのコードま （ LIPS 、 ESC / P ) が、本プリンター付属の CD-ROM 
の [ FONTLIST ] フォルダーに収められています。詳しくは、 [ FONTLIST ] フォルダー内の 
Readme ファイルを参照してください。 



本プリンターが標準で対応している2つのコント□—ルコマンド （ LIPS 、 ESC/P エミユ 
レーシヨン）の機能、書式、コード、パラメータをまとめたリストが、本プリンター付属 
の CD - ROM の [ COMLIST ] フォルダーに収められています。 UPS コント□—ルコマンドは 
[ LIPSCONT . TXT ] というファイル名で、 ESC/P エミユ レーシヨンコント□-ルコマンドは 
[ ESCPCONT . TXT ] というファイルをで入つています。テキストファイルですので、テキス 
トエディタなどを使ってご覧ください。 


扬"メモ1 UPS コントロールコマンドのさらに詳細な書式、使用例については、オプションの「プ 
ログラマーズマニュアル」を参照してください。 
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义字セットコードまとコント□-ルコマンドリストについて 






巧蔵フォント ID について 


本プリンターに内蔵されているフオントの ID 番号はな下の通りです。 


フォントを称 

フォントの 

フォント見本 書体 

Mincho-Medium-H 

001 

abcdefghi j klmno 过 b c d e 咖 j 

Mincho-Medium-HPS 

013 

ABCDEFGHUKLMNOabcdCfghij 

Mincho-Medium 

002 

あいぅぇぉカキクケコ差氏巣背 

Mincho-Medium-PS 

014 

あいぅぇぉカキクヶコ差氏巣背 

Gothic-Medium-H 

003 

abcdeFGH uKLUNOabcdCf 巨 hij 

Gothic-Medium-HPS 

015 

ABCDEFGHUKLMNOclbcdGfghij 

Gothic-Medium 

004 

あいぅ ぇぉカキクケコ差 氏巣 背 

Gothic-Medium-PS 

016 

あいぅ ぇぉカキクケコ差 氏巣 背 

LinePrinte 卜 Bold 

020 

abcdeFGH 1 J KLMNO dbcdSfghi j 

Garland-Medium-HP 

021 

abcdeFGH IJ KLMN 0 8 ,b CdCfghij 

Garland-Medium-H 

022 

abcdeFG 阻 jKLMNOab C cIg 地 y 


巧蔵フォントのについて 
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LIPS 巧蔵フオント 


■文字セットの属性について 

各文字セットは、次のような属性があります。 

•書体 

書体には、「明朝体」「ゴシック体」「ラインプリンター」「ガーランド」など多数 
の種類があります。 

• グラフィックセット 

あるグラフィックセットを選択すると、文字コードに対応するフォントパターンが決 
まります。グラフィックセットには、 「 ROMA 」 「 KATA 」「 H 旧 A 」 といった各国語の 
文字に巧応したものや、 「 N _ hKEI 」 といった置線や記号などがあります。 

•文字ピッチ 

文字を印刷する間隔です。固定ピッチでは、単位は 「CPI (1 インチあたりの文字 
数）」で示され、コマンドで固定した文字ピッチで印刷されます。「プ□ポーシヨナ 
ル」の文字ピッチは固定ピッチではなく、各文字によって異なります。 

•サイズ 

文字の大きさをポイント数で示します。単位は「ポイント」で示します。1ポイント 
は約 0.35 mm (1/72 インチ）です。「スケーラブル」のときは、属性として一定の文字 
サイズはありません。 

•スタイル 

スタイルには「直立体 （ Upright ) 」と「イタリック体 （ Italic ) 」があります。 

•太さ 

文きの太さには「標準 （ Medium ) 」「ボールド （ Bold ) 」「ライト （ Light ) 」があ 
ります。 
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LIPS 内蔵フォント 




■ LIPS 11+ 巧蔵フォントー覧 

文字セット名称のをにはグラフィックセットを付けて使用します。 
例） ALP 10 .XXX ぅ ALP 10 .ROMA 

1パイトビツトマツプフオント 


書体名 

文字セット名称 

グラフィックセット 

文字ピッチ 

サイズ 

スタイル 

太さ 

ラインプリンター 

ALP1 0 . X X X 

ROMA N_US A 
N_JPN KATA 

1 0.00 

1 2.00 

直立体 

標準 

ALP1 5 . X X X 

15.00 

7.2 0 

ALP1 125 . X X X 

11.25 

9.60 

明朝体 

A1224M .XXX 

ROMA N-USA 
NJ PN KATA 
HIRA N hKEI 

20.00 

7.2 0 

直立体 

標準 

A1632M .XXX 

1 5.00 

9.60 

A2040M .XXX 

12.00 

1 2.0 日 

A2412M .XXX 

ROMA N_USA 
NJ PN KATA 

10.00 

3.60 

A3216M .XXX 

7.5 0 

4.80 

A4020M .XXX 

6.00 

6.00 

ゴシック体 

A1224G .XXX 

ROMA N-USA 
NJ PN KATA 
HIRA N hKEI 

20.00 

7.2 0 

直立体 

標準 

A1632G . X X X 

15.00 

9.60 

A2040G .XXX 

12.00 

1 2.00 

A2412G .XXX 

ROMA N_US A 
NJ PN KATA 

1 0.00 

3.60 

A3216G .XXX 

7.5 0 

4.80 

A4020G .XXX 

6.0 日 

6.00 

Garland 

Garlandl 0 . X X X 

ROMA N」pn 
N/ USA N/GER 

N/SWDN/JPN 
N/UK N_UK 
N_USA N_SWD 
NJPN N_GER 
N_KATA N_HIRA 
N_GRF 

1 0.00 

1 0.80 

直立体 

標準 

Garlandl 2 . X X X 

12.00 

Garlandl 7 . X X X 

17.15 

GarlandPSI1.X X X 

プロポーシヨナル 




2バイトビツトマップフォント 


書体名 

文字セット名称 

グラフィックセット 

文字ピッチ 

サイズ 

スタイル 

太さ 


K24M .XXX 

J78 J83 

10.00 

7.2 0 



明朝体 

K32M .XXX 


7.5 0 

9.60 




K40M .XXX 


6.0 日 

1 2.0 日 

直立体 

標準 


K24G .XXX 


10.00 

7.2 0 

ゴシック 体 

K32G .XXX 


7.5 0 

9.60 




K40G .XXX 


6.0 日 

1 2.0 0 




LIPS 巧蔵フォント 
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■ LIPS lll / IV 巧蔵フォントー覧 

文字セット名称のをにはグラフィックセットを付けて使用します。 

例） NcourierlO'XXX 今 NcourierlO . ISO_UK 

グラフィックセットの「 * ①〜 ® 」 については、次ぺージのまを参照してください。 
1 バイトビツトマップフォント 


書体を 

文字セット名称 

グラフィックセット 

文字ピッチ 

サイズ 

スタイル 

太さ 


Ncourierl 日 .X X X 




直立体 

標準 


Ncourierl 0 I.X X X 

* の@⑤④ 

1 0.0 日 

1 2.0 0 

イタリック体 


Ncourierl 0 目 .X X X 





ボールド 

Courier 

Ncourierl 5 . X X X 

黄①⑤⑤ 

1 5.0 日 

8.1 6 




Ncourierl 7 . X X X 


1 6.66 

8.1 6 

直立体 

標準 


Ncourier20 .XXX 

黄①®⑤ 

2 0.00 

7.2 0 



嘴 

1 3.6 0 

8.1 6 




1 バイトスケーラブルフォント 


書体あ 

义字セット名称 

グラフィックセット 

文字ピッチ 

サイズ 

スタイル 

太さ 

明朝体 

Mine ho-Medium-H .XXX 

ROMA KATA HIRA 

固定 

スケーラブル 

直立体 

標準 

Mine ho-Medium-HPS.XXX 

ROMA KATA 

プロポーシヨナル 

コシック体 

Gothic-Medium-H.XXX 

ROMA KATA HIRA 

固定 

スケーラブル 

直立体 

標準 

Gothic-Medium-H PS.XXX 

ROMA KATA 

プロポーシヨナル 

ラインプリンター 

LinePrinter-Bold .XXX 

ROMA KATA 

固定 

スケーラブル 

直立体 

ボールド 

Courier 

Ncourier.XXX 

* ①③⑤⑥® 

固定 

スケーラブル 

直立体 

標準 

Ncourier-Bold .XXX 

ボールド 

Ncourier-ltalic .XXX 

イタリック体 

標準 

Ncourier-Boldltalic .XXX 

ボールド 

S wis s 

Swiss .XXX 

巧 ③⑤⑥ ® 

プロポーシヨナル 

スケーラブル 

直立体 

標準 

Swiss-Bold .XXX 

ボールド 

S wis s -Oblique .XXX 

イタリック体 

標準 

S wiss-BoldOblique.XXX 

ボールド 

Dutch 

Dutch-Roman .XXX 

が ③⑤⑥ ® 

プロポーシヨナル 

スケーラブル 

直立体 

標準 

Dutch-Bold .XXX 

ボールド 

Dutch-Italic .XXX 

イタリック体 

標準 

Dutch-Bold Italic .XXX 

ボールド 

S ymbol 

Symbol .XXX 

SYML SYMR 

プロポーシヨナル 

スケーラブル 

直立体 

標準 
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(巧 メモ I 1バイトビットマップフォント表と1バイトスケーラブルフォント表の「*①〜©」の部 
分には、次のようなグラフィックセツトが入ります。 


① 

ISO_UK ISO_USA ISO_S/F ISO_N/D ISOJPN ISO_GER ISO_FRC 

ISO ITY ISO SPN 

② 

88_UK 92_NL 92_UK 92_SWD 92_GER 92_FRC 96M_UK 

96IVLUSA 96M_S/F 96IVl_N/D 96M_GER 96M_FRC 96X_USA 

96P UK 96P USA 96P S/F 96P NOR 96P GER 96P FRC 

⑤ 

CN_CND CN_NL CN_SWS CN_UK CN_USA CN_SWD CN_N/D 

CNJPN CN GER CN FRC 

④ 

IBMR1 IBMR2 IBIV1850 IBMP IBM860 旧 M863 IBM865 旧 ML 

⑥ 

IBMR1 IBMR2 IBM850 IBM819 IBMP IBM860 IBM863 IBM865 

IBM1004 旧 ML IBML2 Win31L Win31R TURKISH 

⑥ 

PSR PSL 


2バイトスケーラブルフオント 


書体名 

文字セツト名称 

グラフィックセット 

文字ピッチ 

サイズ 

スタイル 

太さ 

明朝体 

Mincho - Medium.XXX 

J 78 

J 90 

固定 

スケーラブル 

直立体 

標準 

Mine ho - Medium-PS .XXX 

プロポーシヨナル 

角ゴシック体 

Gothic - Medium.XXX 

J 78 

J 90 

固定 

スケーラブル 

直立体 

標準 

Gothic - Medium-PS .XXX 

プロポーシヨナル 


LIPS 内蔵フォント 
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ESC / P エミユレーシヨンのページフオーマット 


ESC / P ェミュレーシヨンモードで印刷するときのぺージフオーマツトは、な下のとおりで 
す。 


扬"メモ 1 •アプリケーションソフトで設定した用紙サイズに合わせて、プリンター側の用紙サイズ 
も変更します。 ESC / P 設定メニューの「用紙サイズ」（斗. 5-9) で設定します。 

• 「実寸縦」、「実寸横」で ESC / P 専用セットアップメニューの「用紙サイズ」を「 A 3」 
に設定している場合、および「10インチー A 4 縦」、「15インチー A 4 横」、「15インチー 
B 4 横」、「84一 A 4 縦」、「84一 A 4 横」では、用紙の余白を有効に使って巧刷できるワイ 
ド領域モードが使えます。 

• 10 インチ XII インチの連続巧紙の 1 ぺーブあたりのサイズは、 254mm X279.4 mm です。 
15 インチ XII インチの連続用紙の 1 ページあたりのサイズは、 381 mm X279.4 mm です。 
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ESC / P エミユレーシヨンのぺージフォーマット 






■ ESC/P エミユレーシヨンのぺージフオーマット 


ESC / P 準拠プリンターにカット紙を横置きにセツ 
卜してが刷するときのフォーマット。 ESC / P 準拠プ 
リンターと同じ改行ピッチ、文字間隔で、実寸、ラ 
ンドスケープで印!刷します。 


ページ 
フォー マット 



Z 


ESC / P 準拠プリンターにカット紙を縦置きにセッ 
卜してが刷するときのフォーマット。 ESC / P 準拠プ 
リンターと同じ改行ピッチ、文字間隔で、実寸、ポ 
ートレイトで巧刷します。 


印!字文字 

初期状態で10ポイントのフォント 

「実寸縦 J と同じです。 

イメージの印字 

プリンターの解像度が異なるたか、 ESC / P 準拠プ 
リンターとは印字結果が若干異なります。 

「実寸撇と同じです。 


用紙サイズ 


A 3、目4、 A 4、 B 5、 A 5、 はがきサイズ。 A 3 サイズに印！ 
刷するときにワイド領域モードを設定できます。 


「実寸縦 J と同じです。 


A 4 サイズ 


A 4 サイズ 


印!き領域 



印!字領域 


印!字領域 


第一文字目 
の印!字位置 


先頭行 ( TOF 行)の左マージン位置です。 


「実寸縦 J と同じです。 


右マージン 


用紙サイズに関係なく、初期状態で345.4 mm 
(13.6 インチ）または ESC / P 設定メニユーやコント 
ロールコマンドで設定したちマージン位置になり 
ます。（有効印!字領域のち端を超えた場合は、はみ 
出たデータは巧刷されません） 


「実寸縦 J と同じです。 


ボトム位置 


ESC / P 準拠プリンターのカツトシートフィーダー 
の用紙エンド検出とほぼ同じ位置、または ESC/P 
設定メニューやコントロールコマンドで設定した 
ページ長になります。 


「実寸縦 J と同じです。 


設定値名 


実寸縦 


実マ樓 


カツト紙の場合のぺージフオーマット 


ESC / P 準拠プリンター 


縦置き 


本プリンター 


縦置き 


横置さ 


ESC / P 準拠プリンター 


横置さ 


本プリンター 


縦置き 


横置さ 



ESC / P エミユレーシヨンのぺージフオーマット 


8-9 







































































ESC / P 準拠プリンターに B 4 サイズのカット紙を縦置き 
にセットして印刷するときのフォーマット。 A 4 サイズに 
縮小し用紙のほぼ中央(ワイド領域では有効印字領域 
ほぼいっぱい)に、ポートレイトでが刷します。 


ESC / P 準拠プリンターに B 4 サイズのカット紙を横 
置きにセットして巧刷するときのフォーマット。 A 4 
サイズに縮小し、用紙のほぼ中央（ワイド領域モー 
ドでは有効が字領域ほぼいっぱい） に、 ラン ドスケ 
ープで 印!刷します。 


A 3、 B 4、 A 4 サイズ ( A 4 よル」、さい用紙へのプリントは 
保証しません)。 

A 3、 B 4 サイズを使用した場合でも、 A 4 サイズと同じ比 
率で縮小され印刷します。 

「 B 4 一 A 4 縦」と同じです。 

初期状態で8ポイントのフォントを、若干縮小して印字 
します。 

rB 4 一 A 4 縦」と同じです。 

プリンターの解像度の違いや縮小印刷のため、 ESC/P 
準拠プリンターの巧き結果とは見た目が異なります。 

「84 一 A 4 縦」と同じです。 


標準領域モード 
( A 4 サイズの場合） 


ワイド領域モード 
( A 3 サイズの場合） 


標準領域モード ( A 4 サイズの場合） 
■；；!；;； 20mm 



??mm 



:_ — 

f 


18mm 19mm 
ワイド領域モード ( A 3 サイズの場合） 



I 標準領域モードの印字領域 
ワイド領域モードの印字領域 


■標準領域モードの印!字領域 
■ワイド領域モードの印字領域 


標準領域モード： （ TOF 行)の在マージン位置です。 


rB 4-> A 4 縦」と同じです。 


標準領域モード: 用紙サイズに関係なく、初期状態で 
345.4 mm (13.6 インチ)です。（有効が字領域の右端を 
超えた場合は、はみ出たデータはが刷されません） 
ワイド領域モード: 印!字領域は本プリンターの有効巧 
字領域とほぼ同じです。 


rB 4-> A 4 縦」と同じです。 


標準領域モード: ESC / P 準拠プリンターのカットシート 
フィーダーの用紙エンド検出とほぼ同じ位置、または 
ESC / P 設定メニューやコントロールコマンドで設定し 
たページ長になります。 

ワイド領域モード: 有効巧字領域の下端とほぼ同じ位 
置です。 


「巨4 一 A 4 縦」と同じです。 


B い A4 縦 


B い A4 横 


カツト紙の場合のページフォーマット 


ESC / P 準拠プリンター 


本プリンター 


ESC / P 準拠：/リンター 


本プリンター 


縦置き 


縦置き 


横置を 


横置き 


縦置さ 


横置き 


m ミ 
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15 インチ XII インチ 


横置き 15インチXIIインチ 


横置さ 



ページ 
フオ ー 7ット 


10インチXIIインチ 


縦置き 


ESC / P 準拠プリンターに10インチ XII インチの 
連続用紙をセットしてが刷するときのフォーマ 
ット。 A 4 サイズに縮小し、用紙のほぼ中央(ワイ 
ド領域モードでは有効が字領域ほぼいっぱい） 
にポートレイトで巧刷します。 


ESC / P 準拠プリンターに15インチ X りインチの 
連続用紙をセットして印刷するときのフォーマ 
ット。 A 4 サイズに縮小し、巧紙のほぼ中央（ワイ 
ド領域モードでは有効巧き領域ほぼいっぱい) 
にランドスケープで印刷します。 


「 B 4 一 A 4 縦」と同じです。 


「 B 4^ A 4 縦」と同じです。 


用紙サイズ 


印!字文字 


初期状態で1〇ポイントのフォントを、文字間を 
つめて印字します。 


初期状態で8ポイントのフォントを、行間をつめ 
て巧字します。 


イメージの巧字 


「 B 4^ A 4 縦」と同じです。 


「 B 4 一 A 4 縦」と同じです。 


標準領域モード 


ワイド領域モード 


( A 4 サイズの場合） （ A 3 サイズの場合） 


標準領域モード ( A 4 サイズの場合） 
15mm 


印!き領域 





* 12mm 


i 卜 - 

- f 


18mm 19mm 

ワイド領域モード ( A 3 サイズの場合） 


: '：：： 8 mm 



I 質 ^^^^ 


5mm 5 mm 

I 標準領域モードの印!字領域 
ワイド領域モードの巧字領域 


第一文字目 
の巧字位置 


「 B 4^ A 4 織」と同じです。 


「 B 4 一 A 4 縦」と同じです。 


「 B 4^ A 4 縦」と同じです。 


「 B 4^ A 4 織」と同じです。 


ちマージン 


ボトム位置 


標準領域モード: 初期状態の巧字開始位置から 
279.4 mm (1 1インチ）（実際の用紙上では 
271 .8 mm {10.7 インチ})下、または ESC / P 設定 
メニューやコントロールコマンドで設定したぺ 
ージ長になります。 

ワイド領域モード: ち効が字領域の下端とほぼ 
同じ位置になります。 


標準領域モード: 初期状態の印字開始位置から 
279.4 mm (1 1インチ）（実際の用紙上では 
210.8 mm {8.3 インチ})下、または ESC / P 設定メ 
ニューやコントロールコマンドで設定したペー 
ジ長になります。 

ワイド領域モード: 有効が字領域の下端とほぼ 
同じ位置になります。 


設定値名 


10インチー A4 縦 


15インチー A4 横 


連続用紙の場合のページフォーマット 


ESC / P 華拠プリンター 


本プリンター 


ESC / P 準拠プリンター 


本プリンター 
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15 インチー B 4 横 

_連続用紙の場合のページフォ^マット_ 

ESC / P 準拠プリンター [ 本プリンター 

15インチXIIインチ 縦置き 


ESC / P 準拠プリンターに15インチ XII インチの連続用 
紙をセットして巧刷するときのフォーマット。 B 4 サイズ 
に縮小し、用紙のほぼ中央（ワイド領域モードでは有 
効が字領域ほぼいっぱい）にランドスケープでが刷し 
ます。 


A 3、 A 4 サイズ ( B 4 より小さい用紙への印刷は保証しま 
せん。） 

A 3 サイズを使用した場合でも B 4 サイズと同じ比率で 
縮小されプリントします。 


初期が態で10ポイントのフォントを、行間をつめて巧 
字します。 


rB 4- M 4 縦」と同じです。 


標準領域モード ( B 4 サイズの場合） 


9mm 9mm 

ワイド領域モード ( A 3 サイズの場合） 



5mm 6mm 

I 標準領域モードの巧き領域 
ワイド領域モードの印!字領域 


「 B 4 一 A 4 縦」と同じです。 


「 B 4 一 A 4 縦」と同じです。 


標準領域モード： 初期状態の巧字開始位置から 
279.4 mm (1 1インチ）（実際の用紙上では266.7 mm 
{10.5 インチ})下、または ESC / P 設定メニューやコント 
口ールコマンドで設定したぺージ長になります。 

ワイド領域モード: 有効印字領域の下端とほぼ同じ位 
置になります。 
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■ページフォーマツトと E |] 字範囲 

標華領域モード 


術数 lOcpi 、 巧数 6 lpi ) 


ぺージフォーマット 

印字範囲 

A 3 

B 4 

A 4 

B 5 

A 5 

はがを 

実寸縦 

文字数 

112 

97 

78 

67 

54 

35 

行数 

92 

78 

63 

54 

42 

28 

実寸橫 

文字数 

136 

136 

112 

97 

78 

54 

行数 

63 

52 

42 

36 

28 

16 

10 インチー A 4 縦 

文字数 

80 

80 

80 

X 

X 

X 

行数 

66 

66 

66 

X 

X 

X 

15 インチ— > A 4 横 

文字数 

136 

136 

136 

X 

X 

X 

行数 

66 

66 

66 

X 

X 

X 

15 インチ—横 

文字数 

136 

136 

X 

X 

X 

X 

行数 

66 

66 

X 

X 

X 

X 

B 4^ A 4 縦 

文字数 

97 

97 

97 

X 

X 

X 

行数 

78 

78 

82 

X 

X 

X 

B い A 4 横 

文字数 

136 

136 

136 

X 

X 

X 

行数 

52 

52 

52 

X 

X 

X 


X :印字不可能または印字データが欠落する場合があります。 

表中の文字数/行数は、上余白、用紙位置微調整、ちマージン既定値初期状態の場合です。 


ワイド領域モード 


術数]日 cpi 、 行数 6 Ipi ) 


ぺージフォーマット 

印!字範囲 

A 3 

B 4 

A 4 

B 5 

A 5 

はがき 

実寸縦 

文字数 

112 

- 

- 

— 

— 

- 

行数 

95 

- 

- 

- 

— 

- 

実寸横 

文字数 

161 

- 

- 

- 

- 

- 

行数 

66 

- 

- 

- 

- 

- 

10インチー A 4 縱 

文字数 

115 

99 

80 

X 

X 

X 

行数 

98 

84 

68 

X 

X 

X 

15インチ ^ A 4 横 

文字数 

215 

186 

150 

X 

X 

X 

行数 

99 

85 

68 

X 

X 

X 

15インチ横 

文字数 

161 

139 

X 

X 

X 

X 

行数 

77 

66 

X 

X 

X 

X 

B 4^ A 4 縦 

文字数 

150 

129 

104 

X 

X 

X 

行数 

127 

109 

88 

X 

X 

X 

B 4^ A 4 横 

文字数 

215 

186 

150 

X 

X 

X 

行数 

88 

76 

61 

X 

X 

X 


X :印字不可能または印字データが欠落する場合があります。 

表中の文字数/行数は、上余白、用紙位置微調整、ちマージン既定値初期状態の場合です。 
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ダンプリスト 


■へキサダンプリスト 

動作モード選択で 「 HEX - DUMP 」 を選択すると、コンピューターから送信されたデータ 
を図巧や文字に変換せずに、16進コードで巧刷します。 

1行に32バイトの16進コードを印字します。16進コードに対応する文字をリストの右 
側に EP 字します。 A 4 サイズポートレイトでのみ印刷できます。 

(操作ち法：「動作モードグループの設定項目」ぅ P .3-45) 



Version : R0. 08/BEP5C25I 

Page : 2 


00660 

00680 

006A0 

006C0 

006E0 

00700 

00720 

00740 

00760 

00780 

007A0 

007C0 

E4 76 3D IF 90 48 64 52 

0D 07 84 42 61 SO B8 64 

39 24 96 4D 27 94 4A 65 

36ID OF S8 44 62 SI 38 

S2 的 64 B6 SD び 90 が 

A い 6 2D 17 扣 46 63 51 

40 80 01 EO 50 38 24 け 

B8 E4 76 3D IF 90 48 64 

か = HdR 
.. Ba け d 

9$ M' le 
6.. DbQ8 

R ケ d が / « 
V-. Fcq 

1 . か化 
け v=. Hd 


52 39 24 96 4D 27 94 4 A 

64 36 ID OF 88 44 62 SI 

65 52 B9 64 B6 5D 2F 90 

38 A4 56 2D 17 8C 46 63 

40 40 80 01 EO SO 38 24 

51 B8 E4 76 3D IF 90 48 

I60D07 84 42 61 SOBS 

64 52 39 24 96 の 27 94 

m M' J 

d6 ..刖 Q 

eRM 力 ]/ 

8.V- Fc 

96 . ガ P8$ 
a"v=. t 

..BaP ク 
dR9$ M' 

4A 65 52 B9 64 B6 5D 2F 

51 38 A4 56 2D 17 8C 46 

90 40 40 80 01 EO SO 38 

63 SI B8 64 76 3D IF 90 

24 I6 0D07 84 42 61 50 

48 64 52 39 24 96 4D 27 

B8 64 36 ID OF 88 44 62 

94 4A 65 52 B9 64 B6 5D 

leRW 力 !/ 
Q8. V- F 

i§ . flP8 
cQ クゴド . 

J. .. BaP 

mn M' 

ク d6.. Db 

JeR ケ d 力 ] 

2F 90 40 40 80 01 EO 50 

46 63 SI B8 E4 76 3D IF 

38 24 け邮 07 84 42 61 

90 48 64 52 39 24 96 2D 

50 B8 64 36ID OF 88 44 

0100 OF 00 FE 00 04 00 

62 5] 38 A4 56 2D17 8C 

0] 00 00 00 00 00 00 00 

/ @8 . )SP 
FcQ クゴ v=. 

8$... Ba 
HdR9j - 

P 夕 d6.. D 

bQ8. V-. 

00 01 03 00 01 00 00 00 

08 00 00 00 03 01 03 00 

9100 00 00 01 0103 00 

01 00 帅 00 05 00 00 00 

0100 00 00 25 00 00 00 

06 01 03 00 01 00 00 00 

02 01 的 00 0 100 邮邮 

03 00 00 00 11 0104 00 





OS 00 00 0018 06 00 00 

17 01 04 00 05 帅 00 00 

15 01 03 00 0 i 00 00 00 

2C 06 00 00 

01 00 00 00 16 01 04 帅 

0100 00 00 08 00 00 00 
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■ UPS ダンプリスト 

動作モードメニューで rUPS - DUMP 」 を選択すると、コンピューターから送信されたデー 
夕を図巧や文字に変換せずに、 UPS のコント□ールコマンドの巧式で EP 刷します。 

現在選択されている給を圧元の用を圧サイズで印刷します。 

(操作ち法；「動作モードグループの設定項目」ぅ P .3-45) 


Version : 02 •帅 .RLOO/B び 5D け 9/FTSD け Page :1 


00000 fee c] lec P 4 1; 6 0 0 J ec J^liec < l[ec [1 1 hljec [ ? 6 — i_] 卜 c [ 3 0 0 0 ; 1 . r ]72 的 67 72 扣 67 


00042 72 访折 72 的 67 72 的 67 巧的 67 72 的 


♦ 本 * skip 2960 Byte * * * 

03016 _ 65 67 巧抵 67 72 把 67 巧出折で的折 72 拍折で扣折 f^c [ 0 ;1 xlJec [ {]_[ec ( 0 ; 4 x]_[ec ( f]jec I 0 

03057 TTxlJec [ 5 0 0 ; 5 0 0 f| FI しし NAME — —— > —HEIGHT. 004 — - T.KAWAI 

03104 丄 wPzMincho-Hedium. J 7 8 ec 也 ec [ ? 3 5 0 — KJjec [10 0 0 。山 ec [ 3 0 0 0:4 

03150 5 OTT) ! V ! V ! V !! J 8 ; 2 9 b ; X D j L ? N a ! M V ! V ! V い c い 8 5 0 — Kljec [350 

03197 — Cljec [ 5 0 0 0 ;15 0 0 fijec [4 ml !vJ8;z9b ： X0jL?Na$G;XDj$7$?]ec[ 

03243 7in|Bg$-$5$NJ8 ： z$K$J$k$ + ]ec[27in| !J#2XPX$XH!&X9X1! < X i X 

03291 _VXk!&XUX)XsXH! K 」《 [ 2 4 ml 丄 ec [27500; 12000 fjjec ts mL# C # 0 M # M 


• 枠囲みパターンについて 

コマンドとして解釈できるものは、コマンド単位に枠で囲み EP 字されます。テキストモー 
ドからベクタモードへ、またはべクタモードからテキストモードへ移行した場合は、改 
行によって区別します。 

• 改行-改ページを示す記号 

nn If (改行 )、 vt (垂直タブ )、 ni (復帰改行）による改行を伴うコマンド、ま 
—たは ff (改ページ）による改ページを伴うコマンドがあった場合に巧字され 
ます。（例 ： If I ) 

•異常終了を知らせる記号 

— j ~命令終了コードが送られるまえに、命令開始コードが送られた場合、または、 
^~ 16進コードのダウン□ー ドで16進コードな外の文字が送られた場合に印字 
されます。 

【例】 ！ 

00000 fee [ ] fee [ 5 miABCD 


ダンプリスト 8-15 





























■ LIPS ダンプリストの文字-記号の表記 

制御データは次に示す省略記号を使って巧きします。 



0 

1 

7 

8 

9 

F 

0 

nu ( NUL ) 

dl ( DLE ) 


80 

dc ( DCS ) 


1 

sh ( SHO ) 

dl ( DCl ) 


81 

91 


2 

sx ( STX ) 

d 2( DC 2) 


82 

92 


3 

ex ( ETX ) 

d 3( DC 3) 


83 

93 


4 

et ( EOT ) 

d 4( DC 4) 


ix ( IDX ) 

94 


5 

eq ( ENQ ) 

nk ( NAK ) 


nl ( NEL ) 

95 


6 

ak ( ACK ) 

sy ( SYN ) 


86 

96 


7 

bl ( BEL ) 

eb ( ETB ) 


87 

97 


8 

bs ( BS ) 

cn に AN ) 


hs ( HTS ) 

98 


9 

ht ( HT ) 

em ( EM ) 


89 

99 


A 

lf ( LF ) 

sb ( SUB ) 


vs ( VTS ) 

9 八 


B 

vt ( vr ) 

ec ( ESC ) 


pd ( PLD ) 

cs ( CSI ) 


C 

げ ( FF ) 

fs ( FS ) 


pu ( PLU ) 

が ST ) 


D 

cr ( CR ) 

gs ( GS ) 


ri ( RI ) 

9 D 


E 

so ( SO ) 

rs ( RS ) 


s 2( SS 2) 

9 E 


F 

si ( SI ) 

us ( US ) 

de ( DEl _) 

S3 に S 3) 

9 F 

FF ( DEL ) 


•ベクタモードの UPS ダンプリスト 
-命令は全を文字で印字されます 

-パラメータは10進コードで、文字パターンは16進コードでそれぞれ印字されます。 
-パラメータが2つな上連続するときは、パラメータの間にスペースが入ります。 


@メモ 1 • 通雷の文字で印字されるデータはそのまま巧字されます。 

• ダウンロー ドするデータが多い場合は、先頭から20バイトと最後から20バイトのみを巧 
字し、その間のデータを印字しません。 

•文字コード 20 h (16 進コード）は「■_■」、文字コード AOh (16 進コード）は 「 AO 」 で印! 
字されます。 

•制御コードは大文字で、省略記哥ホ小文字で印字されます。 

【例】 改ページう ff FFh (16 進コード）并 F 
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動作モード共通のリスト 

動作モード共通のリストについて説明しています。 


重要 


ここに掲載されているリストはサンプルです。お使いのプリンターで出力したリストと 
は一部内容が異なる場合があります。 


共通 ステータス プリント 

搭載している RAM の容量や印刷環境の設定内容な 
どが印刷されます。 

1. オンライン状態になっていることを確認します。 

2. [ユーティリティー]を押してユーティリティー 
メニューをま示します。 

3. U]、[▼] を押して「共通ステータスプリント」 
を選択し、 [0K] を押します。 

4. 「実行しますか？」の画面で、 [▼] で「はい」を 
選択し、 [0K] を押して印刷します。 


CATIOfl LB け。 0 






二;/咒 ■■■» 

-远巧黨 
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ネットワークステータスプリント 

本プリンターに内蔵されているプリントサーバーの 
パージョンや設定内容などが巧刷されます。 

1. オンライン状態になっていることを確認します。 

2. [ユーティリティー]を押してユーティリティー 
メニューをま示します。 

3. [A]、[▼] を押して「ネットワークステータス 
プリント」を選択し、にのを押します。 

4. 「実行しますか？」の画面で、 [▼] で「はい」を 
選択し、 [0K] を押して EP 刷します。 



印字位置調整プリント 


各給紙元の現なの印字位置が EP 刷されます。印刷結 
まで印字位置の調整を行います。詳しくは、ユーザー 
ズガイド「第5章日常のメンテナンス」を参照して 
ください。 

1. [オンライン]を押してオフライン状態にします。 

2. [給紙選択]を押します。 

3. [▲]、[▼]で「給を圧モード」を選択し、 [0K] 
を押します。 

4. [▲]、[▼]で巧字位置を確認したい給紙元を選 
択し、 [0K] を押します。 

5. [オンライン]を押してオンライン状態にします。 

6. [ユーティリティー]を押してユーティリティーメ 
ニューをま示します。 

7. [▲]、 [▼] を押して「印!字位置調整プリント」を 
選択し、 [0K] を押します。 

8. 「実行しますか？」の画面で、 [▼] で「はい」を 
選択し、 [0K] を押して印刷します。 


田 田 田 


田 田 


田 田 田 
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動作モード専用のリスト 

動作モード専用のリストについて説明しています。 


重要 


ここに掲載されているリストはサンプルです。お使いのプリンターで出力したリストと 
は一部内容が異なる場合があります。 


UPS ステータス プリント 

LIPS 専用セットアップメニューの設定内容が巧刷さ 
れます。 

1. オンライン状態になっていることを確認します。 

2. [ユーティリティー]を押してユーティリティーメ 
ニューをま示します。 

3. [A ]、[▼] を押して 「 LIPS ユーティリティー」 
を選択し、 [0K] を押します。 

4. [A]、[▼] を押して「ステータスプリント」を選 
択し、 [0K] を押します。 

氏「実行しますか？」の画面で、 [▼] で「はい」を 
選択し、 [0K] を押して印刷します。 
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UPS フォントリスト 

UPS モードで使用できるフォントの一覧が印刷され 
ます。 

1. オンライン状態になっていることを確認します。 

2. [ユーティリティー]を押してユーティリティーメ 
ニューをま示します。 

3. [ A]. [▼] を押して 「 LIPS ユーティリティー」 
を選択し、 [0 K ] を押します。 

4. [A].[ t ] を押して「フォントリスト」を選択し 
[0 K ] を押します。 

5. 「実行しますか？」の画面で、 [▼] で「はい」を 
選択し、 [0 K ] を押して印刷します。 



メモ I この他に、本プリンターに内容が登録されている場合にのみ、 flips オーバーレイリスト丄 
「 LIPS マクロリスト」、 「 UPS フォームリスト」、 「 LIPS 才ーバーレイプリント」が前制され 
ます。 

ESC / P ステータスプリント 

ESC/P き用セットアップメニューの設定内容が印刷 
されます。 

1. オンライン状態になっていることを確認します。 

2. [ユーティリティー]を押してユーティリティーメ 
ニューをま示します。 

3. [A ]、[▼] を押して 「 ESC/P ユーティリティー」 

を選択し、 [0K] を押します。 


4.U]、[▼] を押して「ステータスプリント」を選 
択し [0 K ] を押します。 

実行しますか？」の画面で、 [▼] で「はい」を 
選択し、 [0 K ] を押して印刷します。 


ESC/P ステータスプリント 
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本プリンターについてのミ主意事項 


本プリンターは従来のレーザーシヨットシリーズと仕様が異なる点があり、操作のしかた 
や印刷の結まが異なることがあります。な下に、本プリンターと従来シリーズとの違いに 
ついてまな';主意点を説明します。 


従来 UPS 川シリーズとの違いについ- 


従来 UPS III シリーズとは、 LBP - A 309 GI し A 304 GII 、 A 304 EI し A 304 E 、 310、320、 320 PRO 、 
350、 B 406 GII 、 B 406 G 、 B 406 EI し B 406 E 、 B 406 S 、 B 406 D 、 A 404 F 、 A 404 GII 、 A 404 E 、 
A 404、 A 405」 t ■です。 


■ フォント 

.本プリンター内蔵の明朝体•巧ゴシック体は「平成」書体を採用しています。従来シ 
リーズとは書体が異なるため文字のデザインや太さなど印字結まが異なります。ま 
た、楷書体フォントについても従来シリーズの書体と異なっています。 

•従来機で使用していたグラフィックセット「」83」を「」90」に改名し、 JISX 0208-1990 
で追加された2文字（コード7425および 7426) を追加しました。 

•クーリエのスケーラブルフォントや従来の」 BM 1 フォントカード相当など、追加された 
フォントがあるため UPS モードで正確なフォント選択をしていなかった場合、追加さ 
れたフオントで印刷されることがあります。 


■ データ化理解像度 

•従来のシリーズでは 300 dpi /240 dpi で入カデータを処理していましたが、本プリン 
夕一では 600 dpi で処理をしています。このため、印刷結果などに細かな違いが出てく 
る場合があります。 UPS / エミユレーシヨ ン各モードでのをなま意点はな降の各モー 
ドのを意点をご参照ください。 


■ 巧画化理の違い 

•図巧や文字の巧刷の巧画処理が効率化-統合化等のために変更されており、線のパ 
ターンやを続-強調 EP 字など細かな印刷結まやスピードに違いが出ることがありま 
す。 


■ メニュー 操作 

•従来シリーズと環境設定メニューの構造が異なつており、 LIPS / エミュレーション 
共通メニューと各動作モード固有のメニューに分かれています。また、設定したメ 
ニュー値は操作の都度記憶されリセットや電源オフをしても引き継がれます。 

•本プリンターでは複数の エミュレーショ ンの切り替えをサポートしており UPS でも エ 
ミュレーションでもひとつの EP 刷単位を「ジョブ」として取り扱います。ひとつの 
「ジョブ」がタイムアウトやジョブ終了コマンドで終了すると巧刷環境などが初期化 
されます。 
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■ インターフェイス関連 

•従来のシリーズでは ME-CARD な外の エミユ レーションではインターフェイスを切り替 
えることができませんでしたが、本プリンターではすベての エミユ レーションでイン 
夕ーフェイスを使用して切り替えることができます。 

•自動インターフェイス切り替えでは従来のシリーズと異なりすべてのインターフェイ 
スからのデータを同時に受信します。 

■ メモリー 

•従来のシリーズとはメモリー管理のち法が異なっており巧字データや登録データで使 
用可能なメモリー容量が異なります。 

■オプションのメモリーやフォントなど 

•従来シリーズの化張 RAM ボード、コント ロール ROM は使用できません。本プリンター 
専用のオプシヨンをご使用ください。 


な下に各モード固有のま意について記載します。 

■ UPS III モード 

•リセット時などの論理用を圧サイズの初期化は、従来シリーズではカセットの用紙サイ 
ズに従っていましたが、本プリンターではメニューの「デフォルト用を圧サイズ」の大 
きさに巧巧化します。これにより複数の EP 字データが連続したときの処理の効率化を 
図っています。 

•従来のシリーズでは文字セット登録時、文字セット巧助命令でスケーラブルするかど 
うかを指定しましたが、本プリンターでは指定に関わ らず又ケーラブ )レ化して登録し 
ます。このため、印刷時に正しいサイズを指定していなかった場合、従来と異なるサ 
イズで印字が行われます。 

•ファインモードでのミ主意点 

•ファインモードでは 600dpi でデータを処理するためべクタモードの座標範囲が約 
5.5m 四ちから半分の約 2.8m 四ちになります。 

- 600dpi で EP 刷されるため、置線等の太りかたやパターン等に微妙な違いが出ることが 
あります。 

■ UPS II モード 

•従来シリーズでは UPS II モードは 240dpi で処理されていましたが、本プリンターでは 
600dpi で処理します。このためな下のような違いが出ることがあります。 

•塗りつぶしノ《ターンの細かさや線の太さが若干異なります。 

. 書体の違いに加えてスケーラブルフォントを使用することによる EP 刷結果の違いやス 
ピードの違いがあります。 

•イメージデータ（写真画像など）や文字登録データなど 240dpi のドットパターンは 
600 dpi に自動的に変換されるため、巧刷結まの見た目が異なります。 

-従来 240dpi で EP 字位置を処理していたのに対し 600dpi で処理するため図巧や文字 
などの印字位置に微妙な違いが出ることがあります。 

•ベクタ モー ドの座標範囲は LIPS III のファイン モー ドでのま意点を参照してください。 
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•リセツト時などの論理用を圧サイズの初期化は、従来シリーズではカセツトの用紙サイ 
ズに従っていましたが、本プリンターではメニューの「デフォルト用を圧サイズ」の大 
きさに初期化します。これにより複数の巧字データが連続したときの処理の効率化を 
図っています。 

•描画処理の違いにより網掛けを重ねあわせたときに印刷結まが異なることがありま 
す。 


■ 巧蔵エミユレーション 

•従来シリーズでは内蔵エミュ レーショ ンは 240dpi で処理されていましたが、本プリン 
夕一では 600dpi で処理します。このためな下のような違いが出ることがあります。 
•塗りつぶしノ《ターンの細かさや線の太さが若干異なります。 

-書体の違いに加えてスケーラブルフォントを使用することによる印刷結まの違いやス 
ピードの違いがあります。 

•イメージデータ（写真画像など）や文字登録データなどのドットパターンは 600dpi に 
自動的に変換されるため、巧刷結まの見た目が異なります。また、イメージの補正処 
理の選択はできません。 

. 本プリンターでは巧字位置を 600dpi で処理するため図おや文字などの印字位置に微妙 
な違いが出ることがあります。 

•従来シリーズの PCA-AX/3 に搭載されていたキヤノン独自の化張機能には巧応していま 
せん。ただし、オプションのコント ロール ROM を装着することで、対応可能になりま 
す。 

•ジョブタイムアウトやメニュー操作によリエミュレーションのプリンター設定は初期 
化されます。 

•巧画処理の違いにより修飾文字を重ねたときの見た目が異なる場合があります。 


、従来 UPS IV シリーズとの違いについ- 



※従来 UPS IV シリーズとは、 LBP-730、 720、830、450、430、740、750、930などです。 

•従来のシリーズとはメモリー管理の方法が異なっており、印字データや登録データで使用 
可能なメモリー容量が異なります。 

•オプションのコント ロール ROM を ご 利用になる場合、必ず本プリンターに対応のものを 
お使いください。従来 UPS IVシリーズにのみが応しているオプションのコント□—ル ROM 
は、本プリンターでは使えません。 


LIPS IVc 搭载のカラー BJ との違い 


• LIPS IVは LIPS IVc を包含したコマンド体をですが、ハード的な違いなどな下のようなま意 
点があります。 

-カラー B」 は UPS IVc のコマンドを 360dpi で処理しますが、本プリンターは 600dpi で処理 
するため印刷結果の見た目が異なることがあります。 

•カラー B」 とは上余白/下余白（非有効巧字領域）が異なります。 

•本プリンターはモノクロのプリンターなので、冗長な色情報がさまれているカラー巧刷 
用のデータは効率的ではありません。一般的にカラー巧刷とモノクロ印刷を指定できる 
場合は、モノクロ印刷を選択することをおすすめします。また、本プリンター専用ドラ 
イバーが選択できる場合はそちらを選択してください。 
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本プリンターの制限事項 


•LIPS メニューよりお大/縮小を行う場合、 UPS 11+モード用ユーザー登録文字セットおよび 
ビットマップフォント Garland PS11/ALP10/ALP15/ALP1 125は Ep きされないことがあ 
ります。 

•薄いグレーパターンで枠内を塗りつぶしたり、文字や線を印字する場合などにグレーパ 
ターンが正しく EP 字されないことがあります。 

•テキストモードで縦書きに文字を印字する場合、2バイト和文プ□ポーシヨナルフォント 
(Mincho-Medium-PS.XXXs Gothic-Medium-PS.XXX) は使用できません。文きピッチが 
固定しているフォントをお使いください。 

•印字データや登録データで使用可能なメモリー容量は、プリンターの機種により異なりま 
す。 

•本プリンターでは、印字品質保持のための濃度調節や温度調節、あるいはエンジン状態監 
視のために、一時的に印刷が中断されることがあります。 


ESC / P 準拠プリンターとの違い 


ESC/P エミュレーシヨンモードでは、 ESC/P 対応アプリケーシヨンソフトによる印刷がで 
きますが、 ESC/P 準拠プリンターとは異なる点があります。印刷にあたってはな下の点に 
ごま意ください。 

■ 解像度の違いについて 

ESC/P 準抛プリンターの解像度1撕 dpi に対し本プリンターは解像度 600dpi で、各ぺ一 
ジフォーマット毎の縮小率によってデータを変換します。これによって、印刷結果が 
ESC/P 準抛プリンターと異なることがあります。 

•イメージデータ 

解像度/縮小率によってドットパターンが変換されるため、線の太さやグラフィック 
パターンが異なって見えることがあります。 

とくに「15インチ今 B4 横」では水平ち向と垂直方向の縮小率が異なるため、イメージ 
全体が横長になります。 

•登録文字 

24X24 ドット構成のかきは、8ポイント相当、 32X32 ドット構成の外字は10ポイント 
相当のドット構成に変換されるため、 EP 字したときに文字パターンが変化したように 
見えることがあります。ダウン□—ド文字セットも同様にドット構成が変換されま 
す。 

•印字間隔等 

解像度/縮小率によって印字間隔が変換されるため、半端な値によって印字にズレを 
生じることがあります。 

•右マージン 

文字が右マージンをわずかりドット未満）でも超える場合は、改行します。 
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■ 文字パターンの違いについて 

•文字サイズ 

「実寸縦」、「実寸横」、「10インチ* A 4 縦」、「15インチぅ B 4 横」では10ポイン 
卜、「15インチ与 A 4 横」、 「 B 44 A 4 縦」、 「 B 4 ぅ A 4 横」では8ポイントの文字が印字 
されるため、 ESC / P 準拠プリンターより若干小さめに見えることがあります。特に縮 
小モードでは、ぺージフォーマットの縮小率よりも小さな文字サイズになります。ま 
た、□ーマン文字では英数のみ文字幅が細めになります。 


•フオントデザイン 

ESC / P 準拠プリンターとはフォントのデザインが異なります。このため、特殊文字等の 
字巧や ANK / 漢字のバランスが若干異なって見えるようになります。 

•2 バイトコードの未定義領域 

2バイトコードの中で、 ESC / P では未定義の領域に本プリンター専用の文字パターンが 
割り当てられている部分があります。このため、この部分のコードを印字すると本プ 
リンター特有のパターンが EP 字されます。 


■ その他の制限 

•登録文字数とメモリーオーバー 

文字の登録を行つているとき等にメモリーが不足すると、「ダウン□—ドメモリが足 
りません。」のメッセージがま示されます。 

登録文字数を増やしたい場合は、な下のようなち法で空きメモリーを増やして再度巧 
刷してください。 

.ハードリセットをするか、プリンターの電源を入れなおす 
•オプシヨンのあ張 RAM の増設 
• 白を圧の排出 

ESC / P エミユレーシヨンモードでは、ページ巧に印字データがないと排を圧を行いませ 
ん。 

• ESC/P スーパー 

ESC / P エミユレーシヨンモードは ESC / P 24- J 84 仕様にのみ対応しているため、 ESC / P スー 
パーの プリ ンター設定では正しく印刷されません。 
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[オンライン], 1-5 
[給紙選択], 1-5 
[ジョス， 1-6 
[ジョブ確認/中止], 1-5 
[セットアップ], 1-6 
操作キーの使いかた， 1-5 
[ユーティリティー], 1-6 
[リセット] ,1-6 
起動待機時間， 3-29 
給紙グループの設定項目， 3-17 
給紙選択メニューの設定項目， 7-1 2 
給を圧モード， 7-1 2 
行数， 4-1 2 


< 

国別文字， 5-1 2 
クリー ニン グ ，7-7 


け 

警告処理， 3-1 2 
警告ま示 

Imaging , 6-4 
共通， 3-1 4 


8-28 索引 



巧数， 4-12 


こ 


コネクション認識， 3-40 
コピー枚数， 3-32 


せ 

設定完了通知， 3- 16 

設定の優先順位， 1-3 

セッ ト アップメニユ ー ， 2-5 

セツトアップメニューの初期化， 2-5 


自動 エラー スキップ， 3-13 
自動改行， 4-1 3 
自動改ページ， 4-13 
自動切替， 3-49 
自動切り替えモード， 3-45 
自動選択， 3-20 
シ ヤツ トダウン， 7-11 
縮小文字， 5-13 
消耗品確認， 7-8 
ジョブー覧ま示， 3-44 
ジョブ EP 刷履歴リスト ，7-9 
ジョブタイムアウト ,4-14 
ジョブメニューの設定項目， 7-9 


す 

ス——ノ く——スム——ス， 3-3 ら 
スタートアップマクロ， 4-9 
ステータスプリント 
ESC / P , 7-5, 8-20 
HP-G し 7-7 
15577,7 -6 
UPS , 7-4,8-19 
N 201,7 -6 
共通， 7-4,8-17 
スリープモード， 3-9 
スリープモード移行時間， 3-10 


そ 

総印刷ページ数， 7-8 

その他のグループの設定項目， 5-1 7 

ソフトリセット ,7-10 


た 

タイマー設定 

ウェイクアップ時刻， 3-10 
ウェイクアップタイマー， 3-10 
スリープ時刻， 3-11 
スリープタイマー， 3-11 
ディープスリープ時刻， 3- 12 
ディープスリープタイマー， 3-11 
タイムアウト 

タイムアウト ，3-39 
タイムアウト時間， 3-40 
ダイレクトプリント ， xii 
縦位置補正， 3-32 
単票用紐;長， 5-1 6 
ダンプリスト， 8-14 


ち 

中間調選択， 3-37 


索引 8-29 



て 

デイスプレーの見かた， 1-7 
手差しトレイ優先， 3-1 8 
手差しトレイ用紙サイズ， 3-1 7, 7-13 
デフオルト用紙サイズ， 3-19 
デフォルト用紙種類， 3-21 


と 

動作 モー ドグループの設定項目， 3-45 

動作モード選択， 3-45 

動作モードの自動切り替え， 3-48 

登録レベル， 5-17 

特殊印字モード A , 3-43 

特殊両面処理， 3-35 

とじしろ， 3-34 

とじち向， 3-33 

とじ方向ととじしろの設定， 3-35 
トナー残量アイコンま示， 3-16 
トナー濃度， 3-37 
ドラフトモード， 3-36 


な 

内蔵フオント， 8-3 


ね 

ネツトワークステータスプリント ，7-4,8-18 


は 

ハードリセット ，7-10 
排出， 7-11 


白紙節約 

LIPS 4,4-14 
LIPS LX , 4-1 5 


ひ 

日付/時刻設定， 3-14 
ま示言語， 3- 13 

標準ネットワークグループの設定項目， 3-23 

ふ 

ファームウエア更新 

USB , 3-44 

標準ネットワーク ,3-44 
フォント ID ,5-11 

フォントグループの設定項目， 5-1 1 
フオントリスト， 8-20 
複数ページ印!刷， 4-4 
複数ページ余白， 4-6 
ブザー， 3- 13 


ページの向き， 4-7 

ぺージフォーマット ，5-4, 8-8 

ページレイアウトグループの設定項目， 5-4 

へキサダンプモード， 3-47 

へキサダンプリスト， 8-14 


み 

右マージン既定値， 5-9 
ミシン目スキップ， 5-16 


8-30 索引 



め 

メニュー機能， 1-2 

メニュー操作に入ることができる状態，1 -7 
メニュー操作の流れ， 2-2 
メニューの種類， 1-4 


ち 

文字コード， 5-1 2 
文字サイズ， 4-11 


れ 

レイアウトグループの設定項目， 3-32 
レポート巧刷履歴リスト， 7-9 
連続用紙長， 5-1 5 


ゆ 

ユーザーメンテナンスグループの設定項目， 3-41 

優先エミユレーシヨン， 3-49 

ユーティリティ ーメニユーの 設定項目， 7-4 


ぶ 

用紙位置微調整， 5-7 
用系圧サイズ， 5-9 
用系圧サイズ置換， 3-43 
用系圧長さ確認， 3-42 
用系圧不一致時トレイ， 3-20 
横位置補正， 3-32 


y 

リカパリー EP 刷， 3-42 
リセットメニューの設定項目 ，7-10 
リモート UI 設定， 3-30 
領域， 5-9 

両面印刷， 3-22,7-13 


索引 8-31 



ソフトウエアのバージョンアップについて 


プリンタードライバーなどのソフトウェアは、今後、機能アップなどのパージョンアップ 
が行われることがあります。 

バージョンアップ情報やソフトウェアは、次の方法で入手できます。 

@"メモ I インターネットをご利用の際の通信料やプロバイダ料などはお客様のご負担になります。 
ご了をください。 


情報の入手方法 


パージョンアップ障報の他、新製品のご紹介やイベント情報などを確認できます。 


トツ； 


■キヤノンホームぺージ （ http :// canon . jp /) 

プページで[製品情報]、[サポート]、 


[イベント]などをクリックしてくださし、。 


こアの入手方法 


プリンタードライバーなどの最新ソフトウェアを入手できます。 


■キヤノンホームぺージ （ http :// canon . jp /) 

トツプページで[ダウンロード]をクリックしてくださし、。 


8-32 ソフトウェアのバージョンアップについて 






.—ルートマップ 


ジョブ確認/中止キー 

現在データ受信中およびデータ赃理中の 
ジョブをキャンセルします。 

※詳細については、ユーザーズガイドを参照してくだ 
さい。 


ューティリティーメニュ ー 

プリンターの現なの設定内容などの内部情 
報を巧刷します。 


リセットメニュー 

プリンターのリセット操作や印刷データの排 
出、シャツトダウン操作を巧います。 


給紙選択メニュ ー 

描組カセットと手差しトレイのどちらから印刷 
ずるのかや、巧紙のサイズを設定します。 



「グル-力の階層を 平ら わしています。 


扼張機能 


スリープモード 


「設定項目」の階層を 「 
あらわしています。 r 


使わない 
パネルオフ 
使ラ 

巧-プ i リ-ア 


—「設定値」の階層をあらわして 
います。背景がグレーの設定 
値は、工場出荷時の値をあら 
わしています。 


ジョブメニュ ー 


’ルートマップ中の r ;」は、設定値を省略していることをあらわしてい 
ます。 


「*」巧の設定項目や設定値肤オプション品のちおや他の設定項目 
の内容によって表示されるときと、き示されないときがあります。幹 
しくは、ユーザーズガイドを参照してください。 


ジョブの操作、各種の履歴リストを巧刷し 
ます。 


セットアップメニユー 

レイアウ 卜の調整や、拡大/縮小など、印 
刷するときの環境を設定します。 


’キー揉巧について 

メニュー項目の指定は、操作パネルの受 [0 K ]、 [房る]の 
6つのキーを使って操作します。 

みおの階居に房る。 

み巧の階居に進む。 

®: 上の項目を違択する。 

受:下の項目を選択する。 

にの：夕:の階層に進む。または項目を決定する。 

原る]:前の階層に戻る。 



拡張機能 



スリープモード 

H 

使わない 1 




パネルオフ 1 




ラ 




ディープスリープ I 

1 エラースリープ 

H 

しない I 


する 

1 スリープモード移行時間 

H 

1分 1 


5分 


[ 15分 

[ _3053-_ 

[ _6053-_ 

[ 180分 

タイマー設定 I 

ェイクアップタイマー中 使わない 

I_^_ 

广ウェイクアップ時刻 H 00:00〜12:00〜23:巧. 

I — ' 

[ スリープタイマー }h 使ねない 

[ ^2 

[ スリープ時剔卜 00。〇〜12。〇〜23:59 
I ディ-プス U- プタイマ -H 使ゎ な ぃ - 

[ ^2 

[ディー プ乂リープ時刻卜 00。〇〜12。〇〜23:59 
警ち赃理 I 

H トナー交換予告 K ~ 舰揣 

[ 停止 ： 

自動エラースキップ }h しない 

[ する 

表示言語 げ English _ 

[ 日本語 

ブザー K ~ オ フ 

[ 1回 

r 連损 


警告き示 


H 

トナ…交換予を 

H 

しない 




1 

する 








カセット巧紙なし 

H 

しない 



する 


ちの巧に病く 


左の巧から続く 

I _ 

I 曰付/時刻設定 



1砂 



H 手差しトレイ用紙サイズ H A5； 


I_ B5 

f A4 

f A4R 

f B4 

[A3 

f レター 

[ レタ ーR ' 

こ リーガル 

「 レソヤー 

[ エグゼクティブ 

[ フリ- : 

r ユーザー設定サイズ 

r ユーザー設定サイズ R 

r はが さ_ 

r 往復は ぜさ_ 

[ 4面はがさ 

r 封筒ちお 2 号 

r 封筒長ぉ3号 

r 封筒洋お長3号 

に 手差しトレイ優先片 しな し、_ 

|" r する 


ちの列から轿く 


1カセット1巧紙サイズ 

H 

フリー 




1 

ユーザー設定サイズ 




1 

ユーザー定サイズ R 


1カセット2用紙サイズ* 

H 

フリー 




1 

ユーザー設定サイズ 




1 

ユーザー定サイズ R 


1カセット3用紙サイズ* 

H 

フリー 




1 

ユーザー農定サイズ 




1 

ユーザー設定サイズ R 


1カセット4用紙サイズ* 

H 

フリー 




1 

ユーザー農をサイズ 




1 

ユーザー設をサイズ R 


1 デフオルト巧紙サイズ 

H 

A5 



B5 


A4 

B4 

A3 

レター 
リーガル 
レジヤー 
エグゼクティブ 
はがさ 
往復はぜさ 
4面はがさ 
封筒角形2号 
封筒長巧3号 
封筒洋お長3号 


1 巧紙不一致時トレイ H 使わない 1 


1 使ぅ 1 

[ 

自動選巧 1 



4 手差しトレイ H 使わない 1 


1 使う 1 

1 カセット1 H 使わない 


使う 

I カセット 2* H 使わない 


1 使う 1 

1 カセット 3* H 使わない 1 


1 使う 1 

1 カセット 4* H 使わない 

1 知 1 

1 デフオルト巧紙種類 H 普通紙 1 


普通紙 L 


普通紙 H 
厚紙 L 
厚細 H 

OHP フイルム 
はがさ 
封筒 

ラベル用紙 


ちの巧に病く 


巧のぺージに続< 



























































































































































































































































































































































































































































吊 i のぺージ 
から精く 


兩面的刷* h £ しない 


ずる 



TCP/I 階定 


IPv4 設定 I 

IP モード K 自動 

[ 手動 

プロトコル* I 

ホ HCP によるァドレス踞 H ~ _^フ_ 

[ ォン 
自 OOTP によるアドレス設定!^ オフ 

[ ォン 
[^ RP によるアドレス設を K オフ 

[ ォン 

IP アドレス設定 ~~I 

-T IP 了ドレスト 0。.日.0 ■ 

もブネットマスク " h 0.0 .日.0 — 

1 

[ゲートウエイアドレス片 0.0 .0.0 ■ 

IP アドレス範困設定 I 
^ 受信/印刷拒 ^" h しない 

1 [ _ ずる 

I 拒 否アドレス語是^ 拒否 IP アドレス1 
^~拒香 if アドレス8 

I 受信/ EP 刷許可！^ しな し、_ 

1 r する 


許可アドレス設を*!許可 I P アドレス1 



1 許可 IP アドレス8 1 


設を/参照拒否 M しない 1 


1 する 1 

4 

巨否アドレス設定* M 拒否 IP アドレス1 1 


1 拒否 IP アドレス8 1 


設定/参照許可 b しない^ 


[ する 

r 許巧了ドレス設定* H 巧可 IP 了ドレス下 

[ 許可 IP 六ドレス8 

I DNS I 

叫 例-刚巧-"-ァドレ ； (H 0.0.0.0 

I ~ — 

臣カンダリ-抑巧—パ—アドレス h £ 0.0 .0.0 

IPv6 設定 1 

H IPv 6 ]H オフ 

I _ォン こ 

WINS によるを前昭央 H ~ _^フ_ 

I _ォン こ 

ARP/PING K オフ 

I _ォン ： 

FTP I 

H FTP 印刷 ト オフ 

1 ~ r ホン 

I FTP 設定 け _^フ_ 

「 オン 

LPDEP 刷 \-[ オフ 

「 ホン 

RAW 印刷 \-[ オフ 

「 ホン 

BMLinkS \-[ 使わない 

[ 使つ 

IPP 印刷 "H _^フ_ 

「 ホン 

WSD I 


WSD 的刷 1-[ オフ 



1 ホン 1 

WSD 参照* H オフ 1 


1 ホン 1 


I ♦ ♦ ♦ 

ちの巧に病く 


ちの列から病く 



レイアウト 



コピー 枚数 

H 

1 1 


f 9999 1 

1 縦位置補正 

H 

-50.0 ( mm ) 



1 

0.0 ( mm ) 1 



1 

50.0 ( mm ) | 

1 横位置補正 

H 

-50.0 ( mm ) 



1 

0.0 ( mm ) 



1 

50.0 ( mm ) | 

1 とじち向 

H 

長辺とじ 1 


短辺とじ 


ちの巧に続く 


左の巧から続< 


r 

とじしろ 


-50.0 ( mm ) 



こ 

日. 0( mm ) II 



に 

50.0 ( mm ) 

L 

特殊両面処理* 


しない 1 

する 

印を調整 



スーパースムーズ 


使わない 


1 使ぅ 1 

r 

階調処理 


標華 1 


1 高階調 1 

r 

ドラフトモード 


使わない 1 


1 使ぅ 1 

ご 

トナー濃度 


-3 1 


0 


L ±11 

中間調選巧 ~ I 

テキスト ~ H 賴 儘度 

[ 階調 

[ _ 色調 

「 高臟度 

ヴ'ラフイツクス K _^儘^ 

[ 階調 

[ _ 色調 

「 高强像度 

イ方ージ ~ H 曲儘度 

[ 階調 

[ _ 色調 

「 高租像度 

画質警告 ~ H 織続 

「 停止 


インターフェイス 


H インターフェイス選択 I 

H USB __使わない 

[ 使つ 

「 ネットヮーク }i _使むない 

[ 使つ 

I タィムアゥト 1 

^ タイムアウト ^ しない 

I _する 

I タイムアウト時間* 5秒 

i 砂— 


300秒 


お張力ード* 1 

1 


コネクション認識 H 

しない 


する 


拡張受信バッファー* H 

使わない 


使う 


ユーザー メンテナンス 


I 印字位置調整 1 

H 離位置補正(トレイ）1 -5.0 ( mm ) 

[ 0.0 (mmj 

[ 5.0 (mmj 

[ 横位置補正（トレイ ） H -2.59 ( mm ) 

[ 0.00 ( mm ) 

[ 2.59 ( mm ) 

[ 微位置補正めセット 1) け -5.0( mm ) 

[ 0.0 (mmj 

[ 5.0 ( mm ； 

[ 横位置補正めセッり） -2.59( mm ) 
[ 0.00 ( mm ) 

[ 2.59 ( mm ) 

，•▼古 

巧のぺージに続く 



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































前のページ 
から病< 


縦位置補正(カセツトリ* h £ 


横位置補正(カセツトリ* K 


縦位置補正(カセット3)* 4 


横位置補正めセツトリ* 4 


縦位置補正(カセット4)* K 


横位置補正(カセット4ド4 


縦位置補正(両面)* H 


横位置補正(両面)* H 


リカバリ ー E 邮 J 


: H 


用紙長さ確認 H 

巧細サイズ置換 H 


特殊印字モード A 


IH 


うねり特殊姐理 


ファームウエア更新 


USB 


標準ネットワーク 


ジョブー覧表示 


動作モード選択 


自動切替 


LIPS 


ESC/P 


-5.0 ( mm ) 


0.0 ( mm ) 


5.0 ( mm ) 


-2.59 ( mm ) 


0.00 ( mm ) 


2.59 ( mm ) 


-5.0 ( mm ) 


0.0 ( mm ) 


5.0 ( mm ) 


-2.59 ( mm ) 


0.00 ( mm ) 


2.59 ( mm ) 
-5.0 ( mm ) 


0.0 ( mm ) 


5.0 ( mm ) 


-2.59 ( mm ) 


0.00 ( mm ) 


2.59 ( mm ) 


-5.0 ( mm ) 


0.6 ( mm ) 


5.0 ( mm ) 


-2.59 ( mm ) 


0.00 ( mm ) 


2.59 ( mm ) 


しない 


する 


しない 


しない 


する 


モード 1 
モード2 


モード3 


モード4 
しない 


する 


しない 


する 


動作モード 


鋪選択 


LIPS 

N 201* 


15577* 

HP - GL * 


HEX-DUMP 

LIPS-DUMP 


使わない 


使っ 

使わない 


使う 


使わない 


使っ 

使わない 


使う 


使わない 

使う 


をの列から綺く 



1 HP - GL /2* 

H 

使わない 



使う 

1 優先エミユレーシヨン 

H 

なし 

1 


LIPS 


N 201* 

ESC/P 

15577* 

HP - GL * 

HP - GLy 2* 



拡大/綿小 しない 


I _一 A 3 

f 一 B 4 

f 一 A 4 

f 一 B5 

f 一 A 5 

[ 一はぜさ 

「 一往復はぜき 

[ 一4面はぜき 

[ ーリーガル 

I ーレター ' 

複数ぺージ軒刷 K ~ しない~ 

[ 2ぺ-ジ(左） 

「 2ぺ- ジ 也} 

「 4ページ ( 横一左) 

「 4ぺージ ( 横一ち)^ 

「 4 ページ 縦 - 左): 

「 4ぺージ(縱一ち)^ 

複数ぺージ余白 H ~ パタ ー ン1 ~ 

[ /く夕ーン2 

ページの向き h _ P _ 

- [ _ 横 ： 

才ーバーレイ1/2 I 

H 才ーバーレイ1/2設定け _する_ 

I _しない 

I 才ーパ'—レイ1/2番号*^ 0 ~ 

1 32767 

スタート アップマクロ }h 0 

I 30 — 

I 32767 

漢字コード H ~ 化 ~ 

I シフト JIS 

「 EUC 

f DEC 

文字サイズ K ~ 10ポ イ ント~ 

[ 12ポイント 

[ 8ポイント 

漢字書体 H ~ 明 朝 ~ 

[ ゴシ7ク 

ANK 書体 M 

[ ゴシック 

[ ラインプリンター 

漢字グラフィックセット H JIS 90 

f JIS 78 

行数 I 

H '行数選巧 HT _ 6 ipi _ 

[8 lpi 

I 任意設定— 

I 任意設定値* K ~ 10 — 

I 99 

巧数 I 

-I 怖数選択 H ~ 自 動 - 

f 10cpi 

E _ L2cPJ 

r 15 叩 i 

r 任意設定 


ちの列に続く 


左の列から続く 

I _, 

r 任意設定値* ]H _10_ ] 

I 200 I 

I 自動改ぺージ H し な い ~ I 

[ _ 些 _ ] 

I 自動改行 H し な い I 

[ _ を _ ] 

I CR 磯能 ]H _邱の^_ ] 

「 CR+LF 1 

I LF 機能 _の^^_ ] 

「 LF+CR 1 

I 網かけ强慷度 ]h _^ィッ_ ] 

「 ファイン I 

I ジョブタイムアウト け _ しなし、 _ I 

[ _ を _ ] 

I 白紙節約 H し な い I 

[ _ を _ ] 

H 白紙節約 H し な い I 

「 する 1 





てページフォーマット h £ 実寸縦 
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I 10インチー A 4 縱 

[ 15ィノ5 --* A 4 横 

I 15インチー B 4 横 
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上余白 H _127_ 

I 0 — 


I _127 

用紙位置微調整 ~ H -127 

I-^ 


127 


1 領域 H 

標華 



1 ワイド 1 



1ちマージン既定値 H 

136巧 



1 ち端 1 



1 巧紙サイズ H 

A 3 



B 4 


[ A 4 

[ _ B 5_ 

[ _^ 

[ はがさ 

2ページ巧刷設定 K _^なと 

「 左 
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漢字書体 t 明朝 


[ ゴシ.ソク 

[ フォント ID 

フォント ID * h £ 1 

r j 

I 999 

漢字サイズ システム 

[ 8 ポイント 

[ 10ポイント 

[ 12ポイント 

文字コード h _ カタカナ 

r グラフィックス 


巧のぺージに病く 

















































































































































































































































































































































































































































































































































































吊 i のぺージ 
から続く 




トナー型番 


トナー残量 



ジョブ印!刷履歴リスト 


レポー ト巧刷履歴リスト^ 


給紙選択メニユー 




<表示ち法> 

〇 [リセット]を巧す 
〇 リセットメニューが表示される 

* リセットメニューはオンライン巧族/オフラインれ'態のど 
ちらでもき示ずることげできます。ただしプリンターに 
エラーが発生しているときは、「扫化」をすることはできま 
せ心 




シャットダウン 































































































































































































































































































































































































































消耗品•オプション製品のご購入ご相談窓 □ 


消耗品•オプション製品はお買い上げ頂いた販売店、またはお近くの 
キヤノン製品取り扱い店にてお買い求めください。ご不明な場合は、 
下記お客様相談センターまでご相談ください。 


修理 サービスご 相談窓 □ 


修理のご相談は、お買い上げ頂いた販売店にご相談くださし、。 
ご不明な場合は、下記お客様相談センターまでご相談くださし、。 


Canon 


キヤノ 式会社•キヤノンマーケテイングジャパ式会社 


お客様相談センター（全国共通番号） 

050 - 555-90061 

[受付時間] <平日 >9:00〜20:00 <±日祝日 > 10:00〜17:00 
(1/1 〜3は休ませていただきます） 

※上記番号をご利用いただけないちは 043-211-9627 をご利用ください。 

《 IP 電話をご利用の場合、プロバイダーのサービスによってつながらない場合があります。 
※受付時間は予告なく変更する場合があります。あらかじめご了承くださし、。 


キヤノンマーケティングジャパン株式会社 干 108-8011 まま都港区港南 2-16-6 

Canon ホームぺージ: http :// canon.jp 


USRM1-6288 (00) 
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